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一．ミレイナ、ラングール国で奮闘する




　竜人の国、ラングール国。

　この国は圧倒的な強さを誇る竜王によって治められている。その王宮の片隅には、親を失って保護された魔獣達が暮らす保護施設――魔獣舎がある。

　その魔獣舎では、ここ数週間毎日のように繰り広げられる光景が広がっていた。

（ううっ。これは待ちきれなくなっているわ）

　お肉を切ってお皿に載せている最中から、視界の端にもふもふが揺れているのが見える。

　しかも、ひとつじゃなくてみっつ！

［ミレイナー、お腹なか空すいたよー］

　さっきからしきりに食事を催促してくるのは、白い毛並みの美しいフェンリル――エミーユ。

［腹ぺこで死にそうだぞ！］

　なぜかちょっぴり偉そうにそう宣のたまうのは、やんちゃなフェンリル――シェットだ。

［僕もお腹空いたかも……］

　そしてもう一匹、少し内気なフェンリルのイレーコは文句こそ言わないものの、物欲しげな視線をミレイナへと送ってくる。

［今用意しているから、もうちょっと待っててー］

　ミレイナはイレーコにそう言うと、包丁を持つ手を動かす。お肉が大きくて、なかなか上手く切り分けられない。

「ミレイナ、この子達なんて？」

　隣で別の肉を切っていた魔獣係仲間のリンダが尋ねる。

「ご飯が遅いって」

「えー、午前中にあれだけ食べたのに？」

　ミレイナの言葉に呆あきれたように、リンダが肩を竦すくめる。

［まだかよー？］

　シェットが耐えきれず、ミレイナのスカートの裾を咥くわえて引っ張った。

［こら！　ちゃんと待ってて。破れちゃうでしょう］

［［［お・な・か・す・い・たー］］］

　遂ついには、三匹の声が重なる。

［今用意しているから、邪魔しないのー！］

　ミレイナは大きな声で叫び返す。

　そんなこんなで、今日も魔獣係は大忙しである。




　ウサギ獣人であるミレイナは、ここラングール国の王宮で魔獣係として働いている。

　元々はアリスタ国という隣の国で暮らしていたのだが、ウサギ姿で怪我をしているところをラングール国の竜王――ジェラールに助けられた縁で、ここで働くことになったのだ。

　この魔獣係、ペットショップで働く日本人としての記憶があるだけでなく魔獣の言葉が理解できるミレイナにとっては打って付けの仕事なのだが――。

「最近、ものすごく食べるようになったなぁ」

　ミレイナはガツガツと食事するフェンリル達を眺めながら、ようやくご飯コールから解放されたとほっと胸を撫で下ろす。

「本当ね。私が初めて魔獣係を手伝い始めた頃と比べたら、倍くらいは食べているわ」

　リンダも片手を頬に当て、あまりの食欲ぶりに呆れた様子だ。

「陛下の側近の方達と一緒に行動することも増えてきたから、運動量が増えて余計にお腹が空いているのかも」とミレイナは答える。

　ここの魔獣舎には、三匹のオオカミ型の魔獣――フェンリルと、一匹のリス型の魔獣――ラタトスクがいる。

　彼らは元々、王宮の裏手に広がる魔獣の森で怪我をした上に親とはぐれているところを保護された。紆う余よ曲きょく折せつを経て、最近は竜人の相棒として共に行動する従獣としての訓練を受けているのだ。

「ところでミレイナ。こんなにゆっくりしていて大丈夫なの？」

「えっ？」

「時間」

　リンダの指摘に、のんびりと魔獣達の食事の様子を眺めていたミレイナは慌てて懐中時計を確認する。いつの間にか、予定していた時間を三十分も過ぎていた。

「あー、いけない！　遅刻しちゃう！」

　この後、礼儀作法のレッスンがあるのだ。

　ミレイナは大慌てで魔獣舎を飛び出すと、王宮へと向かって走り出したのだった。




　三十分後、ミレイナは慣れないドレス姿で王宮の一室にいた。

　目の前に立つのは、礼儀作法の指導をしてくれるフローラ先生だ。

「ミレイナさん、先日の復習です。そこからまっすぐにこちらに歩み寄り、優雅にお辞儀をして見せてください」

「はい」

　ミレイナはしっかりと返事をし、歩き出す。けれど、その歩みはフローラ先生がパンパンと手を叩たたく音で止まった。

「違います。歩くときはまっすぐに前を向き、口角を上げ、背筋をしっかりと伸ばして。頭のてっぺんから糸で吊るされているような感覚を意識してくださいませ」

「はい」

　ミレイナは慌てて元の位置に戻ると、もう一度最初からそれをやり直す。けれど、それはまたすぐにフローラ先生によって止められてしまった。

「先日の練習を思い出して」

「は、はいっ」

　二日前にレッスンを受けた際に何とかできるようになったはずなのに、早くも体が忘れていた。

「仕方ないわね。では、マリベルさんの見本を見て。マリベルさん、よろしいかしら」

　フローラ先生は同じ部屋にいたひとりの貴族令嬢――マリベル＝スターラックに声をかける。

　ミレイナの礼儀作法の練習の際には、毎回誰かしらの貴族令嬢が練習相手として同席することになっている。今日同席のマリベルは、普段は竜王であるジェラール付きの侍女をしている。

「もちろんですわ」

　見本を見せるように言われたマリベルはにこりと微笑み、立ち上がる。

　そして、足音も立てずにまっすぐにフローラ先生のもとに歩み寄ると、その場でスカートを摘まみ優雅に腰を折った。

（やっぱり綺麗だな）

　一連の動作を見たミレイナはそう思った。

　艶やかな焦げ茶色の髪に大きなブルーの瞳。その整った容姿も、マリベルの立ち姿を美しく見せている要因のひとつかもしれない。

「素晴らしいわ、お見事です。ミレイナさん、違いがわかるかしら？　マリベルさんは体が揺れないし、背筋もピンと伸びているの。ミレイナさんは左右に揺れているわ」

「はい……」

　言っていることはわかるのだけれど、体が付いていかない。

　なかなか上手くできないことに、気が急せくのを感じた。

　目が合ったマリベルの口元がふっと緩む。

（今、ばかにされた？）

　明らかな嘲笑の色に、ミレイナはムッとする。

　けれど、ばかにされても文句を言えない自分の不ふ甲が斐いなさに、気持ちが落ち込んだ。

（あと一カ月しかないのに、大丈夫かな……）

　ミレイナが焦るのには、理由がある。

　ミレイナの祖国であるアリスタ国とここラングール国は、長年に亘わたって対立状態が続いていた。

　ラングール国側はアリスタ国が国境を侵して資源を不法採掘していると抗議し、アリスタ国側はラングール国が事実無根の因縁を付けた上にアリスタ国民を不当に傷つけたと主張していたのだ。

　しかし、最近になってそれらすべてをアリスタ国のひとりの辺境伯が私欲を肥やすためにやっていたことだと判明し、辺境伯が処分された上で両国の和平調印が行われた。

　そして、一カ月後に国交正常化記念祝賀会が開催される。

　ラングール国の王宮で働く唯一のアリスタ国民であるミレイナは、アリスタ国とラングール国の友好の象徴的な存在としてそれに参加することになっているのだ。

　そのときに恥ずかしい思いをしないようにと、ミレイナは日々レッスンを受けている。

（歩くのとお辞儀の練習だけで、もう四日もかかっているわ）

　他にも、座るレッスン、食事のレッスン、声をかけられたときの立ち振る舞いのレッスン……。

　身のこなし方だけでも気が遠くなるほどなのに、さらにはラングール国の歴史や地理、周辺国との関係まで多岐に亘って講義を受けている。

「疲れた……」

　一連のレッスンが終わると、ミレイナは机に向かってぐでっと突っ伏す。

（うーん。記念祝賀会って、こんなにたくさんのことを覚えないといけないの？）

　自分が無作法をして祝賀会を台無しにしては大変だから、しっかりと教わったことを覚えたい。

　けれど、想像していたよりだいぶ分量が多かった。

　ジェラールの側近であるラルフから『祝賀会に参加するにあたり事前に礼儀作法の特訓を受けるように』と言われた際は、せいぜい数時間のレッスンを受けておしまいだと思っていた。

　けれど、蓋を開けてみると想像を遥はるかに超えていた。毎日最低でも五、六時間、ミレイナはみっちりと講義を受けている。

（うう、きつい。でも、頑張らなきゃ……）

　ミレイナはむくりと起き上がると、自分に気合いを入れる。

　とりあえず今日習った地理の復習をしようとノートを開きかけたそのとき、部屋のドアがノックされる音がした。

「はい」

　閉まっていたドアが開かれ、ひとりの背の高い男性が現れる。

　上質な貴族服に身を包み、少し長めの前髪から覗のぞくのは髪と同じ黒い瞳。

　清潔感のあるこの男性はジェラールの側近であり、ミレイナにこのレッスンを受けるように指示をした張本人であるラルフ＝レイリックだ。

「ジェラール陛下のもとへ」

「え？　もうそんな時間？」

　時計を見ると、想像していたよりも一時間くらい遅かった。忙しすぎて、あっという間に時間が過ぎてしまう。

「調子はどうですか？」

　ラルフは穏やかな口調でミレイナに問う。

「今日は主に礼儀作法の復習をしたのですが、まだまだ難しいです……」

「そうですか。普通は子供の頃から訓練しますからね。すぐにできなくても仕方がありません。昨日の歴史の講師は、とても物覚えがよいと褒めていましたよ」

「ありがとうございます」

　ミレイナはぺこりと頭を下げる。

　物覚えがよいのではなくて寝る間を惜しんで必死に覚えているのだけどね、とは口が裂けても言えない。

「では、参りましょう。陛下がお待ちです」

「あっ、はい！」

　ミレイナは慌てて立ち上がった。




◇　◇　◇




　途中、柱が立ち並ぶ優美な回廊を歩く。真っ白な大理石の床には真っ赤な絨じゅう毯たんが一本線のように敷かれていた。視線をずらせば、柱の合間からは美しく整えられた庭園が見えた。

　そうして案内されたのは、竜王の部屋だ。

「ミレイナです」

「入れ」

　入室を許可する声がして、ミレイナはドアを開ける。

　見上げるほど高い天井からは大きなシャンデリアがぶら下がり、白い柱の上下には精緻な彫刻が施されている。その白い柱と柱の合間の壁には、竜や人の絵が描かれていた。

　ミレイナに気付いたフェンリルのゴーランが尻尾を振りながら近付いてくる。ゴーランは竜王であるジェラールの従獣だ。

［ゴーラン、会いたかったよー。後でブラッシングさせてね］

［好きにしろ］

［ありがとう！］

　ミレイナはゴーランの頭と首をもしゃもしゃと撫でてから、ジェラールのほうを向く。

「陛下。お待たせいたしました」

　ミレイナは部屋のソファーに座るジェラールに、先ほど練習したばかりの所作でお辞儀をする。

　一方のジェラールは、ミレイナのほうを見つめ、顔を綻ばせた。

「ミレイナ。よく来たな」

「はい」

　ミレイナは、おずおずとジェラールのもとに歩み寄り、ジェラールの正面に座った。

　ジェラールが片手を上げると、どこかでリーンと鈴が鳴る。

　さほど待つこともなく、侍女によってたくさんの焼き菓子が運び込まれる。それらはふたりの間のローテーブルに置かれた。

「わあ。今日もこんなにたくさん！」

　クッキー、ロールケーキ、マドレーヌ、それに、パウンドケーキが二種類もあった。

　そしてこの匂いは――。

「今日もラングール人にん参じんを使ったお菓子を用意してくださったのですか？」

「ミレイナがこれを気に入っているようだったから、また用意させた」

　ジェラールはにこりと笑う。

　ラングール人参は、ミレイナの大好物だ。

　生で食べるのも好きだけれど、料理に混ぜ込むのも大好きだ。そして、このラングール人参を練り込んだ特製キャロットパウンドケーキはミレイナの大のお気に入りのひとつだった。

「ありがとうございます」

「いや、構わない。ミレイナの喜ぶ顔が見られるならば、容易たやすいことだ」

　ジェラールはミレイナを見つめ、蕩とろけるような笑みを浮かべる。

「え？」

　ミレイナは、頬が赤らむのを感じた。

「赤くなって、可愛かわいいな」

「もうっ！　からかわないでください」

「俺はいつだって本気だ」

　ジェラールは心外だと言いたげに肩を竦める。

　青みがかった短い銀色の髪、少し吊った切れ長の青い瞳、そして、すっと通った鼻筋。

　竜王であるジェラールはその完璧なまでに整った容姿から、冷徹そうに見える。かつては、アリスタ国の辺境伯により残虐非道というデマを流されていたせいで〝白銀の悪魔〟と呼ばれていたほどだ。

　しかし、その見た目に反して根は優しく、実は大のもふもふ好きだ。

　ふたりの出会い――ウサギ姿で怪け我がをしたミレイナを助けた際も、ミレイナのことをただのウサギだと思い込んで手当てすると、ペットとして可愛がっていた。

　それが、ミレイナが普通の人間の姿だけでなく、耳や尻尾だけ出した半獣の姿にもなれる獣人だと知ったら、今度はミレイナを見るたびに「可愛い」と言って構うようになったのだ。

　ミレイナは普段、魔獣達の言うことが理解できるようにウサギの耳と尻尾がある半獣姿をしている。だから、物珍しさもあって半分ペットのような感覚で構っているのだろう。

　今もこうして、毎日のようにお茶に呼び出されるほどの構いようだ。

「私はペットじゃないですよ」

「ペットなどと、一度も思ったことはない」

「本当でしょうか？」

「本当だ」

　ジェラールはそこでつと言葉を止めると、ミレイナを見つめる。

「だが、いつもそばに置きたいと思っている。ミレイナを愛めでるのは、俺だけだ」

（ま、またそういう思わせぶりなことを！）

　ミレイナは、落ち着いていた肌がまたぽんっと赤くなるのを感じた。

「くくっ」

　ジェラールは肩を揺らす。

（可愛いって、やっぱりペットみたいで可愛いってことでしょ？）

　ミレイナは頬を赤らめたまま、ぷいっとそっぽを向く。

　ちょうど視線の先にある壁には、一枚の絵画が飾られていた。一匹の竜と若い女性が水辺で休んでいる絵だ。竜の傍らに座る女性は、花冠を編んでいる。

（あっ、これってもしかして……）

　この絵は何度も目にしているが、今日初めて気が付いたことがある。

　これは、ラングール国創設の神話を模した絵だ。




　昔々、人間の娘と恋に落ちた竜がいた。

　怪我をしたところを人間の娘に助けられた竜はその娘に恋をして、来る日も来る日もその娘に会いに行った。

　娘も次第に竜に惹ひかれていったが、異種間である故に障害が大きすぎた。

　ただ同じときを過ごしながらも結ばれることのない彼らは、毎日のように神に祈りを捧げる。そんな彼らを哀れに思った神様が、特別に竜に人の姿を与えた。

　それが竜人の始まりだと。

　ミレイナも最近歴史の講義で習って知ったお話だ。




（竜と人間か……）

　ミレイナがその絵に見入る。

　姿形も違えば言葉も通じないひとりと一匹は、どうやって恋に落ちたのだろう。

「何を見ている？」

　ジェラールがミレイナの視線の先を追う。

「これ、今まで気付かなかったのですが神話のワンシーンなんですね」

「そうだな。竜人の始祖の、出会いのシーンだ」

　ジェラールの答えは、ミレイナの予想通りだ。

「ミレイナ、機嫌を直せ。今日もお前が好きそうなものをたくさん用意した」

　ジェラールはミレイナが絵を見つめているのを、へそを曲げてそっぽを向いていると勘違いしたようだ。

「好きなものを食べろ」

「はい。ありがとうございます」

　ミレイナは慌てて正面を向く。

（うーん、どれにしようかな）

　改めて見ても、どれもとても美お味いしそうだ。

　何を食べようかと散々迷い、結局全種類をひとつずつ取った。

「美味しいー」

　一口食べれば、ケーキの味わいに混じり、人参の甘みがほのかに広がった。

　ぽっぺたが落ちそうなほどの美味しさ。

　さすがは竜王陛下の専属料理人が腕を振るっているだけのことはある。

（あ、いけない。礼儀作法！）

　恍こう惚こつの表情を浮かべて夢中で食べていたミレイナはつと我に返る。

　礼儀作法の先生によると、淑女というのは美味しくても大口を開けず、小さな口で少しずつ食べるものらしい。

　ミレイナはそれを聞いたとき、淑女には一生ならなくていいなと思った。口には出さないけれど。

「どうした？　口に合わなかったか？」

　急にちょっとずつしか食べなくなったミレイナを見て、ジェラールが怪け訝げんな顔をする。

「いえ。大口を開けて食べてはいけないと習ったので」

「ああ」

　ジェラールは納得したようにソファーの背もたれに背を預けると、片手を振る。

「気にするな。俺がミレイナが美味しそうに食べているところを見たいんだ」

　青色の瞳が優しく細まる。

　その眼差しに、胸がトクンと跳ねるのを感じた。

「はい……」

　ペットのように思われているのは知っている。

　そうわかっていても、こうやって優しい眼差しを向けられると、胸のときめきを抑えるのは難しかった。










二．ミレイナ、猫獣人に出会う




　魔獣係の一番の楽しみは、魔獣達を存分にもふもふできることである。そして、魔獣達のブラッシングはミレイナの最も好きな仕事のひとつだった。

［よし。すっごくふわふわ！］

［本当？］

　黒い尻尾が特徴的なイレーコは、自分の毛並みを見ようと身をよじる。

［本当よ。イレーコ、すっごくかっこよくなったよ］

［かっこいい？］

　ブラッシング仕立てのふわふわの黒い尾が忙せわしなく左右に揺れる。

（可愛い！）

　ミレイナは思わずイレーコをぎゅうっと抱きしめる。

　これぞ、もふもふに体を埋める至福のとき。

　そのとき、外にいたリンダがひょっこりと入り口から顔を覗かせた。

「ミレイナ。今日はこの後、お任せしても平気？」

「あ、うん。今日は大忙しだもんね」

「うん、そうなの。来賓の方々が今日辺りから続々と到着されるみたい。ごめんね」

　リンダは口元で両手を合わせると、ごめんねのポーズを取る。

　かねてより計画された国交正常化記念祝賀会は、数日後に迫っていた。

　この国交正常化記念祝賀会にはラングール国内の多くの有力者はもちろん、ミレイナの故郷であるアリスタ国や周辺諸国からの招待客も参加する。

　それらの人達の一部が、今日辺りから到着し始めるのだ。

　リンダは魔獣係と清掃係を兼務しているので、普段の仕事に加えて客室の清掃などの作業も増えて、お客様の滞在中はそちらの仕事が大忙しになる。

「気にしないで。こっちは大丈夫だから！」

　ミレイナは明るく笑うと、リンダに手を振る。

「うん、ありがとう！」

　リンダは片手を上げてミレイナに手を振り返すと、足早に王宮へと走っていった。

「記念祝賀会、いよいよね。大丈夫かな……」

　日が近付いているということを実感して、緊張が高まるのを感じた。

　ミレイナは相変わらず、毎日のように厳しいレッスンを受けている。

　始めたばかりの頃に比べれば随分とよくなったとは思うが、それでも自信はなかった。

　特にダンスに関しては、自分が下手なせいで相手に迷惑をかけるのではないかという不安しかない。

（ダンスか……）

　以前、王宮で行われた舞踏会の様子を、窓の外から遠目に眺める機会があった。

　大きなシャンデリアの光で煌きらめくホールで、美しく着飾った男女が手を取り合って踊る。

　まさに、前世のときにおとぎ話で読んだ通りの世界が目の前に広がっていた。

（ジェラール陛下と踊ってみたいけど）

　そのときは、ミレイナは舞踏会に参加することはできず、ジェラールが自分以外の令嬢と踊る姿をただ遠目に見つめることしかできなかった。

　ジェラールは竜王であり、ここラングール国で最も尊い存在だ。自分ごときが相手をしてもらえる機会があるとは思えないけれど、それでも憧れてしまう。

［ねえ、ミレイナ。今日はお散歩に行かないの？］

　ぼんやりとしていると、エミーユが話しかけてきた。

　魔獣係の大事な仕事のひとつに、魔獣達を散歩に連れて行くことがある。

　魔獣舎には屋外遊び場が併設されているが、日々大きくなる魔獣達に必要な運動量を賄えるほど広くはない。

　彼らが運動不足にならないように、そして、ストレスを感じて問題行動を起こさないように、毎日散歩に連れて行くのだ。

［行くわ。ちょっと待っていてね］

　ミレイナは慌てて準備をする。使っていたブラッシング用ブラシを棚にしまうと、外に併設された遊び場に向かって声をかけた。

［みんなー。お散歩に行きますよー］

［お散歩？　行く！］

　シェットとイレーコがこちらに走り寄ってくる。その少し後からリス型の魔獣――ラタトスクのラトがてくてくと走ってくるのが見えた。

　ミレイナは四匹の魔獣を連れて、歩き始める。

　みんなお散歩が大好きなので、一様に尻尾を振って興奮気味だ。いつものように、王宮の裏手に広がる「魔獣の森」と呼ばれる森を一時間ほど歩いてから王宮に戻ってきた。

［庭園でもう少し遊ぶ？］

　広い芝生の庭園に着くと、ミレイナは魔獣達に声をかける。

［うん、遊ぶ！］

　エミーユがすぐに答えた。

［じゃあ、一時間くらいね］

　ミレイナは庭園に生えた大きな木の根元に腰を下ろすと、三匹のフェンリル達が遊んでいる姿を眺める。

　ラトは木登りが好きなので、ミレイナの寄りかかっている木の枝で寛くつろいでいた。

（ん？　何か聞こえる？）

　しばらく魔獣達が遊んでいるのを眺めていたミレイナは、垂れた耳をピンと立てる。

　ほんの僅かな物音だが、何か賑やかな音が聞こえてきた。多くの人が集まっているような、そんな音だった。

［何かしら？］

　じっと一方向を見つめるミレイナに気付き、魔獣達が駆け寄ってきた。

［ミレイナ、どうしたの？］

　エミーユが不思議そうに尋ねる。

［遠くから物音がするなって思ったの］

［物音？］

　魔獣達も、ピンと立てて耳を澄ます。

［本当だわ。何か聞こえるね］

　エミーユが言う。

［何か、嗅いだことがない匂いがする］

　イレーコが、鼻をひくひくさせる。

［俺もそんな気がする」

　シェットも同じように鼻をひくひくとさせた。

「あっちだよな？　よし、見に行ってみよう］

［あ、待って］

　ミレイナは慌てて制止したが、その前にシェットは走り出した。

［私も行く！］

［待って。僕も！］

　残る二匹のフェンリル――エミーユとイレーコまで、その後に続いて走り出す。

［ちょっと待って――］

　ミレイナが止めるより早く、二匹のフェンリル達は走り出していた。そして、あっという間に小さくなってしまった。

（もう！　仕方がないなぁ）

　ミレイナは息を吐く。

　最近、三匹のフェンリル達は成長したせいか、以前に比べると走る速度が格段に速くなった。今さっき隣にいたはずなのに、一瞬気を抜いただけで姿が見えなくなってしまうほどなのだ。

［ラト。急いで追いかけるからおいで］

［うん］

　ミレイナは木の上に向かって声をかける。

　呼びかけられたラトはするすると木から下りてくると、ミレイナの肩にぴょんと飛び乗った。

　ミレイナは、ラトがしっかりと自分の肩に乗ったことを確認すると、足早にフェンリル達が走り去っていった方向へと向かった。

［どこだろ？］

［あそこ］

　ミレイナがきょろきょろと辺りを見渡していると、先に気付いたラトが教えてくれる。

　三匹のフェンリルが仲良く並んで塀の向こう側を覗いているのが見えた。

［見つけた。先に行っちゃだめでしょ！］

　ミレイナはそちらに歩み寄ると、頬を膨らませる。

［ごめん。知らない匂いがたくさんしたから、気になったんだ］

　シェットは振り向いて謝罪すると、また壁の向こう側を見つめる。ミレイナはその様子を見て不思議に思った。

［何を見ているの？］

　ラトはミレイナの肩から素早く下りると、器用に塀を上まで登った。

　辺りを見回したミレイナは塀のところどころに飾りレンガがはめられているのを見つけた。三匹のフェンリル達と同じように、その穴を覗く。

（あれは、馬車かしら？）

　塀の向こう側には、たくさんの馬車が停とまっているのが見えた。

　一番近くに停まっている黒塗りの馬車には、全体的に蔦つたが絡まったような金色の飾りが施されており、一目見ただけで高貴な身分の人が乗るための馬車であるとわかる。

　そして、たくさんの馬車の中には人が座っているのが見える。豪華な貴族服やドレスを着た女性の後ろ姿、それに、従者らしき姿も見えた。

（もしかして、もう来賓のお客様がいらしているのかしら？）

　リンダから、記念祝賀会に参加する来賓の方々が、早ければ今日到着し始めると聞いていた。きっと、この馬車は到着した来賓が乗っていらしたものに違いない。

［なんで今日は、こんなにたくさんの馬車が停まっているの？］

　エミーユが不思議そうに首を傾かしげる。

［きっと、明後日開催される国交正常化記念祝賀会の来賓の方々がいらしているのよ］

［国交正常化記念祝賀会って何？］

［お隣の国と仲良しになったから、よかったねって皆でお祝いするの］

［ふうん。じゃあ、あの人達は皆お友達ね？］

［そうね］

　ミレイナがにこりと笑うと、エミーユは白い尻尾をぶんぶんと左右に振る。きっと、〝お友達〟と聞いて喜んでいるのだろう。

　魔獣達のこの純粋さが、ミレイナは大好きだ。

［じゃあ、知らない匂いでも安心だね。ねえ、みんな。追いかけっこの続きをしましょうよ］

［いいよ！］

　エミーユのかけ声に合わせて魔獣達はあっという間に広場で走り回り始める。その様子を確認してから、ミレイナは改めて穴の向こうを覗いてみた。

（どんな人達が来ているのかしら？）

　もっとよく見たいけれど、飾りレンガの穴は小さくてよく見えない。

　目を凝らしていると、シュッと黒いものが視界を下から上に移動したように見えた。

（え？）

　一瞬のことに驚いたミレイナは、覗いていた飾りレンガから顔を離す。そして、塀の上に黒い生き物がいるのを見つけた。

（これって……）

　耳はピンと尖とがり、全身を覆う短い毛並みは艶やかな黒。体つきはしなやかで、長い尻尾が上へと伸びている。

（もしかして、猫？）

　それは、紛れもなく黒猫だった。大きな金色の瞳でミレイナを見下ろしている。

　猫はここラングール国では見かけないが、ミレイナの故郷であるアリスタ国にはたくさんいた。

　それに前世でペットショップ店員をしていたミレイナは、仕事でもずっと世話をしてきたので、見間違えるはずもない。

（もしかして、来賓の方の連れてきた猫が逃げて来ちゃったのかも）

　だとすれば、この子の飼い主はきっととても心配しているはずだ。ミレイナはその塀の上の黒猫に向かい、両手を伸ばす。

［猫ちゃん、逃げたらだめだよ。おいで］

　ちょうどフェンリルのおやつ用に持っていた干し肉を差し出す。すると、黒猫はそれの匂いを嗅ぐように鼻を寄せ、ストンと地面へと降り立った。

　そして、その瞬間――。

「えっ！」

　今さっきまで黒猫がいたはずの場所には、いつの間にか若い男性が立っていた。

　すらりと背が高く、少しくせのある髪の毛は先ほどの猫の毛並み同様に艶やかな黒色。こちらを見つめる瞳は金色をしており、白地の一部に水色の差し色が入った騎士服を着ている。そして、腰には長い剣がぶら下がっていた。

　ミレイナは、ぽかんと口を開けてその人を見つめた。

　今さっきまで間違いなく黒猫だったはずなのに、一瞬で人間に変わってしまった。

　この人はもしかして――。

「あなた獣人ね？　猫の！」

　ミレイナは興奮してその男性に詰め寄った。

　獣人にはミレイナと同じウサギ獣人を始め、犬獣人、猫獣人、熊獣人、馬獣人など、様々な種類がある。

　しかし、ミレイナは自分以外の獣人にはほとんど出会ったことがなかった。

　祖国であるアリスタ国では獣人は人間と動物の中間に位置する生き物としてながらく差別の対象だったので、皆が獣人であることを隠しながら暮らしていたからだ。

「そうだよ。僕はアダム＝ファーバー。クレア王女の近衛このえ騎士をしている」

　アダムと名乗った猫獣人の男性はにこりと微笑ほほえむと、片手を胸に当てて騎士の礼をする。

「クレア王女……。もしかして、アリスタ国の？」

　クレア王女と聞き、すぐにアリスタ国の第一王女が思い浮かんだ。

　以前、アリスタ国とラングール国の和平調印式がアリスタ国の王宮で開催された。

　それに招待されたときに、一度だけ遠目にその姿を見たことがある。

　流れ落ちる滝のように美しい金の髪に、空を思わせるような青い瞳をした美しき王女だと噂では聞いていたが、遠くから見ただけでも可憐な美しさがわかる人だったと記憶している。

「そうだよ」

「獣人のあなたが王女殿下の近衛騎士をしているの？」

　ミレイナが驚いたのには理由がある。

　忌み嫌われる存在であった獣人が王族のそばに控える、ましてやこのように獣人であることを隠さずに過ごすなど、ミレイナがいた頃のアリスタ国では考えられないことだったのだ。

「うん、そうだよ。今回の外遊に同伴した獣人の騎士は僕だけだけど、アリスタ国に戻れば僕以外にも何人か獣人の騎士がいるよ。動物の姿にカモフラージュしてお忍び中も堂々と護衛ができるから、とても重宝されている。それに、普通の人間より運動神経もいいしね」

　アダムはおどけたように笑うと、パチンとウインクする。

（獣人が近衛騎士……。きっと、獣人の地位が向上しているのね！）

　ミレイナは以前、見識を深めるために世界中を旅していたアリスタ国の王太子であるリック――本名をパルデリック王子という――と偶然ラングール国で出会って知り合いになった。

　リックは和平調印式の日、世界には多種多様な種族が支え合って暮らしている国がたくさんあり、アリスタ国でも獣人の地位向上に努めたいと思っているとミレイナに語った。

（きっと、それを実行してくれているのね）

　ミレイナはそれを聞いてとても嬉しくなった。

「ところで、きみはもしかしてミレイナかな？」

「え？　なんで私の名前を知っているの？」

　初対面の人に名前を言い当てられ、ミレイナはびっくりして聞き返す。

「ウサギの耳が生えているから、きみはウサギ獣人だろ？　僕が知る限り、ラングール国の王宮に獣人はひとりしかいないはずだから。竜王陛下のお気に入りの獣人がいるって、僕の周りでは有名だよ」

「あっ、なるほど……」

　アダムの言う通り、今現在ラングール国の王宮で働く獣人はミレイナひとりしかいない。

「名乗りもせずに色々聞いてごめんなさい。ウサギ獣人のミレイナと申します。王宮で働いているわ」

　ミレイナは慌てて簡単な自己紹介をする。

「いや、構わないよ。それより、ミレイナはこんなところで何を？」

　アダムはミレイナの頭から足下まで視線を移動させると、僅かに眉を寄せた。

「もしかして、ここで不当に扱われているのかい？」

　アダムの声が一段低くなる。

「え？」

　ミレイナは自分の姿を確認する。

　魔獣の森を一時間以上散歩した上に木の根元に座っていたせいで、メイド服の上に羽織っている赤茶色のケープには至る所に枯れ葉や木くずが付いていた。さらに、ところどころは土汚れもあった。

　ミレイナが汚れた格好をしていたので、アダムはミレイナが皆が嫌がるような汚れ仕事をさせられているのかと思ったようだ。

「ううん。全然！　とってもよくしてもらっているわ」

　ミレイナは大きく首を振ってアダムの想像を否定する。ラングール国の人々は、得体の知れない外国人であるミレイナを温かく受け入れてくれた。

「私、自分で希望して魔獣係をしているの」

「魔獣係？」

「ええ、そうよ。魔獣の森で怪我をしたり、親とはぐれた子供の魔獣を保護しているの。私は魔獣達の言葉もわかるし、適任でしょう？」

「なるほど、それで」

　アダムは芝生を駆け回って遊ぶ魔獣達に視線を移し、納得したようだ。

「アダムさんに会えて話を聞けて、ほっとしたわ。リック――パルデリック殿下は『獣人の地位向上に努める』と仰おっしゃっていたけど、本当にそうなっているみたいで」

「そうだね。でも、急に地位向上すると、やっぱり面白く思わない人達もいるんだ」

　そう言ったアダムの表情が、曇る。

「え？　どういうこと？」

　ミレイナはその様子を見て、何かよくないことでも起きているのかと思い不安を感じた。

「うーん。例えば僕達みたいな騎士にしても、獣人は運動神経が優れているから、ただの人より動きが俊しゅん敏びんだし力も強いんだ。今まで内心で格下に見ていた連中が急に同僚になって、さらには自分達より評価されるようになる。つまり、自尊心が傷つけられて嫉妬するんだよ」とアダムは説明した。

「そんな、ひどいわ」

　納得がいかず、ミレイナは口を尖らせる。

　人それぞれに得手不得手があるように、獣人のほうが優れている点もあれば、人のほうが優れている点もあるはず。

　ならば適材適所にその人達を配置して皆が活躍すればいいと思うが、心情的にそれを受け入れられない人もいるのだろう。

「嫌みを言われるくらいなら別に気にしないんだけどね。最近厄介な代物が出回っているみたいなんだ」

　アダムは、はあっと深いため息をつく。

「厄介な代物って？」

　ミレイナは首を傾げる。

「この国では出回っていないと思うから大丈夫だとは思うけど、念のためミレイナも気をつけたほうがいいよ。獣人の体質を利用した違法な薬なんだけど――」

　アダムがさらに詳しい説明をし始めたそのとき、芝生を走り回っていた魔獣達がこちらに駆け寄ってきた。

［ミレイナー。さっきからずっと、その人と何を話しているんだよ？　遊ぼうよ］

　シェットがミレイナに文句を言う。

　そして、訝いぶかしげにアダムを見上げた。

［この人、誰？］

［あ、ごめんね。この人はアダムさん。私の育った国で、近衛騎士をしているんですって］

［近衛騎士って何だ？］

　シェットは首を傾げる。

［王様や王子様を守る騎士よ］

［騎士？］

［馬に乗る護衛兵のこと。アリスタ国の人は竜になれないから、馬に乗るの］

［ふーん］

　シェットは興味深げにアダムを見上げる。

　シェットを見返したアダムの頭から、次の瞬間に尖った耳がぴょんと生える。よく見ると、お尻の辺りから長く黒い尻尾も生えていた。

［こんにちは。僕はアダムというんだよ。アリスタ国で近衛騎士をしている］

　アダムはにこりと微笑んで自己紹介した。

　一方のシェットは目を見開いた。

［お前、俺達の言葉を喋しゃべれるのか？］

　シェットが驚いた様子で話しかける。

［もちろん。ミレイナと同じ、獣人だからね］

［へえ！］

　シェットの尻尾がブンブンと左右に揺れる。アダムに自分の言葉が通じると知り、一気に親近感が湧いたようだ。

［護衛兵ってことは強いのか？］

［まあまあだね］

　アダムは腰に片手を当ててシェットを見下ろす。

［どれくらい強いの？　ウォルトとどっちが強いかな？］

［ウォルトって？］

［俺の相棒！］

　シェットは得意げに答える。

　シェットの言うウォルトとは、シェットを従獣として授けられたジェラールの側近のことだ。本名をウォルト＝オルコットといい、オルコット侯爵家の長男でもある。

　オルコット侯爵家は代々ラングール国の軍の要職を務めてきた名門家系で、ウォルトも軍の幹部を務めている。

　ラングール国の軍人は警察の役目を兼ねているので、普段はジェラールの右腕として王都を始めとする国全体の治安維持に当たっているようだ。

　ミレイナも何度か会ったことがあるが、焦げ茶色の髪を短く切りそろえた、いかにも軍人然とした凜り々りしい男性だった。

　だが、恋愛話が大好きなリンダによると、その堅物っぽい見た目に反して大の愛妻家として有名らしい。

　なんでも、周囲を驚かせるほどの猛アタックでジェラールの侍女だった女性を口説き落とし、結婚したとかしないとか。

［ねえ、遊んで］

　途中から会話を聞いていたエミーユが、おずおずとアダムを見上げる。

［エミーユ、だめよ。アダムさんはお仕事があるの］

　ミレイナはしゃがんで、エミーユを諭そうとした。

［少しなら大丈夫だよ。クレア殿下の護衛は今、別の者がしているから。僕は晩ばん餐さんの時間までは自由なんだ］

［本当？　じゃあ、遊んでくれる？］

　エミーユはアダムを見上げて目を輝かせる。

［いいよ。何がしたい？］

［追いかけっこ！　アダムが鬼ね］

［わかった］

　アダムは屈託なく笑う。

［あの、アダムさん。本当にいいんですか？］

　ミレイナはアダムに無理をさせているのではないかと心配になった。

［ああ、大丈夫。気にしないで。ほら、行くよ］

　アダムは煽あおるように魔獣達に片手を振ると、走り出す。

［あっ、待てー！］

　魔獣達が一斉にそれを追いかけ始めた。

　アダムは猫獣人だけに、足が速い。

　あっという間に豆粒のように小さくなってしまう。四匹の魔獣達もそれに負けないくらい早く追いかけた。

［あ。木に登るなんてずるいぞ。ラト、アダムを捕まえて！］

　遠くでシェットが叫んでいるのが聞こえた。

　結局、ミレイナ達はその後一時間ほどアダムに遊びに付き合ってもらったのだった。




◇　◇　◇




　数時間後、ミレイナはいつもと同じ時間にジェラールのもとを訪れた。

　ノックをすると入室を許可する声が聞こえたのでドアを開ける。ジェラールは応接セットのソファーに座り、ラルフと何かの打合せをしていた。

（タイミングが悪かったかしら？）

　仕事の邪魔をするのは申し訳ない。

「あの、お仕事のお邪魔でしょうから今日は戻ります」

　ミレイナは頭を下げ、ドアを閉めようとする。

　けれど、それはジェラールの声によって止められた。

「よい。ちょうど話が終わったところだ」

　ジェラールはすっくと立ち上がり、ミレイナのもとに歩み寄ってくる。

　一方のラルフもミレイナと目が合うとにこりと微笑み、ローテーブルに広げていた書類をそろえ始める。立ち上がってジェラールに一礼すると、部屋を出て行った。

「ミレイナ、よく来たな」

　ジェラールはミレイナの腰に手を回して部屋の中に促す。

　ミレイナは入れ替わるように、先ほどラルフが座っていた場所に座った。

「今日は何をしていた？」

「午前中は魔獣達のお散歩をしました。魔獣の森を一時間ほど歩いて、戻ってきてからは王宮の広場で追いかけっこをして。午後は、お茶会の作法のレッスンをしました」

「そうか」

　ジェラールは頷うなずく。

「来賓の方々ももういらしているのですね。馬車がたくさん停まっているのを見かけました」

「ああ。今日の午前中から、到着し始めている。今夜は、簡単な歓迎の晩餐会を行う予定だ」

　そこでジェラールは言葉を止めて、つとミレイナを見つめる。

「ミレイナも参加するか？」

「え!?　無理です。まだ、礼儀作法も完璧ではありませんし」

「そうか。残念だ」

　ジェラールはがっかりとした顔をしたものの、ミレイナに無理強いすることはなかった。

（そうだわ。アダムさんのことを――）

　猫獣人のアダムのことを話そうかと思ったが、口を開く前にミレイナは思いとどまる。

　アダムは休憩中だから大丈夫だと笑っていたけれど、魔獣と追いかけっこをして遊んでいたことを知られて彼が怒られたりしたら大変だと思ったのだ。

　会話が途切れたタイミングを見計らったかのように、ジェラール付きの侍女――マリベルが紅茶用のお湯を持って現れた。

　マリベルは慣れた手つきで紅茶を淹いれる準備をする。

「待て」

　ジェラールがそれを見て、マリベルを止める。

「ミレイナ。お茶会の作法を習ったなら、お茶の淹れ方も習ったな？」

「お茶の淹れ方？　はい」

　ミレイナはこくりと頷く。お茶会のレッスンの一環で、美味しい紅茶の淹れ方も教えてもらった。

「では、ミレイナが淹れてくれ」

「私が？」

　ミレイナは戸惑った。

（あ。もしかして、特訓の成果を確認したいってことかしら？）

　そうだとすれば頷ける。

　祝賀会のどこでお茶を披露する場面があるのかは不明だが、教えられたからにはどこかで披露する可能性があるのだろう。

　役目を横取りされる形になりどことなく不満げなマリベルからお湯を受け取ると、ミレイナは今日のレッスンを思い出しながら紅茶を淹れる。

　茶葉が踊るようにお湯を注ぎ、蓋をして蒸らして――。

「あれ？　なんか、薄い……」

　ティーカップにお茶を注いだミレイナは、その液体を見て首を傾げる。満たされた紅茶からは芳ほう醇じゅんな香りが漂うが、色が随分と薄かった。

「お湯の温度が低すぎですわ。魔力を込めて加熱しないから」

　横でそれを眺めていたマリベルが、ため息交じりにそう言う。

「あ、そっか」

　竜人達は全員魔力を持っており、魔導具に触れただけでその効力を付与することができる。例えば、今使ったようなお湯のポットだ。

　けれど、ミレイナは魔力を持たないので魔導具を使えない。そのため、お茶会のレッスンのときはフローラ先生が事前に熱してくれている。

　今は中のお湯が少し冷めていたのに、それに気付かずそのまま注いでしまったのだ。

「陛下。こちらはお下げして、わたくしが淹れ直します」

　マリベルが、今ミレイナが淹れたばかりの紅茶を片付けようとする。

「いや、いい。そのまま飲む」

　ジェラールがそれを止める。マリベルは眉根を寄せた。

「ですが……」

「問題ない。お前は下がってよい。ご苦労だった」

　ジェラールにそう言われると、マリベルは従うしかない。その表情からは明らかな不満が垣かい間ま見られたが、「かしこまりました」と言ってしずしずと部屋を出て行った。

「陛下。よろしかったのですか？」

　その後ろ姿を見送った後、ミレイナは眉尻を下げてジェラールを見つめる。ジェラールは何事もなかったように、紅茶を飲んでいた。

「何がだ？」

「淹れ直してもらったほうが――」

「このままでいい」

　ジェラールはまた一口紅茶を飲む。

「美味しい」

「陛下は薄い紅茶がお好みなのですか？」

　ミレイナは自分のティーカップに注がれた紅茶を見つめる。明らかに色が薄いそれは、実際に飲んでみてもやっぱり味が薄かった。

「そういうわけではない。ミレイナが俺のために淹れてくれたと思うと、いつもより美味しく感じる」

　ジェラールはミレイナを見つめ微笑む。

「…………。それなら、よかったです」

　ミレイナはほんのりと赤くなりそうな顔を隠すように下を向く。黒いメイド服のスカートが、目に入った。

（どうしよう。すごく嬉しい……）

　ジェラールに美味しかったと言って微笑んでもらえて、舞い上がりそうになる自分がいる。

　誰が見ても明らかに薄い紅茶なのだからミレイナが萎縮しないようにそう言ってくれているのだろうが、それでも嬉しかった。

（もっと練習して、美味しい紅茶が淹れられるようになりたいな）

　それで、それをジェラールに飲んでもらって美味しいと微笑んでくれたならどんなに幸せだろう。

　そんなミレイナの心の内を読んだかのように、ジェラールが口を開く。

「魔導具の件は悪かった。俺が沸かし直してやるべきだった」

「いえ、そんなことは」

「また淹れてくれるか？」

「もちろんです」

　はにかんで頷くミレイナを見つめ、ジェラールの目元が優しく細まる。

　――トン、トン、トン。

　そのとき、部屋のドアをノックする音がした。

「何だ？」

　ジェラールが入室を許可すると、顔を出したのは先ほど退室したばかりのラルフだった。

「ラルフ？　どうした？」

「ご休憩中に申し訳ございません。本日の夜のことで、至急ご相談したいことが――」

　ラルフが申し訳なさそうに眉尻を下げ、用件を告げる。

（今夜ってことは、晩餐会のことかしら？）

「わかった」

　ジェラールはミレイナの淹れた紅茶を一気に飲み干すと、空になったティーカップをソーサーに置く。

「すまない、ミレイナ。急用ができた」

「いえ、大丈夫です。私こそお忙しい日に何も考えずにいつものように来てしまい、申し訳ございませんでした」

　ミレイナは慌てて立ち上がろうとする。

　しかしその前に、ジェラールに片方の手首をがしっと掴つかまれた。

　驚いたミレイナがジェラールを見ると、ジェラールと視線が絡む。

「この埋め合わせは近日中にどうにかしよう」

「埋め合わせだなんて――」

「俺がしたいんだ」

　真摯な眼差しで見つめられてそう言われると、断ることもできない。

「じゃあ、お願いします」

「ああ、必ず」

　その瞬間、ミレイナを見つめるジェラールは嬉しそうに笑った。

「また明日、待っている」

「はい」

　手首を掴んでいた手が離れ、頭をぽんぽんと撫でられた。

　愛でるような触れ方に、胸の奥がむず痒がゆい。

　今この瞬間も、本当はミレイナと一緒に過ごしたかった。ミレイナのことが特別だ。

　そう言われている気がして、気持ちが浮き立ってしまう。




　部屋を出て廊下を歩いていると、二客のティーカップとティーポットをトレーに載せてこちらに歩いてくるマリベルとすれ違った。

　ジェラールとラルフ用だろう。

「あんな下手なお茶しか淹れられないくせに、よく陛下とお茶ができるものね。いくら陛下がお優しいとはいえ、厚かましいにもほどがあるわ」

　すれ違いざまに確かにそう聞こえ、ミレイナはハッとする。

　立ち止まって振り返ると、マリベルはちょうどジェラールの部屋に入室しようとしているところだった。

（私、ジェラール陛下の優しさに甘えすぎなのかな？）

　ふわふわと高揚していた気持ちが急激に冷え込み、竜王陛下ともあろうお方に下手なお茶を飲ませてしまったことが、とても申し訳なく思えてくる。

　正論すぎて、言い返すこともできない。

　ミレイナは肩を落とすと、とぼとぼと自分の部屋へと戻ったのだった。










三．ミレイナ、自信喪失する




　そして、記念祝賀会当日。

　ミレイナは初めての光景に、ただただ辺りを呆ほうけたように見回す。

　まるでオペラホールかと見まごうように広い部屋には、至る所に精緻な彫刻が施されている。床には細かな文様が織り込まれた絨毯、壁には美しい絵画が描かれ、白い柱の上にも彫像があった。

　壁際の花瓶台の上には大きな陶器製の花瓶が置かれ、そこには美しく花が生けられている。それらを幻想的に照らし出すのは、大きく首を曲げて見上げるほどに高い天井から吊り下がる豪奢なシャンデリアだ。

（本当に、昔物語で見たまんまだわ）

　まるで夢の中のような、豪ごう華か絢けん爛らんな世界。

　参加者達は皆一様に笑みを浮かべており、女性は美しいドレスに煌びやかな装飾品を、男性も袖口や襟元に刺繍が施された洗練されたフロックコートを着ている。

（私、やっぱり場違いなんじゃ……）

　今さらながらに、自分の場違い感が恐ろしくなってくる。

　ミレイナは元々、アリスタ国の片田舎に住む、何の取り柄もないただの平民だ。

　人と違うことがあるとすれば、日本人であった前世の記憶があることと、ウサギに変身できる獣人であることくらいだ。こんな煌びやかな社交の世界は縁がなさすぎて、どうすればいいのかわからなくなる。

　それに、ミレイナが恐縮してしまう理由がもうひとつ。

「ミレイナ。大丈夫か？」

　緊張でかちんこちんに固まるミレイナに、優しく気遣う声がかけられる。ミレイナは自分の隣を見る。

「ええ、大丈夫です。ご心配をおかけして申し訳ございません」

「何かあれば、すぐ俺に言うんだ」

「はい。ありがとうございます」

　ミレイナは曖昧に微笑む。内心では、全く違うことを思いながら。

（なんで私のエスコート相手が、ジェラール陛下なの!?）

　今回の記念祝賀会のような舞踏会の際、女性は男性にエスコートされて参加することが多いとは事前に礼儀作法のレッスンで教わっていた。

　しかし、ラルフからは一切ミレイナのエスコート役について話がなかった。だから、ミレイナはきっと自分はエスコート役がいないか、いてもラルフが手配してくれた文官の誰かだろうと思い込んでいた。

　ところがどっこい、先ほどドレスに着替えたミレイナのもとを訪れたのは、こともあろうかこの国で最も尊い人物、竜王陛下であるジェラールその人だったのだ！

「ジェラール陛下、このたびはおめでとうございます」

「ああ、ありがとう」

　次々にジェラールのもとに、国内の貴族が挨拶に来る。そしてその全員が、ジェラールの隣にいるミレイナを見て、「ところでこちらの女性は？」と首を傾げるのだ。

「こちらは、ミレイナだ。我が国の王宮で働いている唯一のアリスタ国民だ」

　ジェラールはミレイナの腰を抱き寄せ、相手に紹介する。

「なるほど。私はカガール地方を治めている侯爵のルセット＝スタイです。以後、お見知りおきを」

「ミ、ミレイナです。よろしくお願いします」

　名前を言うだけなのに、緊張のあまり舌を噛かんでしまう。散々練習したはずのお辞儀も、上手くできているのかどうか、よくわからない。

「ジェラール陛下、ミレイナ！」

　不意に、どこかで聞いたような声がした。そちらを見ると、片手を上げてこちらに手を振る男性がいた。

「リックさん？」

　ミレイナは、懐かしさに思わず声を上げる。

　そこには、リックこと、アリスタ国の王太子であるパルデリック＝アーレンツがいた。

　リックはつかつかとミレイナとジェラールのもとへと歩み寄る。

「お久しぶりです、ジェラール陛下。このたびは素晴らしい会にお招きくださり、ありがとうございます」

「遠いところ参加してくれ、こちらこそ礼を言おう」

　ジェラールとリックは固く握手を交わす。リックはミレイナのほうを見る。

「ミレイナ、久し振りだね。元気にしていたかい？」

「はい。とても楽しく過ごしていました」

　ミレイナはリックに笑いかける。

（リックさんはやっぱり、こうやって見ると王子様だなぁ）

　少し長めの短髪は煌めく金色、濃紺のフロックコートは金糸の刺繍がふんだんに施された豪華なものだ。少し垂れた目元から滲にじむ柔らかな物腰は、ジェラールとはまた違う魅力に溢あふれていた。

「あの方がパルデリック殿下？」

「素敵ね」

　周囲の令嬢達がこそこそと話しながら、リックのほうへちらちらと視線を送っている。きっと、話しかけるタイミングを窺うかがっているのだろう。

（確かにかっこいいよね。でも、私はジェラール陛下のほうが……）

　ちらりとジェラールのほうを窺い見ると、ジェラールはすぐにミレイナの視線に気付いたようでこちらを見返す。

　目が合うと、普段は鋭い視線が柔らかくなる。優しい眼差しに、胸がキュンとする。

「ミレイナ、どうした？」

「何でもないです」

　ジェラールは小首を傾げると、ミレイナの顔を覗き込むように体を屈かがめた。

「顔が赤い。暑いのか？」

　心配げな眼差しで至近距離から見つめられ、ジェラールの指先が頬を撫でる。

「だ、大丈夫です」

　ミレイナは気恥ずかしさを感じてジェラールから目を逸らす。

（うう。心臓に悪いから、そんなに優しい顔をしないでほしい）

　ただでさえ緊張で心臓が止まってしまいそうなのに、そんな風に笑いかけられたら本当に心臓が止まってしまう。

　そのとき、「お兄様」と鈴を鳴らすような可愛らしい呼び声がした。

　声のほうを見ると、見知らぬ女性がいた。年の頃はミレイナと同じか、少し下だろうか。

（うわぁ、可愛い子！）

　金色に煌めく髪をハーフアップにまとめ上げ、長いまつげが縁取る瞳は淡い水色。至る所にリボンが付いたピンク色のドレスは、彼女の可愛らしさをより一層引き立てていた。

「ああ、クレア」

　リックはその女性を自分の隣へと導く。

「紹介が遅れました。こちらは私の妹のクレアです」

「アリスタ国第一王女、クレア＝アーレンツです。以前アリスタ国にお越し頂いたとき以来ですね。またお会いできて光栄ですわ」

　クレアと呼ばれた女性は優雅な所作でドレスを摘まみ、腰を折る。

（クレア王女……。ってことは、この方が以前にジェラール陛下と婚約すると噂うわさになっていた方かな？）

　アリスタ国とラングール国の国交正常化の交渉がされている際、水面下でクレアとジェラールの政略結婚の話が出ていたことは、ミレイナも噂で聞いていた。結局はジェラールが『和平条約が結ばれたのなら政略結婚までする必要はない』と断ったようだ。

　遠目に一度だけお姿を見たことはあったけれど、近くで見ると本当に可愛らしい人だと思った。興奮からか、真っ白な肌は頬が僅かに紅潮し、空色の瞳はキラキラと輝いている。

「改めて、ラングール国のジェラール＝デレル＝ボワヴァンだ。初日は疲れていたようだが、もう大丈夫か？」

「はい。先日はせっかくの晩餐会を欠席してしまい、申し訳ございません」

「いや、こちらは気にしなくて大丈夫だ。体調が回復したのならよかった」

　ふたりの会話から、クレアが初日に急きゅう遽きょ晩餐会を欠席したようだということはわかった。

（もしかして、あの日ラルフさんが至急相談したいって言っていたのって、クレア様が晩餐会をご欠席されるってことだったのかしら？）

　ミレイナとお茶をしているジェラールのもとに、ラルフが『至急ご相談したいことが』と言ってやって来たことを思い出す。

　クレアは続けて、ジェラールの隣にいるミレイナへと視線を移す。

（あ、挨拶しなきゃ……！）

　明らかに自分が挨拶するのを待っている様子に、ミレイナは焦った。

　相手は初対面の、自分の出身国の王女殿下。緊張で今まで習ったことが頭からすっぽりと抜けて、体が動かない。

「こちらはミレイナだ。貴国民だが、我が国の王宮で働いている」

　ミレイナが緊張して上手く立ち回れなくなっていることに気付いたのか、ジェラールが自然な所作でミレイナを抱き寄せる。

「まあ！　あなたがミレイナさん？　よろしくね」

　クレアはぱっと表情を明るくし、ミレイナの両手を握る。

「は、はい」

　ミレイナはその勢いに圧倒されて、こくこくと頷いた。

「お兄様に聞いた通り、可愛らしい方だわ。ウサギの耳はないの？」

　クレアはミレイナの頭を観察するように眺める。

「はい、今は人型なので。半獣の姿になればウサギの耳が出てきます」

「そうなのね。私の近衛騎士のアダムも猫獣人だけど、猫耳があるときとないときがあるわ」

　クレアは口元を扇おうぎで覆うと、ころころと楽しげに笑う。

（気さくだし、よく笑って明るい人だな）

　王太子であるリックも気さくで明るい性格なので、ふたりはよく似ているように見えた。

「ジェラール陛下。このたびは――」

　ジェラールがまた外国の来賓に声をかけられる。

「ミレイナさん。あちらでふたりで話さない？」

「はい。是非」

　ミレイナはクレアに誘われ、会場の端に寄る。

「今回、初めてラングール国に来たけれど、素敵なところね」

「はい」

「それに、ジェラール陛下もとても素敵な方だわ。私の体調も気遣ってくださってお優しいわね。見た目はともかく、話せば全然〝白銀の悪魔〟じゃないわ」

　クレアは少し離れたところで挨拶に来た人達と会話しているジェラールのほうを見る。

「実はね、私とジェラール陛下の婚約の話が出ていたの」

「はい」

　ミレイナは内心ドキッとしながらも、相あい槌づちを打つ。

「ジェラール陛下側からその話はお断りされたのだけど、正直ほっとしたわ」

「ほっとした？」

　てっきり、実際のジェラールの人となりを知って、思った以上に素敵だからやっぱり婚約したいとでも言い出すのかと思った。

　予想と全く逆のことを言われて、ミレイナは拍子抜けする。

「だって、旦那様はいつまでも若々しいのに、わたくしだけ年老いてゆくなんて耐えられないわ。あんなに素敵な見目をしているなら、なおさらよ」

「え？」

　ミレイナはクレアの言っている意味がよくわからず、聞き返す。

「ほら。竜人は長命だから」

　その瞬間、理解した。

（もしかして、私達と寿命が違うの？）

　歴史の講義を受けながら、随分と一代あたりの竜王の即位期間が長いのだなと不思議には感じていた。

　竜人の寿命が長いとすれば、それも納得がいく。

「わたくし、結婚した人とは共に歳としを重ねて、添い遂げたいの。だから、相手は竜人ではないほうがいいわ」

　クレアは一段声を落とすと、いたずらっ子のように笑う。

　ミレイナはどう答えればいいかわからず、曖昧に笑みを返した。

　普段はあまり感じないが、自分とジェラールとの間には明確な種族差があるのだと感じ、ショックを受けている自分がいる。

　そうこうしているうちに、会場内に流れていた音楽が止まった。ダンスが始まるのだ。

　ジェラールはミレイナ達のもとに歩み寄ると、クレアに手を差し出す。

「クレア王女、お相手願えますか？」

「もちろんですわ」

　クレアはにこりと微笑むと、ジェラールに手を重ねる。

　国交正常化記念ということで、最初にジェラールとクレアがふたりで踊ることは事前に決められた段取りだ。

　手を取り合ったジェラールとクレアが会場の中央へと進む。

　初めて一緒に踊るにもかかわらず、ふたりは何回も踊ったことがあるかのように息がぴったりと合っていた。

　曲が終わる。

　周囲の令嬢達が、次は誰を誘うのかと固かた唾ずを呑のんでジェラールを見守った。ジェラールはそんな視線を全く気にすることなく、まっすぐにこちらに歩み寄ってきた。

「ミレイナ、一緒に踊ろう」

「え？　私？」

　ミレイナは驚いた。

　まさか、二曲目に自分のもとにやって来るなんて思いもしなかったから。

　ジェラールに手を引かれそうになり、ミレイナは慌てて自分の手を引っ込めた。

「私は、上手く踊れませんから」

　ジェラールとダンスを踊れたらどんなに素敵だろうとあれだけ憧れを抱いていたのに、いざ誘われると上手く踊れる自信がなくてその誘いに乗ることができなかった。

　自分のせいで、ジェラールに恥をかかせてしまうのではないかと思ってしまう。

「ミレイナさんは緊張しているのよ。お兄様が踊らないと始まりませんから、わたくしがいくわ」

　ジェラールの妹であるセシリアがミレイナに助け船を出す。

「ありがとうございます」

「あら、いいのよ」

　セシリアはにこりと笑う。

　ミレイナは端に寄り、ふたりの背中を見送った。

「お嬢さん、こんにちは。きみはアリスタ国民だけど、ここで働いているとか――」

　ひとりになったミレイナのもとに、好奇心を持った人々が次々と押し寄せる。

　けれど、ミレイナはその間ずっと聞き役に回って曖昧に微笑んでいるだけで、自分から話を振ることはおろか、散々習ったはずの会釈すら上手く返せない。

「何なのかしら、あれ。ジェラール陛下のお誘いを断るなんて、信じられないわ」

「さっきから頷いているだけだし、嫌な感じ」

「今日は祝賀会で彼女はアリスタ国民だから、陛下達も無下にできないのね」

　遠くからひそひそと話す声が聞こえ、ミレイナはハッとする。

　そちらに目を向けると、自分と同じくらいの年頃の令嬢達が眉を顰ひそめてこちらを見つめていた。すぐに視線を外されたが、ミレイナのことを言っていたことは明らかだ。

（私、だめだめだな……）

　あれだけ毎日のようにラルフがレッスンを組んでくれたのに、何ひとつ上手くできない。さっきから、周りにフォローされてばかりだ。

　会場の中央に目を向けると、セシリアとジェラールが踊っている様子が目に入る。

（本当は、あんな風に私もジェラール陛下と踊りたかったな）

　気持ちが落ち込んできて俯うつむいていると、艶々の黒い靴が目に入る。

「お嬢さん、楽しんでる？」

（え？　この声……）

　聞き覚えのある声にぱっと顔を上げる。

「アダムさん！」

　そこには、アリスタ国の式典用騎士服をきっちりと着込んだアダムがいた。両手には飲み物が入ったグラスを持っている。

「アダムさんも参加していたのね」

「まあ、参加というよりはクレア殿下の護衛だよ。今は、ちょっとだけ休憩中」

　アダムは会場中央へと視線を投げる。そちらに目を向けると、クレアが若い男性と共にダンスを踊っていた。

「楽しい会のはずなのに、浮かない顔だね？」

「わかる？」

「まあね」

　アダムは持っていたグラスのひとつをミレイナに手渡すと、ミレイナと隣り合うように会場の壁に背を預けた。

「弱めのお酒だから、緊張が解ほぐれるかも」

「ありがとう」

「何か嫌なことでもあった？」

「ううん。とっても素敵な会だし、皆さん親切にしてくれるわ。だけど、私だけだめだめなの」

「だめだめって？」

　アダムはミレイナのほうを向き、少し首を傾げる。

「今日の会のために陛下の側近の方がすごくたくさんのレッスンを受けさせてくれたの。それなのに、私ったら何ひとつ上手くできないの」

　ミレイナはぽつりぽつりと事情を話す。竜人の皆との寿命の差もショックを受けた原因だったけれど、それは言わなかった。

「ああ、なるほど」

　アダムはミレイナの落ち込んでいる理由をなんとなく理解したようだ。再び背を壁に預けて会場を眺める。

「それは仕方がないんじゃない？　だって〝今日の会のために〟ってことは、せいぜい一、二カ月しかやってないんだろ？　彼らは生まれた瞬間から王族や貴族で、何年にも亘って日常的にそういうことを教え込まれる。けど、僕達は違う」

　持っていたグラスを傾け、アダムはそれを一口飲む。

「この会場でこうして立っているだけで、十分及第点だと思うけど」

「そうかしら？」

「そうそう。気を楽に持っていればいいんだよ。俺だって近衛騎士の礼儀作法なんて何も知らなかったけど、なんだかんだでなんとかやってる」

　ハハッと笑うアダムを見ていたら、なんだか気持ちが急に軽くなるのを感じた。

「ありがとう。気が楽になったわ」

　同じ平民同士、そして獣人同士なせいか、アダムとはとても話しやすい。

「アダムさんはダンスを踊らないの？」

「うーん。騎士団に入ってから習ったんだけど、僕には収穫祭の踊りのほうが向いているね。ダンスはわいわいやらないと」

　アダムは肩を竦めて肘を折ると、両手を天に向ける。

「あ、その気持ち、すごくわかるわ」

　ミレイナにとっても、ダンスといえば収穫祭のときに即席の演奏に乗って皆で輪になって踊るものが馴な染じみ深い。

「だろ？」

　アダムはふっと表情を和らげる。そして、視線を会場の中央へと向けた。

「クレア殿下のダンスが終わったから、僕は行くね」

　会場の中央を見ると、ちょうど曲が終わり向かい合う男女がお辞儀をし合っていた。

「うん、ありがとう」

　ミレイナは笑顔で手を振ると、アダムを見送った。

　休憩中なんて言いながら、本当はミレイナがしょんぼりしているのに気付いて声をかけてくれたのだろう。

（さてと。私はどうしようかな）

　ミレイナは会場内をきょろきょろと見回す。

「お嬢さん、よろしければ――」

「あ、ごめんなさい。私、踊れないんです」

　すぐに知らない男性が近付いてきたので、ミレイナは両手を胸の前で振ってそのお誘いをお断りする。

（ここにいるとダンスに誘われちゃうのね。よし、外に行こう）

　会場からはテラスに出られる出入り口がいくつかある。ミレイナはそのうちのひとつからそっと外に抜け出した。




◇　◇　◇




　ラングール国の王宮のテラスは竜化した竜人達が降り立つ場所を兼ねているので、とても広い。

　石製の手すりに寄りかかると、ミレイナは背後を振り返った。

　大きなガラス越しに、煌びやかな社交の世界が広がっている。

　ダンスを終えたジェラールが、何かを探すように会場内を見回しているのが見えた。

　そこに、ひとりの男性が声をかける。すぐに砕けた雰囲気で喋り始めた様子から、恐らく話しかけてきたのは国内の有力貴族だろうと思った。

　男性の横にはミレイナとそう歳の変わらぬ少女がいた。男性が少女を紹介するようにジェラールの前に押し出している。

　にこりと微笑んだジェラールが、少女の手を取るのが見えた。

　胸の奥に、ツキンと痛みが走る。

（結局今回も、ガラス越しで見るだけだわ）

　ミレイナは自分の足下を見る。

　腰から裾にかけてふんわりと広がるドレスは水色だ。その水色が、光の当たり方の加減でジェラールの瞳を思わせるような青色に変化する。裾や袖にはレースがふんだんにあしらわれているが、随所に飾られた花のお陰で可愛らしい印象を受けた。

　普段は下ろしている金色に近い茶髪は、今日はセシリアの手配してくれた侍女達が可愛らしく結い上げてくれた。

（せっかくこんなに素敵なドレスを用意してもらって、皆に綺麗にしてもらったのにな）

　自分の不甲斐なさに、気持ちがどんどん落ち込んでゆく。

　ミレイナははあっとため息をつくと、テラスから庭園の方向を眺める。ところどころに明かりが点ともされ、広い庭園は闇夜に幻想的に浮かび上がって見えた。




　どれくらい経たっただろう。

「ミレイナ、探したぞ。こんな場所にいつまでもいると風邪を引くぞ」

　声と一緒に肩に何かがかけられるような気配がして、ミレイナは驚いて振り返る。そこには、シャツ姿のジェラールがいた。

「ジェラール陛下？」

　よくよく見ると、自分の肩にかけられていたのはジェラールのフロックコートだった。

「申し訳ありません、私ったらこんなっ！」

　ミレイナは慌ててそのフロックコートを脱ごうとする。しかし、ジェラールに「いいから着ておけ」と制止されてしまった。

「すみません。ありがとうございます」

（ジェラール陛下のフロックコート、暖かい。それに、香水のいい匂いがする）

　この暖かさは、脱いだばかりなのでジェラールの体温が残っているからだろうか。すんと香るベルガモットの香りとじんわりと広がる暖かさに、まるでジェラールに包まれているような感覚がした。

「初めての舞踏会は、つまらなかったか？」

　ジェラールが静かに問いかける。

「いえ。初めてのことで、何もかもが目新しいだけです。美味しそうな料理も、皆様の素敵な衣装も、煌びやかな会場も、私には素敵すぎて――」

　――遠い世界のように思えます。

　その言葉は最後まで告げることができず、ミレイナは言葉を詰まらせる。

　ジェラールはミレイナの表情を窺うようにこちらを見つめていたが、ミレイナはなんとなく目を合わせることができずに視線を落とした。

　ジェラールはそんなミレイナの手を取る。

「ミレイナ、踊ろうか？」

「え？　でも私、上手く踊れなくて」

　ミレイナは思わぬ誘いに驚いて顔を上げる。

「誰も見ていない。俺と踊るのは嫌か？」

「いいえ、そんなことは……」

　嫌どころか、ずっと憧れていた。

　あの煌びやかな会場でジェラールと踊れたらどんなに素敵だろうと考え、それだけを夢見て練習していたと言っても過言ではない。

「なら、決まりだ。俺はミレイナと踊りたい」

　胸がトクンと跳ねる。

　腰に片手を回され、もう一方の手はミレイナの手を握る。体が付きそうなほどの距離感に、心臓がうるさくなるのを感じた。

「比較的簡単なワルツだ。聞こえるな？」

「はい」

「よし」

　ガラス扉越しに、会場内の演奏が聞こえてくる。ダンスのレッスンで何度か踊ったことがある曲だった。

　練習を思い出しながらステップを踏もうとするけれど、緊張で頭が真っ白になってしまう。次はどうするのだっけ？と、無意識に視線が足下に向く。

　ジェラールはそれに気付いたのか、ミレイナの腰に回した手に力を込め、耳元に口を寄せる。

「ミレイナ、俺を見ろ」

　ハッとして顔を上げると、青い瞳と視線が絡んだ。

「俺だけを見ていろ」

　曲に合わせて、ジェラールはミレイナをリードする。それは、ダンスの先生よりも遥かに踊りやすく、自然に足が動き出す。

　なんだか楽しくなってきて、ミレイナは口元を綻ばせた。すると、ミレイナを見下ろしていたジェラールが優しく微笑む。

（私、夢を見ているのかな？）

　なんて幸せな夢だろうと思った。

　もし夢ならば、このまま覚めないでほしい。

　憧れても絶対に手が届かない人が、背伸びすればキスできてしまいそうな距離から微笑んでくれている。

　けれど、ミレイナの願い虚むなしく、幸せな時間は曲の終わりと共に終わった。

（名残惜しいと思っているのが、私だけでなければいいのに）

　ミレイナはそんなことを思いながら、ジェラールと繋つないでいた手が離れるのを見つめる。

「ミレイナ、少し話をしないか？」

「話？　はい」

　ジェラールが庭園を見下ろすように手すりに肘をついたので、ミレイナもその横に立ってそちらを眺めた。

　先ほどは気が付かなかったが、庭園のさらに先、城壁の向こうに無数の光が揺らめいているのが見える。城下の明かりだろう。

「先ほど、会場の隅で男と話しているのが見えた。あれはアリスタ国の獣人らしいな？　近衛騎士をしていると、リックから聞いた」

「先ほど話していた？　ああ、アダムさんですね！」

　ミレイナは表情を明るくする。

　ミレイナは全く気が付いていなかったけれど、ジェラールはアダムとミレイナが喋っているところを見ていたようだ。

「アダムさんは、アリスタ国で最初に近衛騎士団入りした獣人のひとりなんです。猫獣人で、獣化すると黒猫になるんですよ」

　アダムのような存在は、アリスタ国で獣人の地位が上がっていることを如実に示すいい例だ。そのことが嬉しくて、ミレイナはアダムのことで知っていることを夢中で喋る。

　魔獣達とも遊んでくれたんです、と言いかけて、それは言わないほうがいいかと口をつぐんだ。先日の魔獣達の楽しそうな様子が脳裏に甦よみがえり、ふふっと自然に笑みが漏れた。

「あいつの話をするときはやけに楽しそうなのだな。随分と妬やかせてくれる」

「え？」

　普段より一段低い、機嫌の悪さを思わせる声にミレイナは戸惑った。

　きっとジェラールは獣人の地位向上をミレイナと一緒に喜んでくれると思っていたので、予想外な反応だった。

「ミレイナは、まだアリスタ国に帰りたいと思うことがあるのか？　伴侶となる男は、自分と同じ獣人がいいと思っているのか？」

「何を言って……」

　なぜそんな話に話題が飛躍したのかがわからなかった。

「お前を笑顔にするのは、いつも俺であればいいと思う」

　持ち上がったジェラールの手がミレイナの頬へと伸び、その指先は愛いとしげに肌を撫でる。

　秀麗な顔が近付いてきて、唇に柔らかい温もりが触れた。

「ミレイナ、俺はお前を気に入っていると言ったはずだ。あまり妬かせるな」

　ミレイナは大きく目を見開き、自分の指先で唇に触れる。

（今、キスした？）

　想像すらしなかったことに、ミレイナは呆然としてジェラールを見返した。

「もっとはっきり言わないとわからないか？　俺はお前を妻にしたいと思っている」

　ジェラールは言葉を止めるとミレイナの手を握り、その手を持ち上げると今度は甲にキスを落とす。

「お前を愛している」

（うそ……）

　言われている言葉は理解できるけれど、状況が理解できなかった。

（愛している？　私を？）

　これまでも、ジェラールからは再三に亘って『気に入っている』や『可愛い』などと告げられていた。

　けれど、それはペットに構うような感覚で言っているだけだと思っていた。

「ミレイナは、俺のことを慕ってくれてはいないか？」

「私は……」

　ジェラールのことは好きだ。

　少しでもこの人のそばにいたくて、単身で遠い異国の地まで移住してきたのだ。

　けれど――。

　竜王であるジェラールの妻になることは、即すなわち大国であるラングール国の竜王妃になることを意味する。一介の平民の、しかも外国人で獣人の自分に務まるとは到底思えなかった。

「だめです。私ではジェラール陛下に相応ふさわしくありません」

　ミレイナはふるふると首を振る。

（だって私は、挨拶すらまともにできないもの）

　どう考えても、王妃の器ではない。

　それに、先ほどアリスタ国の王女であるクレアから聞いた言葉が甦る。

『だって、旦那様はいつまでも若々しいのに、わたくしだけ年老いてゆくなんて耐えられないわ』

　ウサギ獣人の寿命は人間よりやや短いくらいだ。竜人であるジェラールからすればあっという間に老いてゆくだろう。

　いずれ愛する人が若い女性に目移りしていくとわかっていながらその状況をどうすることもできずに受け入れるなんて、ミレイナには耐えられない。

「相応しいか相応しくないかは、俺が判断する。その答え方は、俺の妻になるのが嫌なわけではないのだな？」

　ジェラールはミレイナの手を取ると、まっすぐにこちらを見つめる。

（どうしよう……）

　もっとしっかりと断らなければ。

　あなたのことは異性として見ていないと言わなければ。

　そう思うのにその言葉が出てこないのは、心の奥底では嬉しいと思ってしまっているからだ。

　妖艶に微笑んだジェラールの腕に力が入り、ミレイナはぐいっと引き寄せられる。

「ならば、全力で口説き落とすのみだ」

　そのまま慈しむように抱きしめられ、もう一度唇が重ねられた。










四．ミレイナ、ペットブランドを立ち上げる




　気持ちを落ち着かせるには、いつものルーチンワークをこなすに限る。

　そうすれば動揺した心もあら不思議、たちまち――。

「ねえ、ミレイナ。この前の舞踏会はどうだったの？」

　魔獣舎を掃除して集めたごみを捨てようとしていたミレイナは、リンダに話しかけられて持っていたちりとりをぼとりと落とす。

「え、ミレイナ。ちょっと大丈夫？」

　驚いたリンダが周囲に散らばってしまったごみを集めようと腰を屈める。

「ご、ごめん！」

　ミレイナも慌ててもう一度ごみを集め始めた。

（だめだわ。全然落ち着かない！）

　ミレイナはがっくりと頭を垂れる。

　――貧しい平民の女性はある日王子様に見み初そめられ、いつまでもいつまでも、幸せに暮らしました。

　そんなおとぎ話は世の中にごまんと溢れているけれど、いざ自分の身に起きるとなると話は別だ。

（平常心！　平常心！）

　必死に自分にそう言い聞かせる。

　けれど、ふとしたときに脳裏に甦るのは、大好きな人の甘い声。

『お前を愛している』

　ジェラールに告げられた言葉、さらにキスされたことまで思い出し、ミレイナは身もだえる。

　しかも、一回だけじゃなくて二回も！

「あああー！」

「ちょっ、ミレイナ！　どうしたの！」

「リンダー！　私、死んじゃうかも！」

「死んじゃう!?」

「信じられないことが起こって、本当に理解不能だよー」

　あの舞踏会から三日が経ったというのに、気持ちは落ち着くどころかどんどんとかき乱されてゆく。

「ちょっと落ち着いて、ミレイナ。何があったの!?」

　リンダに促されて、ミレイナは「実は――」とぽつりぽつりと事情を話す。

「なるほどね」

　ミレイナの話を一通り聞き終えたリンダは、ふーむと唸うなる。

「でも、私はなんとなく納得いくというか、そんな気はしてた」

「え？」

　ミレイナは驚いてリンダを見返す。

「だって、ジェラール陛下ってミレイナがいるときに合わせてここにいらっしゃるし、ミレイナにだけ熱心に話しかけるし、ミレイナを見つめるときだけすごく眼差しが優しいし――。あれだけ熱い視線を送っていれば、まあ気付くよね」

「うそ……！」

「本当」

　ジェラールが自分にだけ熱い視線を送っていた？

　ペット可愛がり視線じゃなくて？

　全然気が付かなかった。

「ミレイナは、ジェラール陛下のお気持ちに応えるのが嫌なの？」

「嫌っていうか……、自信がないの。だって私、ただの魔獣係だよ？」

「確かに。私もミレイナの立場だったら『絶対無理！』って思ったと思う」

　リンダはあははっと笑う。

「でも、嫌じゃないってことは、ミレイナもジェラール陛下が好きなんだ」

　打ち明けていない気持ちを言い当てられ、ミレイナは頬が赤らむのを感じた。

「それなら、ミレイナ次第じゃない？　だって、ジェラール陛下の立場だったら無理矢理にミレイナに言うことを聞かせることだって可能なのに、ミレイナの気持ちを優先してくれているんでしょう？」

「……うん」

　ミレイナは俯く。

　確かにリンダの言う通りだった。

　ジェラールはこの国の竜王であり、彼の命令は絶対だ。だから、ジェラールがミレイナに寵ちょう妃ひになることを命じれば、それを断ることはできない。

（これって、ジェラール陛下の優しさなのよね……）

　できることならそばにいたい。けれど、自分のような何のお妃きさき教育も受けていない人間がジェラールの隣に立っていいのだろうかという葛藤が拭えない。

　それに――。

（ジェラール陛下は先が長いけど、私は違うし）

　やはり、クレアから言われた言葉が引っかかってしまう。ジェラールはきっと、ミレイナが自分と同じくらい生きられると思っているのだ。

「私、これを捨てに行こうかな」

　リンダは散らばっていたごみをすべて麻あさ袋ぶくろに入れると、その口を縛る。

「一緒に行くよ」

「大丈夫、この後またレッスンがあるんでしょ？」

「……うん」

　そう、舞踏会は終わったのに、ミレイナの礼儀作法を始めとする各種レッスンは未だに続いている。

　今度は〝未来のお妃教育〟と名前を変えて。

　舞踏会翌日にそれを聞いたミレイナは動揺し、『私には無理です！』とラルフに訴えた。それに対するラルフの回答は『不安もあるでしょうが、全力でサポートいたします』というなんとも頓とん珍ちん漢かんなものだった。

（これは笑顔で、逃げられないようにしているよね!?）

　はっきり言って泣きたい気分だ。

　すっぽかすことも考えたが、ミレイナのせいで何の罪もない先生方が怒られてしまうかもしれないと思うと、それもできなかった。

「任せきりにしちゃってごめんね」

「大丈夫、今日はあの子達も従獣の訓練だし」

　リンダはミレイナの心配を振り払うかのように、屈託なく笑う。

　今日この後、四匹の魔獣達はそれぞれの相棒となる竜人達のもとで訓練を受けることになっていた。そういう日は散歩に連れて行く必要もないので、魔獣係としてやることがぐっと少なくなるのだ。

「そういえばさ、最近になって、時々町中で魔獣や動物を連れている人を見かけるんだよね」

　リンダが思い出したように顎に指を当てる。

「魔獣を連れている？　従獣ってこと？」

「うーん、違う気がするわ。フェンリルよりもっと小さい魔獣や動物が多いの。たぶん、陛下や側近の方が魔獣を連れているのが最近知れ渡っているから、真似をしているのかも」

「ふーん」

　要は、ペットとして魔獣や動物を連れているということだろうか。ミレイナが知る限り、ラングール国には魔獣や動物を可愛がるために飼うという風習はなかった。

「国交正常化記念祝賀会の際も、ご来賓に動物を連れている方が何人かいらっしゃったし、ますます増えるかもね」

「うん、そうだね」

　ミレイナは相槌を打つ。あの国交正常化記念祝賀会にはラングール国と交流のある国々からも来賓が来ていたが、その中にはペットを連れていた方もいらした。

「さ、行こっか」

　リンダが麻袋を持ち上げる。

「ミレイナ、頑張って。私、応援しているよ」

　王宮に向かおうとした別れ際にリンダにぱちんとウインクされ、ミレイナは眉尻を下げたのだった。
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　その数時間後、ミレイナはジェラールのもとに向かっていた。

「失礼します、ミレイナです」

　ノックをしてからドアを開けると、いつものようにゴーランが尻尾を振りながら歩み寄ってくる。

［ゴーラン、こんにちは］

［今日は遅かったな］

［うん、ちょっと］

　ミレイナはへらりと笑う。

　国交正常化記念祝賀会に参加しても恥ずかしくないようにする〝礼儀作法レッスン〟から〝お妃教育〟へと名前を変えてから、これまで以上に講義内容が難しくなった。なかなか課題がこなせず、時間がかかってしまうのだ。

［あれ？　ジェラール陛下は？］

　ミレイナは室内を見渡す。執務机にも、いつもお茶をするときに座っているソファーにも、ジェラールの姿はなかった。

［ジェラールなら、そっちにいる］

　ゴーランがくるりと向きを変え、全面開放された窓のほうへと向かう。

［外にいるの？］

　不思議に思いながらもゴーランについて行くと、「ミレイナ」と呼ぶ声が聞こえた。そちらを見ると、テラスでジェラールが手招きをしている。

（あれ？　ここにこんな椅子とテーブル、あったかしら？）

　ラングール国の王宮には至る所に竜化した竜人達が飛び立ったり着地したりするための大きなテラスがあるが、椅子やテーブルは置かれていない。竜の姿になって飛び立ったり降り立つ際に、邪魔になるからだ。

「今日はテラスなのですね」

「ああ」

　ジェラールは片手で自分の隣の椅子を引くと、ミレイナに座るように促した。ミレイナは言われるがままにそこに座る。

　ほどなくして、侍女がティーセットや焼き菓子などを運んできた。美しく盛り付けられた菓子類が、テーブルに並べられてゆく。

「先日の祝賀会の際に、アリスタ国ではテラスに椅子やテーブルを置いて会話を楽しむ習慣があると聞いた。たまには気分が変わっていいだろう？」

「はい」

　テラスでお茶を楽しむなんて、アリスタ国を思い出す。ミレイナも時々、仲のよい友人とテラスのあるカフェでお茶を楽しみながら他愛ない話で盛り上がったものだ。

　ミレイナは目の前に置かれたティーカップを持ち上げると、一口それを飲む。芳醇な味わいの中に、まるでもぎたての果実を思わせるようなフルーティーな香りがした。

「あ、これってもしかして――」

「先日、ミレイナが好きだと言ったものだ」

（やっぱり）

　先日、ジェラールとこの時間を楽しんでいるときに、ミレイナは初めて飲む紅茶に出会った。フレーバードティーとでも言うのだろうか。味わいは芳醇でありながら、ふわりとフルーティーな香りが漂い、すっきりとしてとても飲みやすい。

　ミレイナは一口飲んでそれが気に入り、『美味しい』とジェラールに伝えていた。

（もしかして、私のために用意させたのかしら？）

　そうかもしれないし、偶然かもしれない。

　どちらにせよ、ジェラールがミレイナの何気ない一言を覚えていてくれたことが嬉しかった。

「ミレイナ、どれが食べたい？」

　ジェラールが皿を持ち、テーブルに並べられたケーキや菓子を取ろうと手を伸ばす。

「陛下、自分でできますから」

　ミレイナは慌てて止めようとする。

「俺のほうが近いだろう。では、次にミレイナのほうが料理に近かったときは、ミレイナが取ってくれ」

「……はい」

　ジェラールはミレイナの前に、盛り付けた皿を置く。ミレイナはありがたくそれを頂いた。

「美味しい」

「それはよかった。料理人を褒めておこう」

　ジェラールは機嫌よさげに紅茶を飲む。そのとき、ミレイナはジェラールが自分の皿に全く手を付けていないことに気付いた。

「ジェラール陛下はお召し上がりにならないのですか？」

「俺はミレイナが食べているところを見ていればいい」

「でも……」

　自分ばかり食べていては、なんだか申し訳ない。

「遠慮せずに食べろ。食べさせてやろうか？」

「え？」

　ジェラールはミレイナの皿に載ったスノーボールクッキーをひとつ摘まむと、それをミレイナの口元に寄せた。

「陛下、大丈夫ですから」

「いいから、食べろ」

　戸惑いながらもそれをぱくりと口に入れる。もぐもぐと咀そ嚼しゃくすると、口いっぱいに甘い味わいが広がった。

（あ、ジェラール陛下の指が……）

　クッキーにまぶしてあった粉砂糖のせいでジェラールの指先が汚れていた。

　ミレイナがハンカチを手渡そうとする前に、ジェラールは自分の指をちろりと舐なめる。

「甘いな」

　口元から覗いた赤い舌が妖艶で、目を離すことができない。

　無性に気恥ずかしくなり、ミレイナは視線を彷徨わせる。

（な、何か話題を……）

　頭をフル回転させて、ふとひらめく。

「そういえば、陛下や側近の方々が魔獣を連れている影響で、城下でも最近魔獣や動物を連れている方が増えてきているそうですよ」

「そうなのか？」

　ジェラールが初耳だと言いたげに、ミレイナを見返す。

「はい。リンダが言っていました。それに、先日の国交正常化記念祝賀会の際にペットを連れている外国の方もいらしたので、ますます流は行やるのではないかと」

「ペットというのは、確か動物を可愛がるために飼うことだったな？」

「はい、そうです」

　ミレイナはこくりと頷く。

「しかし、どこから動物や魔獣を連れてきているんだ？」

　ジェラールが首を傾げる。

「ペットショップではないのですか？」

「ペットショップ？」

　ジェラールに不思議そうに見返され、ミレイナはハッとした。ラングール国にはペットを飼う習慣がない。ということは、ペットショップもないはずだ。

（新しく商売を始めた人がいるのかしら？）

　どんな状況でもちょっとしたチャンスを見出して商売を始める商魂たくましい人というのは存在する。ラングール国でもそういう人がいて、新たなペットビジネスを始めたという可能性もある。

（良識のある人だといいけれど……）

　ごくまれにいる、動物を商品としかみない悪徳業者でないことを祈るばかりだ。取り締まるにも、ラングール国にはその仕組みもない。

（ん？　そうだわ）

　今まさにペットビジネスが始まったばかりなら、今のうちにきちんとしたシステムを作ればいいのではないだろうか。

（そうよ。そうするべきだわ！）

　問題が起こってからでは遅すぎる。知識があるからこそ、自分が提案すべきだと思った。

「ジェラール陛下、ご相談があるのですが」

「相談？」

　ミレイナは早速自分のアイデアをジェラールに話した。

　ペットを飼うのを登録制にして、定期的な健康診断の義務化など、彼らがきちんと過ごせるサポートシステムを作ることだ。

「なるほど。それは、アリスタ国の仕組みか？」

　感心したように聞かれ、ミレイナは言葉を詰まらせる。アリスタ国にはこのシステムはなかった。これは、日本人だった前世の記憶から思いついたことだ。

「いいえ、違います。私の思いつきです」

「そうか。しかし、考えてみる価値はあるな。後でラルフに伝えよう」

「ありがとうございます」

　そのとき、さーっと穏やかな風が吹いた。心地よい風は優しく髪の毛を揺らす。

「テラスだと風が気持ちいいですね。開放感があります」

　いつもと違う雰囲気に、なんだか気持ちが浮き立つようだ。

「気に入ったか？」

「はい、とても」

「ミレイナが喜ぶと思ってここにしたんだ。よかった」

　ジェラールは口元を綻ばせ、にこりと笑う。普段は鋭く見える目元が和らぎ、優しげに見えた。その笑顔を見て、胸がキュンとするのを感じた。

（もしかしてここの椅子やテーブルも、私を喜ばせようと思って用意させたの？）

　今のジェラールの口調では、明らかにそう言っているように聞こえた。

「ジェラール陛下はなぜこんなにも、お優しくしてくださるのですか？」

「男が惚ほれた女を喜ばせたいと思うのは、当たり前のことだろう？」

　ジェラールはミレイナへと手を伸ばすと、頭をそっと撫でる。その手はミレイナのぴょこんと垂れ下がる耳に下りる。

「惚れたのは、私が獣人だから？」

　ミレイナは目を伏せる。

　ジェラールがもふもふが好きなことはわかっている。現に、ジェラールはミレイナの垂れ耳を何かと触りたがる。

「違う。俺はミレイナがミレイナだから妻にしたいと思った」

「私が私だから？」

「そうだ。言っただろう？　俺はミレイナを愛している」

　その真剣な眼差しに、今度は胸がじくじくと痛むのを感じた。

　ミレイナは王妃の器ではない。

　こんな茶番は一刻も早く止めるべきだ。

　それができないなら。やはり自分はアリスタ国に帰ってジェラールの目の前から消えるべきだ。

　そうわかっているのに、『愛している』の一言に舞い上がり、少しでも長くこの人の隣にいたいと持ってしまう自分がいた。
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　それはジェラールが執務室で仕事をしているときのことだった。

　ラルフが、隣国アリスタ国より手紙が届いたと言って持ってきた。

「これは……、リックからだな」

「そのようですね」

　ジェラールの問いかけに、ラルフはこくりと頷く。封筒に垂らされた封ふう蝋ろうにはアリスタ国の王室――アーレンツ家の家紋が刻印されている。

「例の申し入れの件でしょうか？」

「だと思うが」

　先日、ミレイナからペットの健康維持のための仕組みの話を聞いたジェラールは、すぐに実運用のための準備を開始した。

　当日にはラルフに指示してミレイナの案を詳細に聞き出し、制度設計のために必要な具体的な手はずを確認した。それらに関しては今、文官達が準備を整えている。

　ミレイナから聞いたシステムは素晴らしかったが、そこには決定的な欠陥もあった。その最たることは、ラングール国には魔獣や動物の健康管理をできる知識を持つ者がいないということだ。

　現在、怪我をした魔獣を保護した際は竜人の医師がその治療をしている。彼らでもある程度はできるのだが、竜人と魔獣では骨格も違えばかかる病も違うはずだ。

　それを解決するため、ジェラールはアリスタ国の王太子であるリックに手紙を出した。アリスタ国に何人かのラングール国民を派遣し、ペットの健康管理のために必要な獣医学を学ばせたいという要請だ。

　ペーパーナイフで封を切り、中から書類を取り出す。

　読んでみると、【ラングール国からの派遣を喜んで受け入れる】という快諾の旨と共に、アリスタ国とラングール国を結ぶ道路の建設の話から他愛もない近況まで色々と綴つづられていた。そして、最後にはこう書き添えられていた。

【最近、アリスタ国では本来の姿を隠さずに過ごす獣人が増えてきた。ウサギ獣人の女性には耳に添える飾りを贈ることが多いようだ】

　ジェラールはつとその文面に視線を留める。

　ミレイナの長く垂れ下がった愛らしい耳に、自分が贈った耳飾りを飾る。

　絶対に可愛い。

　間違いなく可愛い。

　可愛さに可愛さが相まって、史上最高に可愛いに違いない！

「ラルフ。至急の案件だ」

「いかがされましたか？」

　ラルフはアリスタ国から届いた手紙に何か重大案件があったのかと、表情を引きしめる。

「耳飾りだ。至急で耳飾りの職人を手配しろ」

　ジェラールは大真面目な顔で、そう命じた。

　ラルフが部屋を出た後、ジェラールは改めてリックからの手紙を読み返す。先ほど、気になることが書いてあったのだ。

（薬か……）

　そこには、獣人が活躍することを面白く思わない人々によりよからぬ薬が出回っているので取り締まりを強化しているということが書かれていた。

　それらは普通の人間はなんともなくとも、獣人に飲ませれば効き目を発揮するらしい。

　そのとき、ドアをノックする音がした。

　ラルフが戻って来たのだと思ったジェラールは「入れ」と短く応える。

　ところが、ドアの向こうから現れたのは、ラルフではなかった。

　少し白髪の交じる茶色の髪を後ろでひとつにまとめたこの男は、ジェラール付きの侍女であるマリベルの父親、ブレンダン＝スターラックだ。

　金糸の刺繍が施された豪華なフロックコートを身にまとっている。王都からほど近い、ナルト地方を治めるスターラック侯爵家の当主でもある。

　来訪者に気付いたゴーランが鼻に皺しわを寄せ、「ウウウゥ」と威嚇するような唸り声を上げる。ブレンダンは驚いたような顔をして一歩後ずさった。

「ゴーラン、止やめろ」

　ジェラールのかけ声でゴーランは唸るのを止めると、不服そうな顔をして部屋の隅で丸くなった。ブレンダンがほっとしたように息を吐く。

「ジェラール陛下。先日議会で議論した件でお話が――」

　ブランダンは持っていた書類をジェラールに差し出した。ジェラールがその書類を受け取りざっと目を通すと、臨時予算の申請に関するものだった。

「これは既に、進めていいという話でまとまったはずだが？」

「内容が少し変わったので、再度ご確認させて頂ました。それでは、進めさせて頂ます」

　怪訝な表情をしたジェラールに、ブレンダンは慇いん懃ぎんな態度で頭を下げる。

「ところで陛下」

「何だ？」

「あのような、得体の知れない娘を王妃候補にするなど本気でしょうか？　それに、魔獣を陛下の側近に授けるのもいかがなものかと思います。王宮内で魔獣に襲われ怪我人が出るのも時間の問題です」

　ブレンダンがこちらの顔色を窺うような表情で、ジェラールを見つめる。

（こちらが本題か……）

　先ほどまでミレイナに贈る耳飾りを手配しようと上機嫌だったジェラールだが、急激な不快感が身のうちに広がるのを感じた。

　この手の話をされるのは、ブレンダンが初めてではない。彼らは口をそろえて『異国の平民など王妃には相応しくない。せいぜい愛あい妾しょうに留めるべきだ』と言う。

「魔獣は俺達が思っている以上に賢い。理由もなく襲ったりはしない。それに、ミレイナは〝得体の知れない者〟ではない。アリスタ国民で、今はラングール国の王宮で働いているウサギ獣人だ」

「しかし、王妃となると話は別です。物珍しさでちょっかいを出されているのなら、そろそろお止めになるべきです。愛妾にするなどの方法は――」

　また同じことを言われ、ジェラールの心は一気に凍いてついた。

「黙れ。俺は本気だ」

　ジェラールの声が一段低くなる。

　怒りから、部屋の温度がぐっと冷え、足下から氷柱が立ち上がる。

「では誰なら相応しいと言う？　お前の娘か？　俺にその話を言う奴やつらの共通点を教えてやろうか？」

　ジェラールはハッと鼻で笑う。

「皆、未婚で年頃の娘がいる」

　ブレンダンはサッと顔色を青くする。ジェラールの激しい怒りを感じ取ったようで、「失礼いたしました」と頭を下げた。

「私はこれで失礼します」

　ブレンダンが立ち去る足音を聞きながら、ジェラールははあっとため息をついた。

　先ほど怒りで立ち上がった氷柱が溶け、足下の絨毯に濃いシミが広がっているのが見える。

　なぜだか無性に、ミレイナの笑顔が見たくなった。
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　ちょうどときを同じくして、ミレイナは魔獣達のブラッシングをしていた。

　今ミレイナにブラッシングされているのは、エミーユだ。

　エミーユは女の子のフェンリルだけあり、三匹のフェンリルの中で一番ブラッシングが好きだった。

（うーん、普通のブラシだとイマイチやりにくいのよね）

　ミレイナが普段魔獣達のブラッシングに使っているのは、普通の髪の毛用のブラシだ。前々から思っていたが、毛質の違いもあって使いにくい。

　かといって、ペット用のブラシなどラングール国にはないので、これを使うしかないのだが。

［よし、綺麗になったよ］

　なんとか毛並みを整えたミレイナは、エミーユの背中をもふもふする。

［エミーユ、すっごく可愛くなった。元々可愛いけど、ますます可愛くなったわ］

［本当？　ありがとう！］

　褒められて嬉しかったのか、エミーユの尻尾が左右に揺れる。

（ふふっ、可愛い）

　ミレイナは相好を崩す。

（ペット用シャンプーもあればいいんだけどな）

　ラングール国では動物や魔獣をペットとして飼う文化がない。そのため、ペット用のグッズは何ひとつないのだ。

（そうだ！）

　そのときにひらめいた。

　ラングール国でも、ペットに使用できるようなグッズやアクセサリーを扱うペットブランドがあれば、需要があるのではないかと。

（ジェラール陛下に相談してみようかしら？）

　彼ならミレイナの話を面倒くさがらずに聞いてくれる。ミレイナの中にはいつの間にか、ジェラールに対してそんな絶対的な信頼感が出来上がっていた。

「ミレイナ」

　そんなことを考えていたら、ジェラールが自分を呼ぶ声がした気がした。

　振り返ると、そこにいたのは思った通り、ジェラールその人だ。

「ジェラール陛下。遊びに来てくださったのですか？」

「……ああ」

　どことなくジェラールの返事の歯切れが悪い気がして、ミレイナは怪訝に思った。

（どうしたのかしら？　少し元気がない？）

　冷然とした凜々しい姿は一見するといつもと同じなのだが、ミレイナにはなんとなくジェラールが沈んでいる気がした。

「陛下、ラトにご飯をあげますか？」

　ミレイナがどんぐりを手渡すと、ジェラールは素直にそれを受け取った。そして、ラトに差し出して器用に食べている様をじっと観察している。

「陛下。この後お時間があるようでしたら、今日はお散歩も一緒に行きませんか？」

　ミレイナがおずおずと提案すると、ジェラールは少し不思議そうにミレイナを見返した。

「あの……、少し気持ちが沈んでいるように見えたので、気分転換になるかと思いまして」

　ミレイナは慌てて言い訳するように、そう付け加える。新鮮な森の空気を吸いながら歩くだけで、少しは気分が晴れると思ったのだ。

「沈んでいる？　俺が？」

「……そんな気がしたので。違いましたか？」

　勘違いだったかもしれない。

　自分の早とちりに恥ずかしくなったミレイナは頬を赤らめる。

　一方のジェラールは、ふっと表情を和らげた。

　そして、両手を広げるとミレイナを優しく抱き寄せる。

「へ、陛下？」

（なんで急に抱きしめられてるの!?）

　ミレイナは焦った。腕に力を込めて胸を押し返そうとしたが、びくともしない。

　ジェラールは顔をミレイナの首筋の髪に埋める。

「……ジェラール陛下？」

　ミレイナは戸惑って、もう一度問いかける。

（やっぱり今日は様子がおかしいかも）

　ミレイナは抵抗するのを止めると、逆にジェラールの背中に手を回した。なんとなく、そうしてあげたほうがいい気がしたのだ。

「やはり俺にはお前しかいない」

「え？」

　ミレイナの首筋に顔を埋めたまま、ジェラールが小さな声で呟つぶやくのが聞こえた。

（何がお前しかいないのかしら？）

　気にはなったものの、今は聞かないほうがいい気がしてミレイナは口をつぐむ。

　代わりに、ジェラールを安心させるかのように広い背中を撫でてあげた。
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　その二週間後。

　ミレイナは王宮の一室でセシリアとテーブルを囲んでいた。

「頼まれたものは用意できたわ」

　セシリアはそう言うと、テーブルの上にたくさんのブラシを並べる。ミレイナはそのひとつを手に取り、じっくりと眺めた。

（すごい。希望通りだわ）

　それは、粗い目や細かい目の、様々なコームだった。

　ペットショップで毎日のように動物達をブラッシングしていた懐かしい記憶が甦る。

「こんなものでいいの？」

　セシリアもそのブラシのひとつを手に取ると、確認するようにミレイナを見る。

「はい。希望通りの出来栄えで、素晴らしいです」

「なら、よかったわ。ところで、どうしてこんなに色んな種類のブラシを作る必要があったの？」

「これはペットをブラッシングするときに使う道具なんです。種類が多いのは、毛の長さや用途、毛質によって使い分けるからです。例えば、フェンリルだったら最初にこの粗めのコームで抜け毛を絡め取って――」

　セシリアが用意してくれたのは、ミレイナから依頼されて作製したブラッシング用のブラシやコームのサンプルだった。すべて、前世でペットショップの店員をしているときに使用していた物を真似て作ったものだ。

　先日はジェラールの様子がおかしかったので、ミレイナは日を改めて、ラングール国には魔獣や動物をペットとして飼うために必要な道具がそろっていないかもしれないとジェラールに相談した。それに対し、ジェラールはそれらを作ることを約束してくれた。

　その製作に当たっては、ジェラールの妹であるセシリアが全面的に協力してくれた。

　元王女であるセシリアはラングール国有数の名門貴族――マイヤー家に嫁いでおり、マイヤー家はラングール国で最大の商社を所有しているからだ。

「あとこれも」

　セシリアはさらにテーブルに色々なものを置く。

　紐ひもで作った骨型のおもちゃや転がすと音の鳴るボール、リスが遊ぶ回し車もあった。

「わあ、すごい！」

　ミレイナは歓声を上げる。こんなものがほしいとイメージを伝えてはいたものの、言葉だけでは通じているか不安だった。けれど、これらはミレイナの期待以上だ。

「ありがとうございます！　みんな、絶対に喜びます」

「どういたしまして」

　セシリアは機嫌がよさそうにふふっと笑う。

「あ。そういえば、もうひとつ特別に頼まれていた物も」

「本当ですか？」

　手に持っていたおもちゃをテーブルに置いたセシリアは、膝に載せていた小さなバッグを開ける。そして、テーブルの上に小ぶりなリボンを置いた。黄色のリボンには小さな留め具が付いている。

「可愛い。ありがとうございます！」

　ミレイナは表情を明るくし、セシリアにお礼を言った。

　これは、普段からお洒しゃ落れに気を使うエミーユにプレゼントしてあげたら喜ぶかと思って作ってもらった物だ。エミーユ達がしている金のチェーンの首飾りにアクセントとして付けられるようになっている。

（エミーユ、喜ぶといいな）

　ミレイナは尻尾をブンブンと振ってはしゃぐエミーユの様子を想像し、顔を綻ばせた。




　セシリアと別れた後、ミレイナは今日受け取ったサンプル品を袋に入れると、それを持って魔獣舎へと向かった。

「あ、ミレイナ。随分大荷物だけど、どうしたの？」

　魔獣舎で魔獣達の遊び相手をしていたリンダが、目を丸くする。

「ブラッシング用グッズのサンプルができたから持ってきたの」

「ブラッシング用グッズって？」

　リンダは首を傾げる。

「こういう物よ」

　ミレイナは先ほど届いたばかりのブラシ類を取り出す。リンダも先ほどのセシリア同様に、どうしてこんなに種類があるの？と不思議そうな表情をしていた。

［ミレイナ、それ何だ？］

　ミレイナが見慣れない物を持っていることに気付いたシェットが走り寄ってきた。エミーユやイレーコ、ラトも後から走ってくる。

「これはね、ブラッシングブラシよ］

［いつものやつと違うわ］

　エミーユは不思議そうにミレイナの持っているブラシを見つめる。

［ふふっ。エミーユ、ブラッシングをしてあげるわ］

［本当？　ありがとう］

　ブラッシング好きなエミーユはミレイナの前にちょこんとお座りする。

　これまでのものとの違いは、使ってみるのが一番わかるはずだ。

［今日届いたばかりなのよ。使った感想を教えてね］

［うん］

　ミレイナはまず一番目の粗いコームでエミーユの毛並み全体をとかし、絡まりを取る。次に少し目の細かいコームに変えると、丁寧に毛をすいてゆく。

［なんだか、眠くなっちゃいそう］

［気持ちいい？］

　じっと大人しくしているのに、白い尻尾はゆらりゆらりと揺れている。きっと、眠くなってしまいそうなほどに気持ちがいいのだろう。他の三匹も、興味があるようでじっとミレイナの手元を眺めている。

　最後に、毛がしっかりと生えたブラシで毛並みを整えてやった。

（もふもふー）

　ミレイナはブラッシングが終わったばかりのエミーユの毛を手で撫でる。ふんわりとした触り心地はまさに至福。

「わー、すごい。いつもよりふわふわ！」

　横からじっと見ていたリンダが感嘆の声を上げる。

［綺麗になった？］

　エミーユは小首を傾げてこちらを見つめる。

［すっごく綺麗になったよ。あ、そうだ！］

　肝心な物を忘れていた。ミレイナは持ってきた袋を漁あさると、中から黄色いリボンを取りだした。

［これ、付けてあげるわ］

　ミレイナはエミーユに見せるように、そのリボンを差し出す。

［わあ、可愛い！］

　エミーユが付けている金チェーンの首飾りに、留め具を付けてやった。

　首飾りに付いた竜の刻印のメダルのちょうど上辺りにリボンが揺れている。

　エミーユはそれを見せるように顎を上げた。

［似合っている？］

［似合っているわよ。すごく可愛い！］

［本当？］

　エミーユは引きちぎれんばかりに尻尾を左右に振る。

（よっぽど嬉しいのね）

　大喜びする姿に、こちらまで嬉しくなる。

［エミーユばっかりずるいだろ。俺もやって］

　シェットがずいっとミレイナの前に座る。

［僕もやってほしい……］

［私も］

　イレーコとラトもその後ろに並ぶように座った。

［はいはい。順番ね］

　ミレイナはそこでふとひらめく。

「そうだ。リンダもやってみる？」

「本当？　やりたい！」

　リンダはぱあっと表情を明るくする。

　その後、ミレイナ達は残る三匹の魔獣達もしっかりとブラッシングをして、魅惑のもふもふパラダイスを堪能したのだった。
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　テラスには今日も心地よい風が吹いていた。

「――で、今日はクレッグ様も魔獣舎にお越し頂いて、大喜びでした。ずっとブラッシングしているものだから、みんな毛並みがふわふわです。セシリア様の会社で作って頂いたシャンプーも効果抜群で」

　ミレイナの話に、ジェラールは時折相槌を打って聞き入る。

　クレッグとはセシリアの三歳になる息子だ。

　銀に近い金髪に青い瞳をした可愛らしい男の子で、大のもふもふ好きなのだ。機会があるとたびたび魔獣舎に遊びにきては、魔獣達と戯れている。

　しばらく夢中で話していたミレイナは、そこでハッとする。

「申し訳ありません。私ばっかり喋ってしまって」

「なぜ謝る？　ミレイナの話は、いくらだって聞いていられる。特に、そのように嬉しそうな顔をしているときはなおさらだ」

　ジェラールは優しく微笑む。

　そんな風に甘く微笑まれると、どぎまぎして何を話せばいいかよくわからなくなる。

　ミレイナは口をつぐむと、気恥ずかしさを隠すようにティーカップを持ち上げる。

（美味しい）

　今日ミレイナが淹れた紅茶は、綺麗な琥こ珀はく色に色づいていた。

「アリスタ国への文官の派遣日程が決まった」

　ジェラールが沈黙を破るように口を開く。

「文官？　あ、本当ですか？　獣医学を学ぶんですよね？」

　文官と聞いて、以前ジェラールから『獣医学を学ばせるためにアリスタ国に文官を派遣しようと思う』と聞いたことを思い出す。

「ああ。来月から、半年間の予定だ」

　来月というと、もうすぐだ。思った以上にとんとん拍子に話が進んでいることに、ミレイナは驚いた。

（ジェラール陛下って行動力というか、指導力もすごいのね）

　つい先日何気なく口にしただけのことが、こんなにも早く色々と実現してしまうなんて。

（かっこいい……）

　見た目がよく優しいだけでなく、仕事もできちゃうなんて！

　これで好きになるなだなんて、無理がある。

　ミレイナがそんなことを考えていると、ジェラールは着ている上着のポケットに手を入れた。

　ポケットから出したジェラールの手には、小さな箱があった。

（何かしら？）

　ミレイナがじっと見つめていると、ジェラールはその小箱を開けて中身を取り出す。

　それは、水色のリボンのように見えた。

「それは何ですか？」

「リボンだ。ミレイナのために作らせた」

「私のため？」

　どうして自分のためにリボンを？とミレイナは不思議に思った。

「今回の素晴らしいアイデアに対する、褒美だ」

「そんな……。私は大したことはしていません」

「そんなことはない。リックもとても感心していることが手紙のやり取りから感じられた。アリスタ国でも制度設計できないか検討するそうだ。それに、前に言っただろう。褒美は受け取り拒否されれば、捨てるだけだ」

　ミレイナは戸惑った。

　ミレイナのアイデアは確かにこの世界の人にとっては目新しかったかもしれない。しかし、前世の記憶があるミレイナにとっては、そのときに普通にされていたことを真似しただけだ。

　悪いことをしたわけではないけれど、こうも評価されると罪悪感を抱いてしまう。

「それとも、デザインが気に入らないか？」

　ジェラールはそのリボンを見せるように、ミレイナの前に差し出す。

　手に載った水色のリボンは中央にパールが縫い付けられ、アクセントにレースも付いた可愛らしい物だ。

　テラスに降り注ぐ日の光を浴びて、中央のパールが上品な輝きを放っていた。きっと、然しかるべき職人が作った逸品だろうと思った。

「とても可愛いと思います。でも、本当に私が頂いてよいのかと」

　本当に可愛らしいと思った。

　見ているだけでわくわくするような、素敵なデザインだ。

「ミレイナは謙虚で真面目だな。まあ、そんなところも可愛いのだがな」

　ジェラールはふっと笑うと、ミレイナの耳に触れる。

「付けてやる」

　耳に少しだけ重みを感じる。

「愛らしいな」

　満足げにこちらを見つめるジェラールの眼差しに、ミレイナの心は容易く揺さぶられる。

「ありがとうございます」

　気恥ずかしさを感じて目を伏せると、こちらに近付いてくるジェラールの影が視界に映る。おでこに柔らかいものが押し当てられる感触がした。




◇　◇　◇




　翌日いつものように魔獣舎に行くと、早速ミレイナの耳飾りに気付いたのはエミーユだった。

［あ。ミレイナ、リボンしてる］

［これ？　ジェラール陛下に頂いたの］

［ふうん。可愛い］

　エミーユはゆらゆらと尻尾を振りながら、ミレイナを見上げる。

［エミーユも可愛いわよ。リボンがお揃そろいね］

［本当？　えへへ。昨日、マルクも褒めてくれたの］

　エミーユは首元を見せるように顎を上げる。

　マルクというのはエミーユの相棒をしている竜人で、まなじりが下がった優しそうな男性だ。

　けれど、ジェラールによると魔法と剣の腕はジェラールの側近の中でも有数なのだという。

［よかったわね］

［うん！］

　エミーユは満足げに頷くと、再び遊び場へと駆けてゆく。

　ミレイナはその後ろ姿を見送ってから、食事を準備するための調理場に向かった。

　水の入ったたらいを覗くと、耳に水色のリボンを付けた自分の姿が水面に映っている。

「あ、ちょっとずれてる？」

　ミレイナはクリップを挟み直すと、もう一度たらいを覗き込む。

「えへ、可愛い」

　ジェラールから『愛らしい』と褒められたこと、そしておでこにキスをされた感触を思い出し、心の奥底にくすぐったさを感じる。

　ジェラールにもらった水色のカメオのペンダントに、水色のリボン。

　宝物がまたひとつ増え、気持ちが華やぐのを感じた。










五．ミレイナ、ピンチに陥る




　ミレイナがラングール国に戻ってきてから半年ほどが過ぎた。

　ラングール国での生活が長くなるにつれて、色々と生活に変化が起きる。その最たることは、友人や知り合いが増えたことだった。

　この日、王宮内の廊下を歩いていたミレイナは前方から見覚えのある人が歩いてくるのを見つけた。

（あれってもしかして）

　ミレイナは目を凝らす。すると、向こうもこちらに気付いたようだ。

「あ、ミレイナ」

　淡い黄色のドレスを着たその女性が片手を上げた。

（やっぱり！　スザンナ様だわ）

　ミレイナは足早にその女性――スザンナのもとに近付く。

　スザンナはシェットの相棒であるウォルトの妻だ。

「スザンナ様、今日は王宮にいらしていたのですね」

「ええ。ちょっと用事があって、メイド長にご挨拶してきたの」

　スザンナは独身の頃、ジェラール付きの侍女として働いていたという。

　おっとりとして控えめな雰囲気の美人で、新緑を思わせるような美しい瞳が魅力的な女性だ。美しく結い上げられた茶色い髪は彼女のおしとやかな印象をより一層引き立てていた。ジェラールの側近であるウォルトが猛烈にアプローチして口説き落としたというのも頷ける可憐さだ。

「ちょうどよかったわ。ミレイナに伝えたいことがあったの」

「私に伝えたいこと？」

　スザンナは持っていたクラッチバッグから一通の封筒を取り出した。

「今度、うちでお茶会を開こうと思っているの。ミレイナも是非来てね」

「お茶会？」

「ええ。何人かお呼びするから、是非」

　スザンナはにこりと微笑むと、ミレイナにその封筒――恐らくお茶会の招待状だろう――を差し出す。ピンク色の花が描かれた可愛らしいデザインだ。

（お茶会……）

　お茶会の開催方法や、参加したときのマナーレッスンはお妃教育の一環で散々やった。けれど、実際に招待されるのはこれが初めてだ。

「私が参加していいのですか？」

「もちろんよ！　来てほしいから誘っているの。是非いらしてね！」

（行ってみようかな？）

　初めてのお茶会参加は少し緊張するけれど、スザンナが主催であればきっと楽しいに違いない。

「では、是非参加させて頂きます」

「本当？　約束よ？」

　スザンナはミレイナの手を握る。

「ところでミレイナ、〝様〟はいらないわ。スザンナでいいの」

「え？　でも……」

　ジェラールの側近であるウォルトはラングール国有数の名門貴族であり、その妻であるスザンナも当然高位貴族だ。平民であるミレイナが呼び捨てなどしていいのだろうか。

「お願い！　せっかくお友達になったのに、様付けだと距離があるようで寂しいわ」

「じゃあ、スザンナ」

　スザンナはその途端、嬉しそうに相好を崩す。

「美味しいお茶を用意しておくから、楽しみにしていてね」

「はい。楽しみにしています」

　ミレイナは笑顔で頷いた。




　その日はジェラールが執務の合間に魔獣舎にやって来た。ミレイナが、気分転換に一緒に散歩に行かないかと事前に誘っていたのだ。

［ゴーラン！　ジェラール！］

［こっちだよ！］

　相変わらず、魔獣達はジェラールとゴーランが大好きだ。シェットとイレーコが遊び場と外を隔てる柵に前足をかけ、呼びかける。

「待たせたか？」

「いえ、大丈夫です」

　ミレイナはすぐに出かける準備をして、四匹の魔獣達を連れて歩き始める。

　ミレイナはご機嫌に前を歩く三匹のフェンリルと一匹のラタトスクを眺める。

　三匹のフェンリル達が仲良く並び歩く姿がとっても可愛らしい。ラトはちゃっかりと、イレーコの背中に乗って楽をしていた。

「実は、私がこの子達をお散歩に連れて行くのは一週間ぶりなんです」

「そうなのか？」

「はい。最近は陛下の側近の方と従獣の訓練をする時間が増えたので。この子達が一人前になるのは嬉しいのですが、こういう時間が減るのは少し寂しいです」

　最近、魔獣達は従獣としての訓練を受けているので、ミレイナやリンダが散歩に連れて行く機会がガクンと減った。ジェラールが新たに怪我をした魔獣を保護してくることもあるのだが、みんな怪我が癒えたら魔獣の森に戻しているので、新たな魔獣も増えていない。

「そのうち、お散歩の時間もなくなっちゃうのかな」

　ミレイナはしんみりと呟く。

「では、そのときは俺と一緒にゴーランを散歩に連れて行こう」

「え？」

「この時間が減るのが寂しいのだろう？　なら、俺と行こう」

「ふふっ、そうですね」

　ジェラールの思わぬ心遣いに、心がほっこりとする。

　ゴーランは成獣で勝手に散歩に行くのでミレイナやジェラールが連れて行く必要はない。ゴーランには［俺に散歩は必要ないぞ？］と呆れられてしまいそうだけれど、ふたりと一匹で散歩するのも楽しそうだ。

「あ。そういえば、スザンナ様にお茶会に誘われたんです」

　ミレイナはスザンナに誘われたことをまだジェラールに伝えていないことを思い出した。

「スザンナ？　ウォルトの奥方の？」

「はい。せっかくなので、行ってみようかと」

　初めてのお茶会のお誘いに、思った以上に浮かれている自分がいる。

　これまで習ったことをきちんとできるかという不安もあるが、それ以上に〝楽しみ〟という気持ちが強い。

「そうか。ウォルトの奥方であれば信頼もできるから、安心だろう。楽しんでくるといい」

「はい。お茶会に参加するのは初めてなのでどきどきです」

「ミレイナなら大丈夫だ。困ったら、スザンナが助けてくれるだろう」

　ちょっとした不安を拭い去るような言葉に、ほっとする。

（お土産は何を持っていこうかしら？　セシリア様に相談してみようかな）

　そんなことを考えていたそのときだ。

　ジェラールの斜め後ろを歩いていたゴーランが急に足を止め、口を開く。

［嫌な臭いがする］

［え？］

　ミレイナはぱっと振り返る。

　ジェラールも立ち止まるとゴーランのほうを振り返り、眉を寄せた。

「今、ゴーランが何か言っていたな。俺に何かを伝えたげに聞こえたが」

　ジェラールはミレイナとは違い、ゴーラン達の喋る魔獣の言葉がわからない。けれど、心の絆の問題なのか、ジェラールとゴーランはお互いに相手が何を伝えたいのかが大体わかるようだ。

「ゴーラン、どうした？」

［かすかに血の臭いがする］

　ゴーランは鼻をひくひくとさせると、前方を険しい表情で睨む。そして、突然勢いよく走り出した。

［え、ゴーラン!?］

　ミレイナは驚いて声を上げる。

　ゴーランが走り出したのに気付いた三匹のフェンリル達も、［ゴーラン！　どこに行くの？］と言いながら追いかけてゆくのが見えた。

［みんな、待って！］

　ミレイナが叫ぶも、既にその姿は遥か遠くにある。

「ゴーランは何と？　付いてこいと言っているように感じたが」

「はい。かすかに血の臭いがするとも言っていました」

　ジェラールに聞かれたミレイナは、ゴーランの言葉を伝える。

「血の臭い？」

「どこかで魔獣が怪我をしているのでしょうか？」

「その可能性はあるな」

　ゴーランの足は速く、到底ミレイナが追いつけるわけもない。その姿を見失いそうになったところを、ジェラールにひょいと抱き上げられた。

「追いかけるぞ」

「え？　重いので下ろしてください」

　突然の縦抱き抱っこにミレイナは狼狽うろたえる。

「こんな場所にミレイナをひとり残して行けるわけがないだろう」

「私は大丈夫です」

「いつだか、肉食の魔獣に襲われて、木の上でひとりで震えていたのは誰だった？」

　痛いところを突かれてミレイナはぐっと言葉に詰まる。

　かつてミレイナは、食べられると勘違いしてジェラールのもとから逃げだそうとして、魔獣の森で肉食の魔獣に襲われたことがある。危機一髪のところでジェラールとゴーランに助けられたのだ。

　あのときの場所とここはだいぶ離れているはずだけれど、肉食の魔獣がいないという保証はない。

（じゃあ、せめて軽くなるように）

　ミレイナはぽんっとウサギ姿に変わる。

　ジェラールは突然変化したミレイナに驚いたようだったが、落とすこともなくその体を受け止める。そして、小さな体をしっかりと自分の胸に抱いた。

「ミレイナのこの姿を見るのは、久しぶりだな」

　胸に抱いたミレイナの毛並みを、ジェラールは愛しげに撫でる。

「よし、走るぞ」

　そう言われた瞬間、ジェラールの速度がぐんと上がるのを感じた。




　ゴーラン達がいたのは、小さな池の畔ほとりだった。ミレイナは初めて来る場所だ。

　その池の畔で、一箇所を取り囲むように四匹の魔獣達がいるのが見えた。

［みんな、どうしたの？］

［この子、怪我してるの］

　ミレイナが問いかけると、エミーユがこちらを振り返る。その表情は、心なしか不安げに見えた。

　ミレイナはジェラールの腕からぴょんっと大地に飛び降りると、ぽんっと半獣姿に変化する。

「怪我をしていると言っています」

「怪我？　何が？」

　ジェラールは魔獣達を押して隙間を作ると、その中央を覗き込む。

「これは何だ？」

　怒気を孕はらんだ声に、ミレイナはびくっと肩を揺らす。しかし、その光景を見てすぐにジェラールの怒りの理由を理解した。

「これは……、魔獣を仕留めるための罠わな？」

　それは、魔獣や動物を捕獲するための罠に見えた。地面に散らばる木の葉に隠すように設置され、近付くと鋭い刃が挟まるタイプのものだ。

　黄土色の魔獣がぐったりとした様子でその横にうずくまっていた。毛並みの色は違うが、姿形からフェンリルの一種だろうと思った。シェットやエミーユ、イレーコより少しだけ体つきが小さく、まだ子供だ。

　そしてよく見ると、ぐったりとした魔獣の後ろ足はその罠の刃に挟まっていた。

（このせいで動けなくなっていたのね）

　相当もがいたのか、挟まれた足は血ち塗まみれになって、肉が抉えぐれている。

「ひどい。誰がこんなこと……」

　そう言いかけて、嫌な想像が脳裏を過る。

（まさか、またアリスタ国が？）

　以前、アリスタ国の国境沿いの地域――トルカーナ地方の領主が金に目が眩くらんでラングール国の魔獣の密猟を謀る事件があった。

　魔獣の毛皮などから魔導具の燃料になる魔力がたくさん採れるからだ。

　このことが原因で、アリスタ国とラングール国はながらく関係が悪かった。ようやくその件が解決し国交正常化してからまだ半年程度しか経っていない。記念祝賀会だって、つい先日行われたばかりだ。

　青くなるミレイナの考えていることを悟ったのか、ジェラールが首を振ってみせる。

「恐らく、これはアリスタ国の仕業ではない。ここまでラングール国の奥地に入り込んで罠を仕掛ける意味がない。それに、アリスタ国には多量の魔法燃料を輸出している。十分に足りているはずだ」

「では誰が……」

「わからない。だが、何者かが仕掛けたことは疑いようがないな」

　ジェラールは忌いま々いましげにそう吐き捨てると、その罠に向けて手をかざす。触れることもなく、足に挟まっていた刃がパチンと開いた。

　ぐったりとしていた魔獣は必死に逃げ出そうとしたが、足を怪我したせいで上手く動けないようだった。数歩進んでまた倒れ込む。

［おい、大丈夫かよ］

　シェットが心配そうに声をかける。

［ひどい怪我。手当てをしないと。私達と一緒に行きましょう］

　ミレイナは咄とっ嗟さにその魔獣を助け起こそうと手を伸ばした。しかし、魔獣は威嚇するように歯を剥むき出しにする。

　――グルルル。

　低い唸り声がした。

　ミレイナはその気迫に驚き、伸ばしかけた手を引っ込める。

　ジェラールがミレイナを守るように、腰を抱き寄せる。

［怖くないよ。怪我の手当てをするだけだよ］

　イレーコがその魔獣を宥なだめるように話しかける。

［こいつらがこれを仕掛けた］

［え？］

　ミレイナはその魔獣の言っている意味がわからず、呆然とする。

［人間の姿をした奴があれを仕掛けるのを見た］

（あ、なるほど……）

　今度はすぐに意味が理解できた。

　この魔獣は、誰かしらの人間がこれと同じような罠を仕掛ける現場を見たのだろう。それで、ミレイナのこともその仲間だと思って警戒しているのだ。

［この人間は大丈夫だ。耳が生えているだろう。半分俺達の仲間だ。普通の人間は俺達の言葉を理解できない］

　じっと様子を見守っていたゴーランが落ち着いた声で告げると、牙を立てていた魔獣は今度はジェラールを睨む。

［そっちは？］

［俺の主あるじで、この娘の夫だ］

（ちょっ、何言ってるの！）

　ジェラールが主だというのはいいとして、後半部分でとんでもない大うそを言っている。

　狼狽えるミレイナに対し、魔獣は少し落ち着いた様子を見せた。この場で唯一の成獣であるゴーランの言葉に安心したのか、その場に座り込む。

［じゃあ、敵じゃないんだな？］

　魔獣はそう呟くと、ぱったりと意識を失った。

［え！］

　ミレイナは慌てた。まさか死んでしまったのかと思ったが、ゴーランは［安心して意識を失っただけだろう］と言う。

「その魔獣は何と？」

　ジェラールは眉を寄せ、ミレイナに尋ねる。ジェラールが完全に理解できているのは、ミレイナが話している部分だけだ。

「人間が罠を仕掛けているのを見たと」

「そうか」

　険しい表情のまま、ジェラールは倒れている魔獣を見下ろす。

「ゴーランと何か話し込んでいるように見えたが？」

「それは……、この子は人間が罠を仕掛ける現場を見たせいで、私達のことをその仲間だと警戒していたんです。だから、私達は味方だと伝えていました」

　ジェラールのことを夫と紹介されたことが恥ずかしく、ミレイナはその部分は伝えずに内容を告げる。ジェラールは特に疑問を持つこともなく、納得したようだった。

「手当てをしてやるため、連れて帰ろう」

　ぐったりとした魔獣をジェラールが抱き上げる。

「そうですね」

　ミレイナ達は、散歩を切り上げて王宮へと戻るために歩き始めた。

［ゴーラン、なんであんなでたらめを言ったのよ？］

　歩きながら、ミレイナは横を歩くゴーランにこそっと話しかける。

［違うのか？］

［違うよ！　今はまだ――］

　そこまで言いかけて、ミレイナは言葉に詰まる。

　今はまだ、何なのだろう。

　恋人……ではないと思う。

　なら、臣下？

　それも違うような気がする。

［よく知らんが、大して違わないだろう。ああ言っておいたほうが、説明が楽だ］

　ゴーランは大した問題はないと、話を切り上げる。

　会話していたせいで少し遅れたゴーランとミレイナに気付き、ジェラールが振り返った。

「ミレイナ、どうした？」

「何でもありません」

　ミレイナは笑顔を作って明るく答える。

　けれど、すぐにまた先ほどと同じことを考えてしまう。

（本当に、私とジェラール陛下の関係って何なんだろう……）

　憂いを帯びた表情に気付いたジェラールが、心配そうに顔を覗き込んでくる。

「本当に？　疲れたのなら、王宮まで抱いて帰ってやるぞ」

「あ。本当に何でもないんです」

　ミレイナは慌てて両手を胸の前で振る。

「そうか？　疲れたなら、すぐに言うんだ。わかった？」

「はい」

　ミレイナが頷くと、ジェラールの青い瞳が優しく細まる。ぽんぽんと片手で頭を撫でられた。

（私、ずるいな）

　ジェラールがまっすぐに思いを告げてくれているのに、竜王の妃という立場に立つのが怖くてのらりくらりと態度をはぐらかしている。

　それなのに、こうして優しくされると嬉しくて、その愛情を独り占めしたいと思ってしまう。

（どうすればいいんだろう？）

　何度繰り返したかわからない自問をする。

　けれど、やっぱり答えはわからないままだった。
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　王宮に戻ったジェラールは、怪我をしたフェンリルを医務室に預けるとすぐにあの罠について調査するようにラルフに指示を出した。

　ラングール国では、食用の家畜はすべて畜産農家で管理されており、魔獣を狩って食べることはない。それに、魔獣が竜人を襲うため駆除するという話も全く聞いていない。

　誰が何のためにあんなものを仕掛けたのか。それが謎だった。

「誰の仕業か判明したか？」

　数日後に別件でジェラールのもとを訪れたラルフに、ジェラールは問いかける。

「申し訳ございません。鋭意、調査中です」

　ラルフはそう言って頭を下げる。

「使われていた罠は、アリスタ国で食用にするための獣を捕らえるためによく使われる物であることは判明しました」

「そこから、辿たどれないか？」

「難しいでしょう」

　ラルフは首を横に振る。

「あの罠はアリスタ国では広く使用されている物のようで、どこででも売られています。和平条約締結後は両国間の人の行き来も増えておりますので。ただ――」

「ただ、何だ？」

「あれは、小さな獣用なのです。つまり、罠は体が小さい魔獣を狙って設置されていたと考えられます」

「つまり、魔力の源にすることが理由ではないということだな？」

「そう考えるのが自然です」

　ラルフが頷く。

　かつて、アリスタ国の辺境伯が手引きして魔獣が密猟されていた際は、魔力の供給源とすることが目的だった。そのため、できるだけ大きな魔獣が狙われた。体が大きければ、魔力の保有量も多いからだ。

　けれど、今回は小さな獣用の罠。

　魔力の供給源として狙ったというのは考えにくい。

「調査を進めているのですが、少し気になることが」

　ラルフが少し言いにくそうに、口を開く。

「何だ？」

　ジェラールは問い返す。

「実は今回の件は、ミレイナが原因では？という憶測が一部から出ておりまして」

「ミレイナが原因？」

「はい。実は最近、陛下達を真似て城下を中心に魔獣を連れて歩くのが流行しているようでして……。今回の者達も、売りさばくためにまだ子供の魔獣を生きたまま捕まえようとしていたのではないかと。それに、魔獣を連れ歩く竜人が増えたことに伴い、赤の他人に襲いかかったなどのこれまでになかったトラブルも増えています」

「…………。なぜそれが、ミレイナのせいになる」

　意味がわからない、とジェラールは吐き捨てる。

「魔獣を連れて歩いたのは俺が最初だ。俺が原因だと言うならまだしも、ミレイナは関係ないだろう」

　大方、魔獣の利口さや愛らしさが見直されるきっかけとなったミレイナが諸悪の根源だとでも言いたいのだろう。完全なる言いがかりだ。

「お怒りをお鎮めください。そういうことを言っている者がいるということを、お知らせしておきたかっただけです」

　ラルフはあからさまに不機嫌になったジェラールを宥めるように頭を下げる。

「引き続き、調査に努めます」

「ああ」

　ラルフはジェラールに伝えるべきことを伝えると、部屋を出る。

　ひとりになった執務室で、ジェラールは息を吐いてテーブルに置かれた茶を飲む。

　機嫌が悪いせいか、それはひどく苦く感じた。
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　ミレイナは朝からわくわくしていた。

　今日は楽しみにしていた、スザンナ主催のお茶会が開催される。

　ハンカチは持ったし、お土産も持った。

　セシリアに相談して選んだ、城下の有名店の焼き菓子だ。

（格好もおかしくないよね？）

　ミレイナは鏡の中の自分を見つめる。

　腰に水色のリボンが付いた白いワンピースは、初めてお茶会に行く記念と称してジェラールから贈られたものだ。袖や裾にも水色の糸で施された刺繍が付いており、爽やかで可愛らしい。首元にはジェラールからもらったペンダント、垂れた耳にはこれまたジェラールから贈られた耳飾りが付いている。

（いつもジェラール陛下からはもらってばかりいて恐縮だけど、今回は正直何を着ていけばいいかわからなかったから助かったわ）

　ミレイナは鏡の前でくるりと一回転して最後のチェックをする。

（よし。ジェラール陛下のところに寄ってから行こうかな）

　ミレイナはお土産の入った鞄かばんを手に持つと、軽い足取りで自室を出たのだった。




　ミレイナが訪問したとき、ジェラールは執務机に向かって座り、何かの書類を確認しているところだった。

「ミレイナ。今から行くのか？」

「はい。陛下から頂いたワンピースを着てみたのですが、いかがでしょうか？」

　ミレイナはジェラールのもとまで歩み寄ると、ちょこんとワンピースのスカートを摘まむ。

　ジェラールは執務机に書類を置く。座っている椅子ごとミレイナのほうを向くと、目を細めた。

「まいったな。見るのではなかった」

「え？」

　ミレイナは狼狽えた。

（似合わないってこと!?）

　自分では結構いい感じだと思っていただけに、ショックが大きい。

　じわりと目に涙が浮かびそうになったミレイナの腕を掴むと、ジェラールは力強く引いた。

　バランスを崩したミレイナがジェラールの上に倒れ込む。ミレイナは、意図せずジェラールの膝の上に座るような格好になった。

「可愛らしすぎて、俺の腕の中にずっと囲っておきたいほどだ。誰の目にも晒さらしたくない」

　至近距離で熱を孕んだ瞳で見つめられ、甘い口調で囁かれる。瞬時にかーっと体が熱くなるのを感じた。

「あの……」

「しかし、そうも言っていられないな。残念だ」

　ジェラールはふっと笑うと、ミレイナのことを名残惜しげに抱き寄せ、額にキスをする。

「行く足はあるか？」

「はい。マリベル様が馬車に乗せてくださると」

　ミレイナはどぎまぎしながらも答える。

　今日のお茶会にはジェラール付きの侍女――マリベルも参加するようで、先日よかったら一緒に馬車に乗っていかないかと誘われたのだ。

　ミレイナはてっきりマリベルに嫌われていると思っていたので、この誘いには驚いた。

　けれど、ミレイナは馬車を持っていないし、誘ってもらえて嬉しい気持ちが強かったので是非お願いしますと伝えたのだ。

「そうか。帰りに足がなければスザンナに言うんだ。わかった？」

「はい。ありがとうございます」

　いつものようにミレイナの頭を撫でるジェラールの手が、つと止まる。

「ずれているな」

　耳に触れられる感触がしたので、耳飾りがずれているのだとわかった。

「申し訳ございません――」

　これまでもたびたび、この耳飾りのリボンがずれてしまうことがあった。けれど、落ちることはなかったのでそのままにしている。

「クリップが弱いのかもしれないな。職人もウサギ獣人用の耳飾りを作るのは初めてだった故、加減がわからなかったのだろう」

　ジェラールはミレイナの耳飾りを少し上に付け直す。

「今日、戻ってきたら修理にだそう」

「はい。ありがとうございます。あと、こんなに可愛らしいワンピースも」

　ミレイナがお礼を言うと、ジェラールの青い瞳がまた優しく細まる。

「惚れた女を自分が贈ったもので着飾らせるのは、男の甲か斐い性しょうだ」

（惚れた女……）

　何度も気持ちを伝えられてはいるけれど、改めて言われると恥ずかしくなってしまう。

　ミレイナはほんのりと頬を染める。

　こちらを見つめていたジェラールの秀麗な顔が近付き、ミレイナは無意識に目を閉じる。頬に唇が押し当てられる感触がした。

（あれ、ほっぺ？）

　拍子抜けしてぱちっと目を開けるとジェラールと目が合う。

「唇にすると行かせたくなくなる。それとも、そちらのほうがいいか？」

　ミレイナの心を見透かしたかのようなからかいを帯びた口調に、かあっと気恥ずかしさが込み上げる。

「いえ、頬がいいです！」

「そうか。頬がいいのか」

　楽しげなジェラールは、今度はミレイナの反対側の頬にもキスをしたのだった。
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　王宮の正面口には大きな馬車乗り場がある。

　その馬車乗り場の一角で、ミレイナは辺りを見回していた。

　ラングール国では竜化して移動する人も多いので馬車を使う人がアリスタ国より格段に少ないが、それでも馬車乗り場にはたくさんの馬車が停まっていた。

（マリベル様、どこかな？）

　停車位置をきちんと聞いておけばよかったと後悔し始めたそのとき、「ミレイナ様」と声がしてミレイナはそちらを振り返る。

「こちらよ」

　そこには、こちらに向かって片手を振る、黄色いワンピース姿のマリベルがいた。ハーフアップにした艶やかな焦げ茶色の髪の毛はくるりと縦に巻かれている。

（もしかして、待たせていたかしら？）

　ミレイナは慌ててそちらに走り寄る。

「気付かずにごめんなさい」

「いいのよ。乗って」

　にこりと笑いかけられ、ミレイナはほっとする。

「屋根なしの馬車なのですね」

　てっきり箱馬車だと思っていたミレイナは意外に思った。

　マリベルの乗っていたのは、二頭立てのふたり乗り無む蓋がい馬車だった。赤いシートはベロアで覆われており、車体の側面にはところどころに金箔が施された飾りの付いた豪華なものだ。

「ええ。今日は天気もいいから、風があると気持ちがいいと思って」

「そうですね」

　ミレイナがマリベルの隣に座ると、馬車が動き出す。

（風は気持ちいいけど、意外と揺れるわ）

　ミレイナは持っていた鞄を落とさないようにしっかりと両手に抱える。

「マリベル様は今日も素敵ですね」

　ミレイナは隣に座るマリベルに話しかける。

　遠目に見るとただの黄色に見えたワンピースは、近くで見ると全体に白い糸で刺繍が施されていた。裾からはレース飾りが覗いており、とても上品なものだ。

　上半分が美しく結い上げられた髪には金細工の髪飾りが付いていた。その金細工に、たくさんの宝石がちりばめられている。

「ありがとう。今回のお茶会のために仕立てたの。キーロン社のものよ」

　マリベルはふふっと笑う。

　キーロン社というのはよく知らないが、きっと有名な仕立屋なのだろうなと思った。

　ミレイナは無難に「すごいですね」と相槌を打つ。

「それほどでもないわ」

　そう答えるマリベルは心なしか得意げに見える。

「ミレイナ様のものは、どちらで？」

「えっと、どこのかはわからないです」

「わからない？」

　不思議そうな顔をするマリベルに対し、ミレイナは眉尻を下げた。

「実は、陛下から頂いたのです。初めてお茶会に参加するお祝いだと」

「……そう」

（あれ？）

　そのとき、ふとマリベルの表情に影が差したような気がしてミレイナはおやっと思った。

　けれどそれは見間違いだったのか、次の瞬間にはマリベルは元のような穏やかさを取り戻していた。

「それはよかったわね。それにしても、ミレイナ様は陛下からとても気に入られていて羨ましいわ」

「そんなこと――」

　そんなことないです、と言いかけてミレイナは口をつぐむ。

　ジェラールが自分を気に入っていて、ただのメイドに向けるのとは違う思いを抱いてくれていることは誰の目にも明らかだ。

　先ほど、出かける前に会いに行った際のジェラールの甘い微笑みが脳裏に甦る。

（すんなり解放してくれてちょっと拍子抜けだったな）

　と、そこではたと我に返る。

（拍子抜け？　私、ジェラール陛下にもっと強引に迫ってほしかったってこと？）

　抱きしめられたことも、キスされたこともちっとも嫌じゃなかった。むしろ、唇にキスをしてくれなくて、少し残念にすら思った。

　自分の心の奥底を垣間見た気がして、じんわりと頬が熱くなる。

「ミレイナ様、着いたわよ。あそこ」

　ひとりで赤くなったり青くなったりと百面相していたミレイナに、マリベルが声をかける。

　マリベルが指さすほうを見ると、通り沿いに長い塀が続いているのが見えた。白塗りの塀の向こうには、規模は違えど、まるで王宮を彷ほう彿ふつとさせるような立派な建物が立っている。

「ここ？　すごい！」

　初めての高位貴族のお屋敷への招待に、興奮が高まる。

　馬車はそのまま進み、両開きの立派な門をくぐる。

　長い通路の向こうには、通路と繋がる玄関を中心に両翼に広がる邸宅が見えた。その通路の両脇には屋敷の表を飾る庭園が広がり、美しく植栽がされている。

　馬車が停まると、すぐに使用人が屋敷の中から出てきて案内してくれた。

「マリベル様、ミレイナ様、ごきげんよう。ようこそいらっしゃいました」

　玄関ホールで、スザンナが笑顔で出迎える。

「ご招待ありがとうございます」

（えっと、お土産って今渡すんだよね？）

　礼儀作法の特訓を思い返し、ミレイナは持って来た焼き菓子の箱を取り出す。

「これ、気に入ってくださればよろしいのですが」

「まあ。この包装は、あの人気店のものね？」

　スザンナはミレイナの取り出した包みを一目見て、それが城下で人気の菓子店のものだとわかったようだ。

「はい。セシリア様にご相談したら、ここのがよいのではとお勧め頂き、手配してくださいました」

「わたくし、ここのお菓子は大好きだわ。ありがとうございます」

　スザンナはミレイナの手渡した箱を胸に抱いて微笑む。

　その様子を見て、喜んでもらえているようでよかったとミレイナは胸を撫で下ろす。

「さすがはセシリア様ですわね。手土産を選ぶセンスも素晴らしいですわ」

　ふたりのやり取りを見ていたマリベルが笑顔で口を挟む。

（ん？）

　なんとなく〝セシリア〟の部分を強調されたような気がしたけれど、気のせいだろうか。

　マリベルはそんなミレイナの気など知らぬ様子で、スザンナに小さなバスケットを差し出した。

「わたくしからはこれを。屋敷のシェフが今朝焼き上げましたの」

「まあ、どうりでいい匂いがすると思ったの。美味しそう。ありがとうございます。では、頂いたものはお茶会で皆様にもお出ししますね」

　バスケットの中身を見て、スザンナは顔を綻ばせる。そして、それらを使用人に手渡すと、ミレイナとマリベルのほうを振り返った。

「さあ、会場にご案内します」
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　お茶会には全部で六人の令嬢が参加していた。

　スザンナを含めて半分は既に結婚している方で、ミレイナを含む独身の三人は全員が王宮でメイドとして働いている。

　お茶会の話題は、若い女性にありがちな恋愛話が多かった。

「わたくしも、スザンナ様のように良縁があるといいのですけど」

　ミレイナの隣に座る、独身のメイドのカイヤがぼやく。カイヤは子爵家の令嬢で、多くの独身令嬢と同じく素敵な出会いを求めて王宮に出仕したようだ。

「本当に大恋愛でしたものね」

　他の令嬢も相槌を打ち、スザンナは「そんなことは……」と謙遜していた。

（スザンナ様って大恋愛だったのかしら？）

　ジェラール付きの侍女だったスザンナをジェラールの側近であるウォルトが口説きに口説いて結婚したという事実以外、ミレイナはふたりの馴れそめをよく知らない。

　けれど他の令嬢の会話を聞き、スザンナとウォルトはそれだけではない大恋愛だったようだと理解した。

「スザンナは、ウォルト様とのご結婚について最初はあまり乗り気でなかったの？　口説かれても何度もお断りしていたって……」

　不思議に思って、ミレイナは小声で隣にいるスザンナに尋ねる。

「実は、わたくしとウォルトは幼なじみで小さな頃からお互いをよく知っているの。わたくしはウォルトが小さな頃から好きだったわ。だって、かっこいいし優しいもの」

　スザンナは少し照れたようにはにかむ。

「じゃあなんで断ったの？」

「ウォルトの実家のオルコット家は由緒正しい侯爵家だけど、わたくしの実家は貴族といっても、男爵だから。皇宮区の侍女になれたのもウォルトが口添えしてくれたお陰なの――」

　少し困ったように眉尻を下げたスザンナはぽつりぽつりと事情を話し始める。

　その話からミレイナは、スザンナはウォルトを好きだったものの身分違いだと思い気持ちを受け入れるのを迷っていたようだと理解した。

「わたくしはウォルトに相応しくないって思ってずっと逃げていたけれど、あるとき悲しそうな彼の表情を見て違うって気付いたの。彼が何を幸せに思うかは、わたくしが決めることではなくて彼が決めることだわ。だから、わたくしは彼を幸せにするために頑張ることにしたの」

　その言葉を聞いたとき、ミレイナはガツンと頭を殴られたかのような衝撃を受けた。

　まるで、自分に向けられた言葉のように感じたのだ。

　彼に相応しくないと決めつけて逃げているのは、ミレイナも同じだ。

「ミレイナはわたくし達よりもっと身分違いだから悩みも多いでしょう？　でも、応援しているわ。陛下は、ミレイナをひとときも離したくない様子だとよくウォルトが言っているのよ」

　にこにこしながら話すスザンナになんと返せばよいかわからずに、ミレイナは曖昧に微笑んだ。

『彼が何を幸せに思うかは、わたくしが決めることではなくて彼が決めることだわ』

　これほど今の自分の心に突き刺さる言葉は、他にないだろう。

　ジェラールはひたむきにミレイナに愛の言葉を囁き、態度でも愛情を示してくれる。

　そして、再三に亘って『妻になってほしい』と伝えてくれた。

　それに対しミレイナは、自分などでは相応しくないと勝手に卑屈になって逃げ出し、けれど離れる勇気もなくてどっちつかずになっている。

（私、本当にだめだな）

　ミレイナは、膝に置いていた手をぎゅっと握る。

（ジェラール陛下は私が『竜王妃になるために頑張ってみます』って伝えたら、喜んでくださるかしら？）

　ミレイナは竜王妃としての知識も作法も何ひとつないし、実家の後ろ盾もない。寿命だって短い。

（でも、それでもジェラール陛下が望んでくれるなら――）

　彼のために、自分も精一杯頑張りたい。

　少しでも長く、そばにいたい。

　そう思った。

　お茶会では、スザンナが用意したお茶と共に、様々なお菓子や軽食も振る舞われる。その後も世間話で盛り上がっていると、オルコット家の侍女が新たに菓子の載ったお皿を運んできた。

「こちらは本日皆様から頂いたものよ。せっかくだから、是非お召し上がりになってね」

　スザンナがテーブルの中央に置かれたお皿を指して説明する。

　そこにはたくさんの菓子が載っていた。

　パウンドケーキやマドレーヌのような焼き菓子から、ドライフルーツ、マシュマロもあった。もちろん、ミレイナが持って来たお菓子も載っている。

「まあ、美味しそうだわ」

　一緒にテーブルを囲んでいた令嬢のひとりが目を輝かせると、早速その菓子を皿に盛り始める。

「本当ね。どれも美味しそう」

　別の令嬢も興味津々な様子で菓子を眺め、いくつかを皿に移していた。

（どれにしようかしら。全部美味しそうだから迷っちゃう）

　皿に載った食べ物を物色するなどあまり礼儀として褒められることではない。しかし、見慣れないお菓子も多く、ついつい目移りしてしまう。

「これ、わたくしがお持ちしたものなのでミレイナ様も是非。うちのシェフが焼いたの」

　斜め前に座っていたマリベルが焼き菓子のひとつを指さしてミレイナに話しかける。それは、ナッツの入ったフィナンシェのように見えた。

「それ、とても美味しいわ。中がしっとりしていて、けれどふわふわなの」

　先にそれを取って食べていた令嬢が、マリベルに賛辞を贈る。

「でしょう？　領地で採れたナッツを使っているの」

「まあ、そうなのですね」

　それを聞いた他の令嬢達も、次々とそのフィナンシェを取る。ミレイナもひとつそれを皿に載せた。

（確かに、これは美味しいわ）

　一口囓かじれば、ふんわりとした食感としっとりとした甘さが口に広がる。

　ジェラールと一緒にお茶をするときの菓子も王宮のシェフが作っているので絶品なのだが、これも負けず劣らず美味しい。

（大貴族ともなると、シェフも一流なのね）

　ミレイナ達はその後も美味しいお茶とお菓子を頂きながら話に花を咲かせ、和気あいあいとした楽しい時間が流れたのだった。

「ミレイナ様。帰りも一緒に乗せてあげるわ。うちは王宮から近いから、途中で降ろしてあげる」

　帰り際、ミレイナはマリベルに声をかけられた。

「ありがとうございます。とても助かります」

　ミレイナはありがたくその申し出を受けると、行きと同じようにマリベルの隣に座る。

「初めてのお茶会でしたが、とても楽しめました。マリベル様がいらして、よかったです」

「そう。それはよかったわ」

　今日は本当に色んな話をした。

　明日ジェラールに今日のことを話そうと考えると、自然に口元も緩む。

（そして、私の気持ちもきちんと陛下に伝えよう）

　緊張するけれど、ジェラールに気持ちを伝えたいという思いのほうが強かった。

　そのとき、道の石でも踏んだのか、ガタンと馬車が大きく揺れた。その衝撃で、足下に何かが落ちた。

　足を持ち上げてみると、ミレイナの付けていた耳飾りが落ちていた。

（あ、落ちちゃった）

　やはり、留め具が弱すぎるようだ。

（馬車の外に落とさなくてよかった。なくしたら大変だもの）

　ミレイナが足下のそれを拾い上げる。

　まさにそのとき、異変は起きた。

　五本指の手がぽんっとウサギのものに変わり、耳飾りが手から滑り落ちる。それは馬車から地面へと転がっていった。

（え？　うそ！）

　ミレイナは咄嗟に馬車から身を乗り出そうとする。

　――トン。

　背中を押されるような感覚がして、バランスを崩したミレイナは自身も馬車から転がり落ちた。地面をころころと転がったミレイナは、すぐに顔を上げる。馬車がどんどんと遠ざかっていくのが見えた。

［待って！］

　声を張り上げたはずなのに、それは声になっていなかった。か細い泣き声が響く。

（え、なんで？）

　ミレイナは呆然として自身の姿を見た。そこに見えるのは、白いワンピースではなく黄金色の毛並みだ。

（え？　なんで急に獣化しちゃったの!?）

　これまでに一度も体験したことのない事態に、ミレイナは混乱した。

　それなりのスピードで走っていた馬車から転がり落ちても怪我をしなかったのは、体重の軽いウサギ姿になっていたからだろう。けれど、ミレイナ自身には獣化した覚えがない。

（元に戻らないと。…………。あれ？）

　いつものように戻ろうとするが、その姿は一向に変わらない。

（戻れない？　なんで？）

　予想すらしなかった事態だ。

　こんな知らない場所で、ウサギ姿のまま元に戻れないなんて！

（どうしよう。少なくともマリベル様は私が馬車から落ちたことに気付いているはずだから、戻ってきてくれるわよね？）

　でも、マリベルはミレイナのウサギ姿を見たことがないので、もしかすると自分だと認識してもらえないかもしれない。

　ミレイナの中に、急激に不安感が広がってゆく。

（まずは耳飾りを回収して、その後はここの道沿いで待つしかないわね）

　ミレイナは落ちていた耳飾りを咥えて道の脇の草陰に身を潜める。

　何台かの馬車が目の前を通過した。けれど、いつまで経ってもマリベルの乗った馬車は戻ってくる気配がない。

（もしも戻ってきてくれなかったらどうしよう。やっぱり、自力で王宮に戻るべき？）

　ここで待っているよりも戻ったほうがいいと判断したミレイナが移動し始めようとしたそのとき、背後から「いたぞ！」と声がした。

「探してもどこにもいねえと思ったら、こんなところにいやがった」

　突然現れたガラの悪そうな大柄の男が、ミレイナの首をむんずと掴もうとする。しかし、その寸前にバチンと火花が散って大男が手を引っ込めた。

「何だこいつ。ちっこいくせに魔法で攻撃してきたぞ」

「何だと？　網を使うか」

　背後から現れたひょろりとした長身の男が、長い棒の付いた網を大男に差し出す。

　突然現れた見知らぬふたり組に、ミレイナは震え上がった。理由はよくわからないけれど、自分を捕まえようとしていることだけはわかる。

「よし、そうしよう」

　大男は、網を構える。

　しかし、その網もミレイナに被かぶさる前にボワッと青い炎で燃え尽きる。

「くそっ、何なんだよ。この生き物は？」

　大男が忌々しげに吐き捨て、焼け焦げた網の付いていた棒を道路脇に投げ捨てる。

（もしかして、ジェラール陛下のくれたカメオのお陰？）

　ミレイナがいつも身に付けているカメオのペンダントにはジェラールがかけた防御魔法の加護がある。以前にも、ミレイナが襲われそうになったときに同じようなことがあった。

（ジェラール陛下、助けて！）

　ミレイナは大男とは反対方向に、力の限り走り始める。しかし、先回りしたもうひとりにすぐに行く手を阻まれた。

　ミレイナは方向を変えてまた走る。

［きゃっ！］

　行き止まりになったと思ったら、背後からガシャンという音がした。背後を振り向くと鉄柵が下りているのが見え、檻おりに入れられたのだとわかった。

　体が揺さぶられるような感覚がして、足下がふわりと浮く。

［助けて！］

　ミレイナは必死に叫ぶ。けれど、その言葉は竜人にとっては意味を成さない音にしかならない。

「なんかピーピー言ってうるせえ生き物だな？　おい、ジャック。こんなのが本当に高く売れるのかよ？」

　大男はミレイナを閉じ込めた檻を自分の目線まで持ち上げる。そして、背後にいたジャックと呼ばれるもうひとりのひょろりとした男に声をかけた。

「ああ。耳が長くて体の大きさは大ネズミと同じくらいって聞いたから、こいつに間違いないはずだ。よし、戻るぞ」

　ジャックはミレイナの特徴を確認し、さっさと引き上げるぞと大男に言った。

　ジャックと大男がそれぞれ、竜へと姿を変える。ミレイナを閉じ込めた檻を、前足で掴んだままだ。

［助けて！　誰か！　ジェラール陛下！］

　ミレイナは必死に叫ぶ。しかし、その叫びも虚しく、二匹の竜は空高く飛び立っていったのだった。










六．ジェラール、焦る




　その知らせがジェラールのもとに届いたのは、すっかりと夜も更けたような時刻だった。

　執務室で今日の公務の残りを確認していたところ、荒々しくドアがノックされた。

「ジェラール陛下、至急でお知らせしたいことが」

　そこに現れたのは、側近のラルフとウォルトだった。

　今日の仕事は終わらせたと思っていたのにと、ジェラールは訝しむ。ふたりの険しい表情から、只ただ事ごとではないとすぐに感じ取った。

「こんな夜更けに、どうした？　ふたりそろってここに来るなど、何事だ」

「ミレイナがいません」

「ミレイナがいない？」

　単刀直入なラルフのその言葉の意味が理解できず、ジェラールは聞き返した。

「メイド達の寮に門限になっても戻ってこないと、メイド長に連絡があったようです」

「今日はウォルトの奥方にお茶会に誘われたから参加すると言っていた。まだオルコット邸にいるのでは？」

「そう思って妻のスザンナに確認したのですが、日の明るいうちに解散したと」

「何だと？　ウォルト、それは間違いないのか？」

　ジェラールは険しい表情のウォルトを見つめる。

「はい。スザンナもそう申しておりましたし、屋敷の者も皆そう言っていたので間違いありません」

　ここにきてジェラールも、ふたりの深刻そうな表情の意味を理解し始めた。

「帰りの足は？」

「スザンナに確認したところ、スターラック家の馬車に乗ったと。当のマリベル嬢にも確認しましたが、それは間違いないようです。しかし、王宮に着く直前で急にミレイナがウサギ姿に変わって馬車から飛び降り、走り去って行ったと言っております。てっきり王宮に戻ったと思っていたようで、報告が遅れて申し訳ないと消沈しておりました」

　ウォルトが今わかっていることを答える。

「ウサギ姿に変わって走り去って行っただと？　王宮に戻っていないなら、どこに行ったというんだ？」

　ジェラールは怒りを孕んだ声で問い返した。言葉を詰まらせたラルフとウォルトを前に、苛いら立だちが募る。

「すぐに探しに行く。だがその前に、もう一度マリベル嬢にどこでミレイナが走り去ったのかを確認したい」

「かしこまりました。すぐに来るように――」

　そう言いかけたラルフの言葉を、ジェラールは遮る。

「俺が行く。時間が勿もっ体たいない。ウォルトはスザンナにもう一度、今日のことを確認してくれ」

「かしこまりました」

　表情を強ばらせたウォルトが頷く。

「王宮に着く直前ということは、もしかすると自力で戻っているかもしれない。ラルフは、王宮内のミレイナが行きそうな場所を捜してくれ」

「はい」

「ゴーラン、行くぞ」

　ジェラールはゴーランに声をかけると、すぐにテラスへと出る。

　白銀の竜へ姿を変えると、あっという間に夜空へと飛び立った。
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　マリベルの実家、スターラック家が構えるタウンハウスは、王宮からすぐ近くにある。ジェラールが屋敷の一角に降り立つと、雇われの衛兵があっという間にやって来て取り囲まれた。

「お前、何者だ！」

　剣を手に威嚇してくる衛兵達は、ジェラールを冷ややかな視線で睨み付ける。ジェラールは人間へと姿を変えると、返事をすることもなく片手を振った。答える時間も惜しかった。

　辺りに突風が吹き、衛兵達が皆吹き飛ばされた。

　ジェラールは彼らを一いち瞥べつすると、屋敷の玄関を開け放った。

「な、何事だ」

　騒ぎに気付いたスターラック家当主――ブレンダンが屋敷の二階から下りてきた。そして、ジェラールの姿に気付き顔色を青くする。

「これはジェラール陛下、いかがなされましたか？　まずは応接室に――」

「ここでよい。急いでいる。用件だけを言う。お前のところの娘が、今日ミレイナと一緒だったはずだ。どこにいる？」

　ブレンダンに目配せされた使用人が慌てた様子でマリベルを呼びに行く。マリベルはさほど待つこともなく、玄関ホールへと下りてきた。

「ジェラール陛下、こんばんは」

　のんびりとした所作に、苛立ちが募る。

「ミレイナを王宮に乗せて帰ったことに、間違いはないか？」

　ジェラールはマリベルの挨拶を無視すると、本題に入る。とにかく時間が惜しい。

「間違いありませんわ。王宮の正面口、馬車乗り場の手前で、急にミレイナ様がウサギ姿に変わってしまわれたのです。そして、あっという間に走って行かれてしまいました」

　マリベルは迷うことなく、すらすらと答える。

「それは、何時頃？」

「確か、四時半頃だったと」

「そうか」

　ウォルトの話では、四時頃にスザンナのお茶会がお開きになったと言っていた。時間的にも辻つじ褄つまが合う。

（どこに行ったんだ？）

　焦る気持ちだけが強くなる。

「あの……」

　険しい表情のジェラールに、マリベルがおずおずと声をかける。

「実はわたくし、今日の馬車でミレイナ様に悩み事を相談されたのです」

「悩み事？」

「はい。陛下のご機嫌を損ねてしまうかもしれないので、これはわたくしの心の中に留めておこうと思っていたのですが――」

「いいからさっさと言え」

　もったいぶるような言い方に、ジェラールは苛立った口調で先を促す。

「実は、自分のようなものにジェラール陛下の王妃は務まらないので姿を消したほうがいいのではないかという相談でした。お妃教育も上手くできないと、とても辛つらそうでしたわ。それに、最近たびたび起きる魔獣のトラブルも元を正せば自分のせいなのではと責任を感じている様子でした」

　マリベルは身振り手振りを交えて説明を始める。

　それは、ミレイナがジェラールからの思いに応えられないとひどく思い悩んでいたという内容だった。さらに、魔獣のことでも責任を感じているというジェラールにとっては初耳の内容だ。

「なるほど。ということは、ミレイナ嬢は自分で姿をくらましたのではないでしょうか？　もしかすると、ひっそりとアリスタ国に帰るつもりなのかもしれません」

　娘の話を聞きながら、ブレンダンがふーむと顎に手を当てる。

　一方、マリベルとブレンダンの言葉にジェラールはひどくショックを受けた。

（ミレイナが、自分の意志で俺のもとを去った？）

　確かに、ミレイナは時折『私は陛下には相応しくありません』と言っていた。それに対しジェラールは言葉を尽くして『ミレイナこそ自分の妻に相応しい』と伝えてきたつもりだ。しかし、全く伝わっていなかったということだろうか。

　それに、魔獣のことに対して責任を感じていたなどみじんも感じさせなかったが、実は自分に隠しているだけで思い悩んでいたのだろうか。

（いや、それにしてもおかしい）

　ミレイナの性格的に、これまで世話になった誰にも何も言わずに去るなど、考えられなかった。

　それに、今日の出かけ際に嬉しそうに『明日のお茶の際に、今日のことをお話ししますね』と言っていたのだ。それなのに、その数時間後に姿をくらませるなど違和感しか残らない。

「話はわかった。夜分に邪魔したな」

　もうここに用はないと、ジェラールは踵きびすを返す。

「ゴーラン。ミレイナを捜してくれ」

　結局、頼れるのはゴーランだった。

　ジェラールはゴーランに話しかける。

「陛下。もう彼女は諦めるべきです。陛下の御心を無視して逃げ出すような者に――」

　ブレンダンが屋敷の外にまで追いかけてきて、苦言を呈する。

「黙れ。ミレイナを侮辱するのは俺を侮辱することだと思え。次はないぞ」

　怒りを込めて睨み付けると、ブレンダンはサッと顔色を青くする。

　一方のゴーランは鼻をひくひくとさせると屋敷の正面に停められていた一台の馬車の匂いを熱心に嗅ぎ始める。そして門の外を見つめると、一気に走り出した。

（ミレイナの匂いを感じ取ったか？）

　フェンリルであるゴーランはとても鼻が利く。ジェラールの知る限り、今まで匂いを辿って見つけられなかったものはひとつもない。

　ジェラールはゴーランを追うために白銀の竜へと姿を変えると、大空に飛び立った。




　ジェラールは走るゴーランの後を追う。

　しかし、すぐにおやっと思った。てっきり王宮の方向に向かうと思っていたのに、途中で違う方向に走り出したのだ。

（これは、ウォルトの屋敷の方角か？）

　ゴーランが走る方角は、王宮とは反対方向だ。そしてその大通りをまっすぐに行けば、今日ミレイナが訪れたお茶会会場――オルコット邸がある。

（どういうことだ。王宮に戻ったのではないのか？）

　先ほどのマリベルの話では、王宮の馬車乗り場の手前でミレイナは姿をくらましたと言っていた。

（王宮から、もう一度オルコット邸の方角に自力で向かったということか？　あるいは――）

　色々と可能性が思い浮かんだが、まずはミレイナを捜し出すことが先決だ。ジェラールは走るゴーランを追いかけ、翼を羽ばたかせる。

　間もなく、走っていたゴーランが立ち止まる。そして、辺りの匂いを嗅ぐと、道の脇にお座りをした。

（見つけたか？）

　ジェラールはゴーランの目の前に降り立つと、人型へと姿を変える。周囲を見回す限り、ミレイナの姿はなかった。

「ゴーラン、ミレイナは？」

　ジェラールの問いかけに対し、ゴーランは道の脇の草むらに鼻を突っ込む。その鼻先にある物を見て、ジェラールはハッとした。

「これはミレイナの」

　それは、紛れもなくミレイナの耳飾りだった。ジェラールが手配して作らせたもので、今日の昼間にずれていた物を付け直してやったから見間違えるはずがない。

「ミレイナ本人はどこだ？」

　ゴーランに問いかけると、ゴーランは「クウン」とか細く鳴く。

「ここにはいないということか？」

　なんとなく、ゴーランはそう言っている気がした。

　ミレイナは最後にここに来た。そして、耳飾りを落とした。けれど、今はここにはおらず、ゴーランは匂いを追えない。

（どういうことだ？）

　可能性として考えられることはふたつ。

　ひとつは、ここで何かしらの乗り物に乗った。

　もうひとつは、上空へと飛んでいった。

（どちらにせよ、ミレイナが自力でできるとは思えないな）

　ジェラールはもう一度周囲を見回す。

　既に漆黒の闇に包まれた辺りは、ほとんど明かりがない。けたたましい虫の声と、時折どこかで鳴くミミズクの鳴き声が聞こえてきた。

（こんなことなら、行かせるべきではなかった）

　脳裏に浮かぶのは、頬を赤らめながらも嬉しそうにはにかむ昼間のミレイナの笑顔だ。

　ジェラールは耳飾りを握りしめると、ギリッと奥歯を噛みしめた。




◇　◇　◇




　いつものように丸まってウトウトしていたエミーユは、遠くで物音がするのに気が付いた。がやがやとした喋り声、それにたくさんの足音だ。

［ねえ、何か物音がしない？　遠くから誰かが近付いて来るみたいな］

　エミーユの問いかけに、丸まって寝ていたシェットとイレーコは顔を上げる。

［確かに何か聞こえるね］

　イレーコがピンと両耳を立てる。

［ウォルトの匂いがする］

　シェットも鼻をひくひくとさせた。

［こんなに夜遅くにどうしたんだろう？］

　シェットが外に様子を見に行ったので、エミーユとイレーコも後に続く。ラトも少し遅れて外に出て来た。

［ウォルト！　ウォルト！］

　王宮のほうから足早に歩いてくるウォルトを見つけ、シェットは尻尾をぶんぶんと振りながら興奮して叫ぶ。後ろには、イレーコやエミーユ、ラトの相棒をしている竜人もいた。

［皆そろってどうしたのかしら？］

　ラトが怪訝な声で言う。

［うん。もう遅いのに］

　エミーユも相槌を打つ。

　辺りにはすっかり夜の帳とばりが下り、月明かりに照らされた庭園の木々がぼんやりと浮かび上がっている。こんな時間から訓練をするのだろうか。

　エミーユは、なんとなく嫌な予感がした。

　ウォルト達は魔獣舎の前まで来ると、入り口の鍵を開ける。そして、訓練をするときのように魔獣達に布きれを差し出した。これをするときはいつも、何かを捜せという合図だ。

［これ、ミレイナのケープじゃない？］とエミーユは言う。

　赤茶色のケープはいつもミレイナがメイド服の上から着ているものに見えた。匂いもミレイナの匂いだ。

［ミレイナ、いなくなっちゃったのかな？］

　イレーコが心配げに尻尾を下げる。

「ミレイナを探してくれ」

　エミーユの相棒であるマルクはしゃがんでエミーユと目線を合わせると、真剣な表情でそう言った。

　エミーユ達魔獣に竜人の言葉は理解できない。けれど、不思議と相棒になっている竜人の言葉だけはなんとなく理解できた。

［みんな、ミレイナを捜そう！］

　エミーユは仲間の三匹の魔獣に向かって叫んだ。




　その十分後、エミーユ達はとある通り沿いにいた。

　まっすぐに続いた道の両側は木々に覆われており、辺りに建物はない。明かりは竜人達が持っている魔導具のランタンだけだ。

［ゴーラン、ミレイナがいないの？］

　そこにゴーランの姿を見つけ、エミーユ達は駆け寄る。

［ああ。この辺りで匂いが急に薄くなっている。かすかに残る匂いを辿ったが、どこにもいない］

　つまり、この辺りでぷっつりと消息が途絶えてしまっているということだ。

［どうしたんだろう？］

　イレーコが不安げに呟く。

［恐らく、飛んで連れ去られたのではないかと思っている。そうであれば、俺達に匂いは辿れない］

　ゴーランが険しい表情で言うのを聞き、三匹のフェンリル達は顔を見合わせた。ゴーランが捜せないのに、自分達に捜せるのだろうかと不安だけが募る。

　上空には何匹もの竜が飛んでいるのが見えた。きっとミレイナを捜しているのだろう。けれど、この暗闇で捜せるとは到底思えなかった。

　そのとき、ラトがおずおずと口を開く。

［飛んで連れて行かれたなら、私が鳥さんに見かけなかったか聞いてくるわ。ミミズクの声がするから、もしかしたらミレイナを見かけているかも］

［そっか。もし見ていたら、そっちの方向を捜せば見つかるかもしれないぞ！］

　シェットが名案だと言いたげに声を上げる。

　ラトは周囲を見渡し、ミミズクが一番たくさん止まっていそうな木にするすると登ってゆく。そして、数分後に戻ってきた。

［竜人のふたり組がしばらく通り沿いをうろうろした後、向こうの方角に飛んでいくのを見たって］

［ミレイナは連れていた？］

　シェットが尋ねる。

［人は連れていなかったって。ただ、動物が入った檻を前足からぶら下げていたって］

［動物が入った檻？］

　それを聞いた魔獣達は一斉に顔色を青くする。

［もしかして、ウサギの姿で連れて行かれちゃったのかな？］

　イレーコが不安げに言う。

［なんでウサギの姿になっていたのかしら？　普段はならないのに］

　エミーユが不思議に思い呟くが、答えがわかるものはおらず、皆一様に首を傾げる。

［とにかく、助けに行こうぜ！］

　シェットが先ほどラトが教えた方向に走っていこうとするのを、ゴーランが［待て！］と制止する。

［闇雲に捜しても見つけられない。方向があちらとわかっているなら、全員で手分けをしよう。それらしい匂いを感じたら、三回遠吠えしろ。ラトは俺と一緒に］

［［［うん、わかった！］］］

　魔獣達は一斉に頷く。そして、それぞれが自分の相棒の竜人と共にミレイナを捜しに向かったのだった。




◇　◇　◇




　クゥーンという悲しげな声でゆっくりと意識を覚醒させたミレイナは、重いまぶたを持ち上げる。目に入ったのは、異様な光景だった。

（何、ここ？）

　真っ暗闇の中、通気口と思おぼしき小さな窓から月明かりが差し込んでいる。ぼんやりと見える室内には、無数の生き物がうごめいていた。

（これは、魔獣？）

　暗い中でも白い毛並みは見えやすい。ミレイナのすぐ近くで悲しげに鳴いているのは、魔獣の子供に見えた。頭から一本の角が生えているので一いっ角かく獣じゅうだろうか。まだ小さく、体のサイズはエミーユ達とほとんど変わらない。

［ねえ、大丈夫？］

　ミレイナは心配になり、その子に声をかけた。

［お外に出たいよう］

　泣きそうな声で、一角獣が答える。

［ここはどこなの？　なんで、ここにいるの？］

［わかんないよ。足をバチンってやられて、気付いたらここにいたのだもの］

　一角獣はまたさめざめと泣き出す。

（足をバチンってやられて？）

　それを聞いて、すぐに思い当たることがあった。

　先日怪我をしたフェンリルを保護した際、その後ろ足には刃物が挟まるタイプの罠が食い込んでいた。

（もしかして、ここにいる魔獣はみんな罠にかけられて捕まえられてきた？）

　ミレイナは暗闇に目を凝らす。だいぶ目が慣れてきて先ほどより辺りの状況が正確に認識できた。

　部屋の大きさは五メートル四方程度だろうか。そこに、少なくとも十匹以上の魔獣が閉じ込められている。外と繋がっているのは高い位置に付いている通気口の小窓と入り口のドアだけのようだ。

（どうしよう）

　急激な不安が込み上げる。このまま、自分はどうなってしまうのだろう。

（ジェラール陛下……）

　ミレイナはじわりと涙が出そうになるのを感じた。もし人の姿だったら、間違いなく泣いていたと思う。

　――ワオーン。

　どこからか、フェンリルの遠吠えが聞こえる。

　耳を澄ましたそのとき、ミレイナはかすかに人が話す声が聞こえるのに気付きハッとした。

　話をしている場所が遠いのか本当にかすかな声なので、耳がよいウサギ獣人のミレイナでなかったらまず気が付かなかっただろう。

「明日、今日までに捕まえた奴らを売りに出そう。特に小さいフェンリルはよく売れるから、今回はボロ儲もうけだな」

「あの今日捕まえたやつはどうだ？」

「あれは竜王陛下がお気に入りの動物と同じらしいからな。フェンリルの十倍ぐらいの値段でいいんじゃないか？」

「もっとふっかけてもいいんじゃないか？」

「よし。三十倍にしよう。侯爵様にも金をもらえるし、明日は豪遊だな」

　続けて「ひひっ」と下品な笑い声がする。

（これは、私を捕まえた人達の声？）

　その声は、今日の夕方に突然現れてミレイナをここに連れ去ったふたり組の声によく似ていた。

（金儲けのために、密猟者が魔獣の森に罠を仕掛けているってこと？）

　底知れぬ怒りが湧くのを感じた。

（でも、〝侯爵様〟って言った？　侯爵様って誰のことかしら？）

　ミレイナはお妃教育で習ったラングール国の貴族一覧を頭の中で反はん芻すうする。侯爵家はラングール国にざっと数十はある。そのどれかを言っているのだろう。

（どの侯爵のことかしら？）

　考えてみたけれど、わかるはずもない。

（とにかく、ここから逃げ出さないと）

　怒りを感じたことで、逆に逃げなければという意識が強くなる。

（ドアノブ、回せるかしら？）

　ミレイナは遥か頭上にあるドアノブを見上げる。

　ウサギ姿のミレイナでは圧倒的に高さが足りないけれど、ジャンプすれば届くかもしれない。

　ミレイナは思い切りジャンプすると、ドアノブに体全体を使ってしがみついた。ガチャッとノブは回ったが、開く気配はなかった。鍵がかかっているのだろう。

（そんなに上手くいくはずもないか……）

　となると、残る出口はあの通気口だけだ。ミレイナは高い位置にあるそれを見上げる。高さとしては二メートルぐらいだろうか。

（あの高さは難しいかも……）

　試しに力一杯ジャンプしてみたが、半分くらいの高さまでしか跳べなかった。

［何やっているの？］

　先ほどの一角獣がおずおずと話しかけてくる。

［出口を探しているの。逃げて、誰かに知らせないと］

［そんなこと、できるの？］

　一角獣が驚いたように目をみはる。

［できるわよ。任せて］

　ミレイナは力強く言い切る。

　ミレイナは元々怖がりだ。こんな状況、普通だったら震えて泣いてしまいそうだ。

　実際、先ほどまでは泣きそうだった。

　けれど、ここで何とかできるとすれば自分しかいないという思いが勇気を奮い立たせた。

（――とは言っても、どうしようかしら）

　ミレイナが悩みつつその小窓を見つめていると、不意に月明かりが遮られる。

（雲が出てきた？）

　しかし、すぐに違うということに気付いた。

　小窓のところで何かが動いているのが見えたのだ。

　ミレイナは目を凝らす。

（あれってもしかして――）

［ラト！　ラトじゃない？］

　小窓でうごめいていたものがピタリと動きを止め、こちらを窺うように見下ろしてきた。

［ミレイナ？　そこにいるの？］

［やっぱり！　ラト、助けて。たくさんの魔獣が閉じ込められているの］

　ミレイナは力の限り、叫ぶ。

［助けを呼んでくるから待ってて］

　そう言ってラトが姿を消したかと思えば、ほどなくして変化が現れた。

　大きな鳥が羽ばたくような風を切る音が複数聞こえ、ドアの向こうから激しい物音と怒鳴り合うような罵声が聞こえてきたのだ。

（ラトが助けを呼んでくれた？）

　ガオオっと魔獣が唸るような声も聞こえた。

　辺りが静まりかえり、バシンと大きな音と共に部屋のドアが開け放たれる。

　ずっと真っ暗な部屋にいたので、差し込んだ明かりの眩しさにミレイナは思わず目を瞑つむる。

「ミレイナ！」

　どこか焦ったようなその声は、今一番会いたいと思っていた人の声で――。

［ジェラール陛下！］

　ミレイナは思わずそちらに駆けて行き、その胸に飛び込む。

　ジェラールはしっかりとその小さな体を受け止めた。そして、ウサギ姿のミレイナを目線まで抱き上げた。

「お前はミレイナか？　そうだな？」

　ウサギ姿で上手く喋ることができないミレイナは言葉の代わりに、こくこくと頷く。

　ジェラールはそれを見て心底ほっとしたような顔をして、ミレイナを大切そうに胸に抱き直した。

［ミレイナだ！］

［無事だった。よかった］

［ミレイナー！］

　ジェラールの足下に、ミレイナを捜していた魔獣達が一斉に集まる。皆一様に尻尾をぶんぶんと振っていた。

（もしかして、皆で私のことを捜してくれていたの？）

　嬉しさと申し訳なさで、また泣きたい気分になる。

「ウォルト、後始末を。俺はミレイナを連れて先に戻る。この件で話し合いたいから、王宮に戻ったら執務室に来てくれ」

　ミレイナを抱いたジェラールは、近くにいた側近のウォルトに指示をする。

「かしこまりました。お任せください」

　ウォルトが胸に手を当て、頭を下げる。ジェラールはそれを見て、小さく頷いた。

「ミレイナ。怖かっただろう。まずは帰ろう」

　ジェラールはミレイナの背中を、安心させるように優しく撫でた。










七．ミレイナ、後悔する




　王宮にミレイナを連れて戻ってきたジェラールは、とても困惑していた。

　ミレイナが、ウサギ姿から人間に戻ろうとしないのだ。

「ミレイナ、どうした？　もう安心だから、元に戻っていいぞ」

　先ほどから何回か伝えているのだが、ミレイナはつぶらな瞳でこちらを見つめ返すだけだ。

（どうしたんだ？）

　怖がって、小さくなって逃げられるようにウサギ姿になっているのだと思っていた。けれど、どうやら違うのかもしれないとジェラールも気付き始める。

　ミレイナはゴーランのほうへ行く。

　彼に何かを訴えかけているように見えた。

　ゴーランが立ち上がり、ジェラールの執務机に前足をかける。

「ペンか？」

　ゴーランがペンと紙を要求していると感じたジェラールはそれを取ってやる。ただ、ゴーランは文字を書くことはできない。ミレイナもウサギ姿では無理だろう。

　ジェラールは悩んだ結果、文字の一覧表を書いてミレイナに何を訴えているのか聞くことにした。

　ジェラールの書いた文字の一覧表の上に乗ったミレイナは、文字の上で前足をトントンとさせた。ジェラールはその文字をひとつずつメモする。

「も・ど・れ・な・い……。戻れない？　人間に戻れないのか？」

　その結果判明した思いもよらない訴えに、ジェラールは驚いた。

（どういうことだ？）

　と、そのときドアをノックする音がした。入室を許可すると、今日ミレイナを一緒に捜したウォルトを始めとする側近達だった。

「陛下、遅くなり申し訳ありませんでした」

　ウォルトが深々と頭を下げる。ジェラールは咄嗟に、手元のメモを執務机の上に裏返した。

「どういう状況だ？」

「あの場にいたふたりの男は捕らえております。あの屋敷も取り押さえており、明日以降部下達を投入して何が起こっていたかを調査させます」

「わかった。徹底的に調査しろ」

「かしこまりました。それと、たくさんの魔獣が閉じ込められていたようなので、ひとまず魔獣舎に保護してもよろしいでしょうか？」

「ああ」

　ジェラールは頷く。

　その後も一通りの報告をし終えた側近達が、退室してゆく。

　ジェラールは一番後ろにいたラルフを呼び止めた。

「ラルフ、待て」

「はい。いかがなさいましたか？」

　ひとり残されたラルフは、ジェラールの深刻そうな表情を見て、何事かと表情を硬くした。

「内々に調べてもらいたいことがある。ミレイナが、ウサギ姿から戻れなくなった」

「ミレイナが？　ウサギ姿から？」

　驚いた顔をしたラルフは、部屋の中を見回す。そして、ゴーランのそばで小さくなっているミレイナを見つけてますます驚いた顔をした。

「何が起こったのですか？」

「それをお前に調べてほしいのだ。状況を説明する手紙を書くから、アリスタ国のリックのところへ行ってくれ。これは想像なのだが――」

　ジェラールは、リックから以前届いた手紙に【獣人のみに悪さする薬が出回っている】という記載があったことをラルフに伝える。

「何者かが薬を入手して、ミレイナに飲ませたということですか？」

　ラルフはサッと顔を青くした。

　ジェラールが寵愛していることが明らかなミレイナに対してそのようなことをするなど、反逆罪と取られてもおかしくない行為だ。

　けれど、そうであるとすれば色々と合点がいくことも確かだった。

　今日、ミレイナを見つけ出した場所は明らかに魔獣を不正に売りさばく違法な密売業者の拠点だった。彼らにタイミングよくウサギ姿になったミレイナが連れ去られるなど、考えにくい。けれど、事前に計画されていたとすれば話は別だ。

「わからない。とにかく、ミレイナを元に戻す方法を探るのが先決だ」

「かしこまりました。すぐに出ます」

「頼んだぞ」

　慌てて出て行ったラルフの後ろ姿を見送り、ジェラールはぐっと拳を握りしめる。

（誰がこのようなことを）

　怒りから感情が昂たかぶるのを感じた。壁一面の大きな窓に風が吹き付ける、ゴーッという音がした。

　そのとき、ふと足下に温もりを感じる。下を向くと、いつの間にかウサギ姿のミレイナがジェラールの足にぴったりと寄り添うようにしていた。

　心配そうに、こちらを見上げている。

「俺の感情が乱れているのを落ち着かせてくれているのか？」

　問いかけるジェラールに、ミレイナは答えない。けれど、つぶらな瞳を見ていると、そうに違いないと確信めいた予感がした。

「やはり、俺にはお前しかいない」

　ジェラールはミレイナを抱き上げる。

　小さな体を腕に抱き優しく撫でると、不思議と心が落ち着く。

　竜王妃の適性は、礼儀作法や教養の深さだけではない。最も求められるのは、竜王に心の安寧を与えられるかどうかだ。

　竜王に即位すると、元々生まれ持った魔法の力がさらに強力になる。

　感情が昂れば嵐が起こり、逆に心が安定していると不思議と国全体の疫病や災害が減る。これは竜王となった者だけの特別な力だった。

　それ故、竜王妃に最も求められるのは、竜王に癒やしと心の安寧を与えられる資質だった。

「俺にはお前以上の者が現れるとは、到底思えない。現れてほしいとも思わない」

　ジェラールはソファーに座ると、膝に乗せたミレイナに語りかける。

　このままミレイナが戻らなかったらどうなるだろう。きっと、一時的に静かになっている周囲がまた「早くお妃候補を」と言い出すだろう。

　だが――。

「ミレイナ。俺はお前以外を妃にするつもりはないんだ」

　膝の上のミレイナは耳をぴこりと動かし、ジェラールを見上げる。普段のミレイナならあわあわして赤くなるところだが、ウサギ姿ではそれもわからない。

　ふと顔を上げると、壁にかけられた大きな絵画が目に入った。

　水辺で若い女が花冠を編んでおり、その傍らに大きな竜がいる。ラングール国の起源となる神話のワンシーンを描いた作品だ。

「初代の竜王は竜の姿のまま人間と恋に落ちたといわれているが、ウサギと竜人も存外悪くないな」

　ジェラールはふっと笑う。

　神話では神が現れて、竜に人の体を与えた。

「大丈夫だ、安心しろ。俺が戻す方法を必ず探し出してやる」

　それが無理ならば、次の竜王の座は甥のクレッグに譲ればいい。

　ミレイナは何かを言いたげに、じっとジェラールのことを見つめていた。
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　ミレイナは、今日何度目になるかわからない深いため息をついた。

（私の体、いったいどうしちゃったんだろう……）

　ウサギ姿から人間に戻れない。こんなことは、これまでの人生で初めてだ。

「ミレイナ。どうした？」

　落ち込むミレイナの体を、一緒にベッドに横たわるジェラールの手が優しく撫でる。

「昔、こうやって一緒に寝ていたな」

　そう言われ、ミレイナはジェラールと出会ったばかりの頃を思い出す。

　国境沿いのいざこざに巻き込まれたミレイナはウサギ姿で逃げようとして、流れ矢に当たり大怪我をした。動けなくなっていたところをジェラールとゴーランに助けられ、ウサギ姿のまま保護されていたのだ。

　あの頃は、ジェラールはミレイナのことをただのウサギだと思い込んでいた。ペットのように可愛がり、夜は自分と一緒にベッドで寝かせていた。

「大丈夫だ。ミレイナは元に戻る」

　ジェラールはミレイナの不安を拭い去るように言い聞かせる。

「だが、もし戻らなかったら――」

　ジェラールはミレイナを見つめ、目元を和らげる。

「それでも俺はお前を愛している」

　その瞳を見ていたら、泣きたくなった。

（私、なんでジェラール陛下から逃げていたんだろう）

　ジェラールが自分のことを大切にしてくれていること、そして、愛してくれていることは知っていた。

　それなのに、ミレイナはジェラールの隣に立つのが怖くて逃げ出したのだ。

（きっと、バチが当たったんだわ）

　こんな体では、竜王妃になることは二度と叶わないだろう。それなのに、ジェラールは未だにミレイナに「愛している」と囁き、大切にしてくれる。

　せめて、一度だけでも「私もジェラール陛下のことを愛しています」ときちんと伝えればよかった。会話すらできなくなり、後悔ばかりが押し寄せる。

　ジェラールはミレイナの小さな体を抱き寄せると、トントンと寝かしつけるように背中を優しく叩く。

　今はその愛情に縋すがっていたくなり、ミレイナはそっと目を閉じた。
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　翌朝、窓にかけられたカーテンの隙間から差し込む朝日の眩しさに、ミレイナは意識を覚醒させる。

　ゆっくりとまぶたを開けると、大好きな人の寝顔があった。

　高く筋の通った鼻び梁りょうに、男性にもかかわらず陶器のように透明感のある肌。閉じられた目元は、長いまつげが影を作っていた。

（ジェラール陛下、眠っているわ）

　あどけない寝顔は、いつもよりも幼く見える。

　以前ウサギ姿で一緒に寝ていた頃は逃げ出すことばかりを考えていて、こんな風に寝顔を眺めたことがなかった。

　ミレイナは思わずその頬に手を伸ばす。

　指先で触れると、少しだけまつげが揺れた。

（ふふっ、なんか可愛い）

　愛しさが込み上げてふにふにと頬を押していて、はたと気付く。

（あれ？　私……）

　確かめようと、両手を天井にかざすように持ち上げる。そこには、確かに五本の指がある人間の手があった。

「え？　戻った？」

　驚いて思わず漏れた声も、きちんと言葉になっていることに気付く。

「ん……、ミレイナ？」

　ミレイナの動く気配と声に目を覚ましたジェラールが、名前を呼びながら手を伸ばす。

　そしてミレイナに触れたジェラールの目は、ぱちっと開いた。

「ミレイナ、戻ったのか!?」

　がばりと起き上がったジェラールは信じられないと言いたげに、片手で口元を覆う。

「はい。私にも何が起きたのかよくわからないのですが、元に戻ったみたいです」

　ミレイナは上半身を起こし、自分の体を見る。昨日ウサギ姿になる直前に着ていた白と水色のワンピースが目に入った。

　その瞬間、力強く抱きしめられた。

「ミレイナ、よかった。心配した」

　背に回った腕に、強く力が籠る。

　心なしかその腕は震えている気がした。

（すごく心配してくれていたんだろうな）

　ジェラールがどんなに心配してくれていたのか、痛いほどに伝わってきた。

　ミレイナはジェラールを安心させるように、その広い背中に自分の両腕を回した。

「陛下、ご心配をおかけしました」

（きちんと言わないと……）

　ミレイナは目を閉じると、勇気を奮い立たせる。

　ジェラールから離れると、ベッドの上に正座した。

「陛下、お話があるんです」

　いつにないミレイナの真剣な様子に、ジェラールもこれは何か大切なことを話そうとしていると感じ取ったようだ。上半身を起こしたまま、ミレイナを見返す。

「昨日は本当に申し訳ございませんでした。あんなことになるなんて知らなくて」

「それは、ミレイナのせいではないだろう」

「はい。でも、あんなことになってすごく後悔したんです。散々陛下のお気持ちをはぐらかして逃げていたくせに、いざ人間に戻れないかもしれないって思ったときに――」

　話しながら、感情が昂るのを感じた。

　ずっとミレイナにまっすぐな愛情表現をして『妻になってほしい』と言い続けたジェラールからなんだかんだと言い訳して逃げていたのはミレイナだ。

　それなのに、ジェラールは昨日、ウサギから元に戻れないかもしれないミレイナに変わらぬ愛情を示してくれた。

　そして、ウサギ姿から戻ることができなければ彼のそばに立つことができないのだと悟ったときに、どうしてジェラールの思いに素直に応えなかったのだろうかと後悔ばかりが込み上げてきた。

「都合のいい話だっていうのはわかっています。でも、一番のショックだったのは陛下のそばに立つことが二度とできないんだってことでした。陛下とお喋りしたりすることも、これまでみたいにお茶をすることもできないんだってことで……。私は――」

　――ジェラール陛下のことが、好きなんです。

　ずっと言えなかった一言が、ようやく言えた。

　どんな反応を示されるのかと恐る恐るジェラールを見ようとしたそのとき、力強く抱きしめられる。そのままの勢いで押し倒され、柔らかい物で口を塞がれる。

　与えられた口づけは蕩けるように優しく、それはまるでジェラールの愛の深さを示しているようだった。

　ようやく唇を解放されたとき、ジェラールは熱を孕んだ視線でミレイナを見つめていた。

「先ほどの言葉にうそ偽りはないか？」

「ありません。私は、陛下のことを愛しています。本当は、ずっと昔から好きでした」

「っ！」

　ジェラールは言葉を詰まらせると、片手で口元を覆う。

「俺の妻になる覚悟ができたということか」

「はい。叶うことなら、あなたのそばにずっといたいです」

　ミレイナは了承の意思を込めて、しっかりと頷く。

「ミレイナ」

　蕩けるように甘い声色で名前を呼ばれた。

　そのまま両手の指を絡めるようにシーツに縫い付けられる。

「やっとだ。やっとお前のすべてが手に入る」

　ジェラールはどこか泣きそうな表情を浮かべる。

　慈しむようにミレイナの額、頬、鼻と順番にキスを降らせると、最後に唇を重ねる。それは角度を変えながら、徐々に深いものへと変わる。

　ようやくその長いキスを終えると、ジェラールはじっとミレイナを見つめてきた。

「ミレイナ、愛している」

　まるでミレイナがそこにいることを確認するかのように、ジェラールはミレイナの体を抱きしめる。

　どうしてこんなにも愛してくれているのに、逃げようとしていたのだろう。

　色々な感情が絡み合い、涙がこぼれ落ちそうになった。

「私もジェラール陛下を愛しています」

　今はこの人の熱に溶けてしまいたい。

　背中に手を回し、ふたりの顔が再び近付いたそのとき――。

「ジェラール陛下！　元に戻す方法がわかりました！」

　バシーンと勢いよく寝室のドアが開け放たれ、聞き覚えのある声がした。

（え？）

　ミレイナはハッと我に返り、ドアの方向を見る。

　天蓋から垂れ下がった薄衣越しにも、そこに立つラルフとバッチリと目が合ったのがわかった。

　ラルフはジェラールに組み敷かれる人間に戻ったミレイナの姿を見て目を見開いたが、大体の状況を即座に察したようだ。

「失礼いたしました。どうぞ私にはお構いなく、続きを――」

　開けられていたドアがパタンと閉まり、ラルフが見えなくなる。

「…………」

　部屋の中になんとも言えない空気が流れた。

　その空気を破ったのは、ミレイナだ。

「い、いやーー！」

（こんなところを見られるなんて、恥ずかしすぎる！）

　早朝のラングール国の王宮に、ミレイナの悲鳴が響き渡ったのだった。




◇　◇　◇




　ラルフの登場で一気に冷静になったミレイナは、一旦自分の部屋に戻ることにした。

（あー、恥ずかしかった）

　穴があったら入りたいとは、このことである。

　ウサギ姿だったら、本当に穴を掘って隠れていたと思う。

　まだ朝早く、住み込みの宿舎の廊下は静まりかえっていた。ミレイナは歩きながら、未だに羞恥から紅潮している頬を冷ますように手であおぐ。

「あれ、ミレイナ！」

　その静寂を破るような呼び声に、ミレイナはびくっとして足を止めた。

　声のほうを向こうと振り返ろうとした瞬間、勢いよく抱きつかれた。

「ミレイナ！　よかったー！　心配したんだよ！」

　目に入ったのは、ひとまとめにした赤茶色の髪の毛だ。

「え、リンダ？」

　ミレイナに抱きついてきたのは、リンダだった。

　リンダはミレイナをしっかりと抱きしめ、少し体を離すとこちらを見つめる。その目には、薄うっすらと涙が浮かんでいた。

「どこに行っていたの？　皆ですごく捜したんだよ」

「あ、ごめん……」

　リンダによると、昨晩はミレイナが帰ってこないと寮中が大騒ぎになったらしい。

　メイド仲間達が寮内をくまなく捜し、メイド長にも連絡したという。ジェラールの部下も何回も事情を聞きに来たらしい。

（そっか。私が行方不明になったから皆心配してくれて――）

「心配かけて、ごめんね。ちょっと色々あって」

　ミレイナはしゅんとして謝罪する。

「ううん。戻ってきてくれてよかったよ」

　リンダは人差し指で涙を拭うと、にこりと笑う。

（私、こんな風に心配してくれる友達がいて幸せ者だな）

　ミレイナはリンダの存在に、心から感謝する。

「ところでリンダ。随分と早いのね？」

　リンダはいつものように、黒いワンピースのメイド服を着ていた。

　まだ、早朝といってもいいような時間なのに、こんな時間から仕事なのだろうか。

「あ、ミレイナは知らないよね。実は昨晩、たくさんの魔獣が来たの。ちょっと心配だから、早めに行こうと思って」

「たくさんの魔獣？」

　すぐにピンときた。

（もしかして、あそこに閉じ込められていた魔獣達？）

「私も着替えたらすぐに手伝いに行くね」

「え？　でも、ミレイナは今日は休んでいたほうがいいんじゃない？」

「ううん。大丈夫！」

　ミレイナは拳を作った両肘を折って、元気だとポーズする。

「本当？　じゃあ、先に行って待っているね」

「うん、すぐに行くね」

　ミレイナは片手を振ると、大急ぎで自室へと向かったのだった。




　自室でいつものメイド服とケープ姿に着替えたミレイナは、早速魔獣舎へと向かう。

　けれど、魔獣舎に着く前からいつもと様子が違うことに気が付いた。

（なんだか、すごく騒がしいわ）

　普段、三匹のフェンリルと一匹のラタトスクしかいない魔獣舎は静かなことが多い。しかし、今日は様々な鳴き声がするのが遠く離れていても聞こえてくる。

　ミレイナは魔獣舎の入り口を開けると、恐る恐る中を覗き込む。

「ちょっとー。ご飯はお皿で食べるの！」

　リンダがたくさんの魔獣相手にお説教しているのが見えた。どうやら、ご飯をあげたら魔獣がそれをすべて床にばらまいてしまったようだ。

「リンダ」

「あ、ミレイナ。助かったー。こんなにたくさん、ひとりじゃ無理！」

　泣き言を言いたくなる気持ちもわかる。ざっと見た限り、二十匹近くの魔獣がいる。これをひとりで見るなんて、いくらなんでも無理だ。

「これはふたりでも無理だわ。メイド長に言って、魔獣係を増やしてもらおうよ」

　いくら気合いと根性を入れてもできないことはできない。ミレイナは魔獣舎の状況を見て、即座にそう判断した。

「うん、そうだよね」

　完全にキャパオーバーで半泣き状態だったリンダもこくこくと頷く。

「私、メイド長のところに行って状況を話してくるわ。今日の助っ人もほしいし」

「うん、お願い」

　早速メイド長に直談判しに行こうとしたミレイナは、ふと魔獣舎の奥に見覚えのある姿を見つけた。

［あ、あなた］

　ミレイナの声に、その一角獣も目を見開く。

［ミレイナ！］

　一角獣はミレイナのもとに駆け寄ってくる。

［無事だったのね。よかった］

［うん。昨日、知らない竜人達にここに連れてこられた。抵抗しようと思ったんだけど、お兄ちゃん達が大丈夫だって言うから］

［お兄ちゃん達？］

　一角獣の視線が一点を向く。

　そこには、小さな魔獣達の騒がしさに困惑顔のシェット達の姿があった。

（そっか。シェット達がいてくれたから、私達のことを信用してくれたのね）

　この魔獣達は傷つけられて無理矢理連れ去られた子ばかりだ。もしもシェット達がいなかったら、また傷つけられて閉じ込められると勘違いして抵抗したかもしれない。

　ミレイナはシェット達のもとに歩み寄る。

［シェット、イレーコ、エミーユ、ラト。昨日は助けてくれてありがとう。それに、とっても頼りになるお兄ちゃんお姉ちゃんになったね］

　シェット達四匹は一斉にミレイナのほうを向き、その後顔を見合わせる。

［どういたしまして。なんたって、俺達はもう従獣だもん］

［うん、そうだよね］

　誇らしげに言う彼らの姿に、ミレイナは相好を崩す。

　そして、今日も魔獣係を頑張ろうと気合いを入れたのだった。
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　メイド長の部屋は、王宮の一階にある。

　廊下を歩いていたミレイナは、前方から楽しげな声が聞こえてくることに気付いた。目を凝らすと、若いメイド達が楽しげに話しながら歩いて来るのが見えた。

（あれは、マリベル様？）

　前方から近付いてくる四人のメイドのひとりはマリベルに見えた。

（マリベル様も心配していたかもしれないから、無事に帰れたってお知らせしたほうがいいわよね）

　昨日馬車に乗せてくれたマリベルは、ミレイナが行方不明になったことも知っているはずだ。きっと、心配してくれていたに違いない。

「マリベル様！」

　ミレイナが名前を叫ぶと、前方の四人のメイド達がこちらに注目する。

　ミレイナを見つけたマリベルは、驚いたように目を見開いた。

「昨日はご迷惑をおかけしました。色々ありましたが、無事に戻れました」

　駆け寄ったミレイナは頬を紅潮させながら、頭をぺこりと下げる。

（あれ？）

　マリベルが何も返事しないので、ミレイナは不思議に思って顔を上げる。

「マリベル様？」

　そこでマリベルはようやくハッとしたようだ。

「ミレイナ様、よかったわ。とても心配していたの。昨日、突然ウサギ姿になって馬車を飛び降りてしまわれたから」

　マリベルはそこまで言うと、口元を押さえて言葉を詰まらせる。

「一生懸命捜したのですけど全然見つからなくて……」

　ポケットからハンカチを取り出すと、マリベルは目元を拭う。その様子に、周囲にいたメイド仲間達が「心配でしたね」「よかったですわ」とマリベルを励ますような言葉をかける。

（一生懸命捜した？）

　ミレイナは、マリベルの言葉に違和感を覚えた。

　ミレイナはあの場でしばらく留まって、マリベルが戻ってくるのを待った。けれど、一向に戻ってくる様子はなかったのだ。

（私があの変な人達に連れ去られた後に捜しに来てくれたのかしら？）

　ミレイナが戻ってきてくれてよかったと涙ぐむマリベルに深く追及することもできない。

　少しモヤモヤしたものの、ミレイナはもう一度お礼を言って今度こそメイド長の部屋に向かう。結果、無事に三名の助っ人を派遣してもらう約束を取り付けたのだった。
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　一方その頃、ジェラールはラルフからの説明を聞きながら考え込んでいた。

「なるほど。薬の効果で元の姿に戻れなくなっているのだから、その効果が切れればおのずと元に戻るということか」

「はい。同じような薬が少し前にもアリスタ国にも出回っており、すぐに禁止薬剤に指定されたとのことです。ただ、成分を少し変えて似たような薬がすぐに出回るようです」

　これです、とラルフは何種類かの薬包を机の上に置いた。

「なるほどな」

　ジェラールはふむと頷く。

　ラルフは昨晩、ジェラールの命を受けて竜に姿を変えてアリスタ国の王宮まで赴いた。

　急な、それも前触れもない訪問にアリスタ国側は大層驚いていたが、それでもジェラールからの手紙を持ったラルフを見てこれは只事ではないとすぐに悟ったようだ。王太子のリックが対応に現れてくれた。

　そこでラルフからの事情を聞いたリックの見解は、ジェラールの予想と同じくなんらかの獣人向けの薬が使われたのではないかということだった。似たような薬が以前、アリスタ国にも出回ったことがあると。

　獣人の活躍を面白く思わない、一部の偏った思想の持ち主がよからぬ薬を作っているとはリックから手紙を通じて聞いていた。

　しかし、まさかその薬がミレイナに使われるなどとは、思ってもみなかった。

「ミレイナが自分から飲むとは考えられない」

「それには私も同感です。知らない間に飲まされたのではないでしょうか？」

　ジェラールは怒りが込み上げるのを感じた。

　誰が何の目的で、ミレイナにそんなものを飲ませたのか。

　ただ、ミレイナを快く思わない人間が近くにいる。それだけは確かだ。

「絶対に捕らえて、然るべき処分を下す」

　ジェラールの怒気を孕んだ声に、部屋の隅で横になっていたゴーランが心配そうに顔を上げた。

「まずは、ミレイナの安全を確保する必要があるな」

　いつどこで、またおかしなことをされるかわからない。今回は薬だったが、次は違うもので狙われるかもしれない。

「密かに護衛を付けたほうがいいかと」

「ああ。ただ、犯人がわからない以上くれぐれも内密にしてくれ」

「心得ております」

　ラルフがしっかりと頷く。

（くそっ！　絶対に捕らえてやる）

　ジェラールは今後のことを考え、どのようにことを進めるべきかと深い思考に沈み込んだ。
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　その日の午後、ミレイナはいつもの時間にジェラールのところに向かった。

　ジェラールは穏やかな笑みを浮かべてミレイナを部屋に迎え入れる。

　毎回座るジェラールの向かいに座ろうとすると、「待て」とジェラールに止められた。

「ミレイナ、違う。ここだ」

　ジェラールはぽんぽんと自分の隣の座面を叩く。

　ミレイナは少し迷ったものの、言われた通りジェラールと同じロングソファーに座った。

「ミレイナ、なぜそこに座る？」

　ジェラールに怪訝な顔で問われ、ミレイナはびくっと肩を揺らす。

　ミレイナが座っているのはソファーの一番端、ジェラールが腰を下ろしている場所からだとおよそ一メートル離れている。

（だって、恥ずかしいんだもん）

　今朝はあれほど素直にジェラールに好きだと伝えられたのに、数時間経つと気恥ずかしさが勝ってまともに顔を見ることもできない。

　もじもじとしているミレイナを見かねたのか、ジェラールのほうが立ち上がってミレイナの隣に腰を下ろす。そして、ミレイナの顔を覗き込んできた。

「ミレイナ、どうした？」

「え？」

　ミレイナはぱっと視線をジェラールに向ける。

「やっと、俺を見たな」

　目が合ったジェラールは、ふわりと笑う。その笑顔を見たら、胸がぎゅっと締め付けられた。

（か、かっこいい……！）

　ミレイナの顔はたちまちバラ色に色づく。

　こんなに素敵な人が自分を愛しているとか、両思いだとか、本当に夢を見ているみたいだ。

　ジェラールはミレイナの色づいた頬を愛しげに撫でる。

「何だ？　頬が赤いな。意識してくれているのか？」

　あっさりと言い当てられた恥ずかしさから、ミレイナはふいっとそっぽを向く。ジェラールがくくっと肩を揺らして笑っているのがわかった。

　ジェラールはミレイナの肩に腕を回す。

「そうだ、ミレイナ。今晩からは毎日一緒に寝るぞ」

「え!?」

　告げられた思わぬ提案にミレイナは狼狽える。

　正式に結婚すれば一緒に寝るのだろうが、今から？

（ど、どうしよう。まだ心の準備が……）

　おろおろするミレイナに、ジェラールは言葉を続ける。

「ミレイナは獣人だろう？　なるべく早い時期から長時間触れあって、気配を移しておきたい」

「え？　気配を移すって？」

　ミレイナは意味がわからず、首を傾げる。

「竜人は長命だろう？　番つがった相手が異種の場合は、なるべく一緒に過ごして気配――自身の魔力を移すんだ。ずっと一緒にいられるように」

「え、それって……」

　ミレイナは驚いてジェラールを見返した。

（もしかして、寿命の差が縮まるってこと？）

　ミレイナはアリスタ国のクレア王女が竜人は長命なので、自分は竜人以外と一緒になりたいと言っているのを聞いて、てっきりその差は縮まることがないのだと思っていた。

　ジェラールはそれを聞いて、すぐに「ああ」と言った。

「竜人は長命な故に、そういうことができる。だが、どれだけ番った相手の寿命が延びるかは、どれだけ長い時間触れあって寵愛を与えたかによる」

「あ、だから……」

　ジェラールの言葉が意味するところはつまり、政略結婚などで愛がなく、ほとんど接触がないと通常の寿命で死ぬということだ。

　ミレイナはようやく理解した。

　そして、ずっと自分が誤解していたことに気付いた。

「実は、ジェラール陛下と寿命が違うことをずっと気にしていたんです。陛下はずっと素敵なままなのに、私だけ老いて先立つのかと思って。だから、まだいもしない自分の後に陛下の愛情を受ける女性を思って、嫉妬していました」

「いもしない相手に嫉妬していたのか？」

　ジェラールは驚いたように目を見開く。

（なんか、すごく恥ずかしい……！）

　これでは、ミレイナがものすごく嫉妬深いようだ。

「お前は本当に可愛いな」

　肩に回されていた手で頭を抱き寄せられると、頭頂部に口づけられる感覚がした。ミレイナが顔を上げると、顎を掬われて今度は唇が重ねられた。




　その後ミレイナはジェラールといつものように、お茶とお菓子を楽しむ。

　そろそろ時間がという頃に、ジェラールがこちらの様子を窺うように口を開いた。

「ミレイナ。昨日の件だが……」

　その瞬間、ミレイナは楽しい時間でふわふわしていた気持ちが一気に凍り付くのを感じた。

「色々と不明点が多い。ミレイナがまた何者かに襲われる可能性がないとも限らない」

「え……？」

　昨日の件は、自分が狙われていた？

　ミレイナは動揺した。

「だが安心しろ。お前のことは、俺が必ず守る」

「はい」

　ミレイナは震えそうになる手をぎゅっと握りしめる。

　ジェラールはそんなミレイナを安心させるように、すっぽりと抱きしめてくれた。
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　例の事件の日、ジェラール達が保護してきた魔獣は全部で十七匹だった。

　ミレイナが魔獣達に話を聞いた限り、保護された魔獣達はやはり罠にかけられて捕らわれていたようだ。

　そのうち半数は翌日に、魔獣の森にいる家族のもとへと無事帰って行った。

　残りの九匹は怪我をしていて治療中だったり、家族が見つからないなどの理由でまだ魔獣舎に残っている。

　魔獣は魔力が豊富で、怪我が治るのも早い。

　保護してから数日経つと、怪我をしていたり少し元気がなかった魔獣達もすっかりと元気になった。

［よし。じゃあ、今日も皆でお散歩に行きますよー］

　ミレイナは元気よく魔獣達に声をかける。

［はーい］

　魔獣達がミレイナに負けないくらい、元気に返事をする。

　一番多いのはフェンリルで五匹、ラタトスクが一匹、マフートという首の長い黒豹のような見た目をした魔獣が一匹、ファイヤーレオパードという同じく豹のような見た目の魔獣が一匹、そして、一角獣が一匹だ。

　ミレイナはここのところ、毎日のように魔獣達を魔獣の森に連れて行っている。散歩をしているという他に、これにはもうひとつ理由がある。

　もしも可能ならば、彼らを家族のもとに戻してあげたいと思ったのだ。

　魔獣の森を歩いていれば、偶然見覚えがある場所を通りかかって家族のもとに帰れる子もいるかもしれない。

［よし。出発よ］

　ミレイナはいつもの四匹に加えて、九匹の魔獣の計十三匹を連れて歩き出す。

（今日はお天気がいいから、絶好のお散歩日和だなあ）

　見上げると抜けるような青空が広がり、ところどころに綿菓子のような雲が浮いている。その雲がゆっくりと右から左へと流れていた。足下には白いお花がたくさん咲いている。

「おや、お散歩ですか？」

　前方から歩いてきた中年の男性が、ミレイナを見て立ち止まる。

（この方は確か、マリベル様のお父様のブレンダン様？）

　白髪の交じる長い髪を後ろにまとめ豪奢な貴族服を着ているその人は、王都近郊のナルト地方を治めるスターラック侯爵ことブレンダン＝スターラックだ。

　お妃教育の一環で、国内貴族についても一通り学んだ。ナルト地方は王都から近い上に金鉱山があるため経済的に潤っており、故に発言力も強い人物だったはずだ。

「はい。天気もよいのでこの子達を散歩に連れて行こうかと」

　ミレイナも足を止めた。

「おひとりですか？」

「はい。行き慣れておりますから」

「そうですか。お気を付けて」

「ありがとうございます」

　ブレンダンが口元に笑みを浮かべたので、ミレイナは会釈を返してまた歩き出す。

［今日はどこに行くの？］

［昨日は魔獣の森の西側に行ったから、今日は東側のまだ行っていないところにしましょうね］

［うん！］

　一角獣――この子にはサシーと名前を付けた――が嬉しそうにぴょんぴょんと跳ねる。

　途中、皆で追いかけっこをしたりしながらミレイナ達は森の奥へと進む。

［あ、僕ここ知っているよ！］

　途中で一匹の子フェンリルがそう叫ぶ。そして、勢いよく走り出した。

（あ、家族を見つけたのかしら？）

　ミレイナも走って追いかける。

　家族の再会はいつも感動的だ。我が子が戻ってきたことに大喜びする魔獣達に礼を言われながら、ミレイナはまた散歩の続きをする。

（今日はそろそろ戻ろうかな）

　あまり森の奥に入り込むと危ないし、既に一時間ほど歩いた。

　そろそろ帰ろうとミレイナが踵を返そうとしたそのとき、後方からヒュンと風を切るような音がして、すぐ端の地面に何かが突き刺さった。

（え？）

　ミレイナは驚いてそちらを見る。

　枯れ葉に半分埋もれて地面に突き刺さるそれが何かを認識して、背筋が凍り付くのを感じた。

「これって……」

　それは、紛れもなく弓矢の矢のように見えた。

（誰かに狙われた？）

　ジェラールから以前、『また何者かに襲われる可能性がないとも限らない』と言われたことを思い出し、ドクンと心臓が跳ねる。

　ミレイナは咄嗟に周囲を見回した。

　次の瞬間、また風を切るような音がする。

　まっすぐにこちらに向かってくる弓矢を見て、ミレイナは目を見開く。

（避けられない！）

　顔を覆うように両手を上げ、痛みに備えてぎゅっと目を瞑る。しかし、痛みは来ずに代わりにバチンと大きな衝撃音がした。

　目を開くと、足下に今飛んできたと思われる矢が転がっている。

（あ、ジェラール陛下のカメオ！）

　すぐに、以前ジェラールが贈ってくれたカメオのペンダントにかけられた、防御の効果のお陰だとわかった。

「捕らえろ！」

　いつの間に現れたのか、ラングール国の軍服に身を包んだ人々が木々の合間から飛び出してきた。

（どうしよう。怖い……）

　今度こそ絶体絶命かと思い、ミレイナは咄嗟に一番近くにいた子フェンリルを抱きしめる。

　しかし、竜人達は予想に反してミレイナとは別の方向に向かって一斉に走り出した。

［俺達も加勢するぞ！］

　シェットが叫ぶと、反応するようにエミーユとイレーコ、ラトもそちらに向かって走り出す。

　数分後、ミレイナは目の前に広がる光景を見て呆然とした。

「ブレンダン。これはどういうことだ？」

　凍てつくような眼差しを送りながら冷ややかな声で問いかけるのは、ここにいるはずもないジェラールその人で。

　その足下には、軍服姿の竜人に押さえつけられる数人の男達が横たわっていた。そして、その中心にはウォルトに押さえつけられるブレンダンがいた。
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　身を固くしていると、侍女によって目の前に温かい紅茶が置かれた。

　ふんわりと優しい香りが鼻孔をくすぐる。

「ミレイナ、大丈夫か？　少し飲むといい」

　気遣うように、隣に座るジェラールがミレイナの背中を撫でる。けれど、命を狙われるという体験への恐怖心は簡単には抜けそうにない。

　小刻みに体を震わせるミレイナを見てジェラールは眉根を寄せる。次の瞬間、ふわりと体が浮いて優しい温もりに包まれた。

「これで少しは怖くないか？」

　ジェラールの顔が、鼻先が触れそうなほどに近付く。膝の上に横抱きされたのだと気付き、ミレイナは慌てた。

「あ、ごめんなさい」

「なぜ謝る？」

　ジェラールはミレイナに腕を回すと、慈しむようにその体をしっかりと抱きしめる。

　豪奢な衣装越しにジェラールの胸の鼓動が聞こえてきて、すると不思議なほどに恐怖心が薄れるのを感じた。

　ミレイナはジェラールの胸にぴったりと体を寄せる。

「ミレイナが無事でよかった」

　掠かすれるような小さな呟きが聞こえる。

「だって、ジェラール陛下が守ってくださっていたじゃないですか」

　ミレイナは常に、ジェラールの贈ってくれたカメオの加護に守られている。それに、今回の件で知ったが、ミレイナの知らないところで密かに護衛も付けてくれていた。

「それはそうなのだが、それでも心配なんだ」

　ミレイナを抱きしめるジェラールの腕に力が籠る。

「前にも言っただろう？　ミレイナを失ったらと思うと、怖くてたまらなくなる。お前の前だけでは、ひとりの男に成り下がりたくなる」

　熱を孕んだ瞳に見つめられ、ミレイナは目を閉じる。

　すぐに唇に柔らかいものが重ねられた。

「ミレイナ……」

　甘さを乗せた声で名前を呼ばれると、それだけでふわふわと夢見心地になる。どこかで、木を叩くような音がした気がした。

　もう一度唇が重なりそうになったそのとき、ガチャッとドアノブを回す音がした。

「ジェラール陛下、お待たせいたしました」

（え？）

　ミレイナはハッとしてパチッと目を開ける。

　入り口にいるラルフ、それに、その後ろに控えるウォルトとしっかりと目が合った。

「…………」

　いつだかと同じようなシチュエーションに、羞恥からミレイナの顔は一気に熱くなる。

「いやー！」

　この日もミレイナの悲鳴が王宮に響き渡ったのだった。
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　ジェラールは眉間に手を当て、はあっと息をつく。

「ラルフ。お前は最近、タイミングが悪いときにドアを開けることに関して天才的だな」

　そして、羞恥のあまりに穴があったら入りたく、でも穴がなかったのでウサギ姿に変わってしまったミレイナを膝に抱く。

「申し訳ございません。しかしながら一言言わせて頂きますと、気持ちを通わせてからのミレイナと陛下は四六時中いちゃいちゃしておられますので、誰がいつドアを開けてもタイミングは悪いかと思います。それに、ノックはしました」

　さすがはジェラールが小さい頃から兄のように見守ってきただけある。ジェラールの皮肉をラルフはにこりと笑ってかわすと、書類を持っていた片手を上げた。

「今、報告しても？」

「ああ」

　ジェラールの許可を得ると、ラルフとウォルトはジェラールと向かい合うようにソファーに座った。

「本日の件ですが、ブレンダンの差し金でほぼ間違いありません。捕らえた者達が金で雇われたと証言しております。ただ、本人は否定しており、魔獣の森を散歩していたらたまたま現場に居合わせたと申しております」

「たまたま、とはよく言ったものだな」

　ジェラールはふんっと鼻で笑う。

　これまで、ブレンダンが日常的に魔獣の森を散歩しているという話は一度も聞いたことがない。なんとも苦しい言い訳だ。

「スターラック邸にもフェンリル達を連れて調査に向かいました。そこで、これを発見しました」

　ラルフがポケットから何かを取り出す。それは、白い薄紙を折り曲げて包み状にしているものだった。

（薬包かしら？）

　よく見ようと、ミレイナはジェラールの膝の上から首を伸ばす。薄紙の包みは、アリスタ国にいた頃に風邪をひくと薬局で処方してもらえた薬によく似ていた。

「獣人向けの違法薬か」

　ジェラールの呟きに、胸がドクンと鳴った。

　――獣人向けの違法薬。

　国交正常化記念祝賀会の際にアリスタ国から来た獣人のアダムから話を聞いた。確か、獣人の体質を利用した違法な薬が出回っていると言っていたはずだ。

（もしかして……）

　違法な薬物がスターラック邸で発見された。

　ミレイナがウサギ姿から戻れなくなったあの日、ミレイナはスザンナ主催のお茶会に参加した。そこでは皆が手土産に持参した菓子を頂いており、その中にはブレンダンの娘であるマリベルが持参したものもあった。

『我が家のシェフの手作りなの。ミレイナ様も是非食べてね』

　マリベルの言葉が甦る。

（あの中に薬が混ぜ込んであったのね）

　ラルフがジェラールに説明している話を聞く限り、獣人向けの薬は獣人以外には効かないようだ。それ故、薬が入っているとは気付かずに口にしてしまう獣人が多いという。

（じゃあ、私が馬車から落ちたのも）

　落ちる瞬間、背中を押されたような気がした。馬車が揺れたせいだと思い込んでいたけれど、きっと意図的に押し出したに違いない。

　無蓋馬車で来たのも、乗せてあげると言ったのも、すべては最初から計画したことだったのだ。

「先日魔獣達を救出した屋敷にいた連中ですが、彼らもブレンダンが糸を引いておりました。ミレイナが魔獣飼育のシステムを考案して成果を出すのが気に入らず、逆に違法業者のような負の面が出てきたことを印象づけたかったようです。竜王妃には相応しくないと印象づけて、代わりに自分の娘を陛下の妻の座に収めようと画策していたとみて間違いないでしょう」

　ラルフは書類を捲めくりながら、淡々と報告を続ける。

（ひどい！　許せない）

　ミレイナは元々滅多なことでは怒らない温厚な性格だけれど、それでもこれ以上は許せないと思う一線がある。今回の件は、それを遥かに超えていた。

　ジェラールが助けてくれなかったら、ミレイナはただのウサギとしてあそこに閉じ込められていた。それに、薬が切れた後はラングール国では非常に珍しい獣人としてそれこそどこかの見世物小屋に売られていたかもしれないのだ。

　それに、何の非もない魔獣達をあんな風に罠で捕らえて劣悪な環境に置くなんて、許せない。

　怒りでぷるぷると震えるミレイナの背中をジェラールの手が優しく撫でる。お腹の下に手を入れられて、ジェラールの目線まで持ち上げられた。

「大丈夫だ。ミレイナのことは俺が守る。それに、今回の件は絶対に許しはしないし、二度と同じことを起こさせはしない」

　青い瞳に見つめられ、幾分か気持ちの昂りが落ち着くのを感じた。

　ジェラールはミレイナの鼻先に唇を寄せ、キスをする。

「ミレイナ、俺を信じろ」

　そう言われただけで、何もかもが上手くいくような気すらした。

［……うん］

　ジェラールはまるでミレイナの言葉が通じたかのように微笑むと、またその小さな体を大切に胸に抱く。

　それを向かいのソファーに座りながら眺めていたラルフとウォルトが「ウサギ姿のときもやっぱりいちゃいちゃしているんだな」と思っていたことなど、知るよしもない。










八．ミレイナ、竜王陛下との未来を決意する




　事件から数カ月が経ち、ラングール国では平和な日々が続いていた。

　事件を首謀したスターラック侯爵家は爵位を没収されて、当主であったブレンダンは処分を決めるための裁判待ちだ。

　そして、マリベルは遠い僻へき地ちの修道院に送られた。

　スターラック家の悪事が明るみに出て関係者が拘束された日、マリベルはいつものようにジェラール付きの侍女として王宮に出仕していた。

　ちょうどジェラールの部屋に訪れたところで拘束されたマリベルは、文字通り錯乱状態だった。

『なんであんたなんかが……』

　後ろ手に拘束されたマリベルに憎悪に満ちた瞳で睨み付けられ、ミレイナは思わず震え上がる。

　すぐにジェラールがマリベルからミレイナを庇かばうようにその間に立ち塞がった。

『ミレイナを愚弄するのは俺を愚弄するのと同意だ。ミレイナほど俺の妃に相応しいものはいない』

　ジェラールは冷然とした眼差しでマリベルを見下ろす。

　一方のマリベルは唇をわなわなと震わせた。

『陛下、なぜですか！　わたくしのほうがずっと竜王妃に相応しいのに！』

　髪を振り乱したマリベルは叫ぶ。

『それすらわからないお前は、ミレイナがいなくとも俺の妻にはなり得ない』

　ジェラールは冷たく言い放つと、パチンと指を鳴らす。

『連れて行け。目障りだ』

　ジェラールの合図にあわせ、護衛兵がマリベルの体を引く。マリベルは身を捩よじって激しく抵抗した。

『何をするの、無礼者！　わたくしを誰だと思っているの！　離しなさい！』

　引きずられるように連れて行かれる最中も取り乱した様子で叫ぶマリベルを、ミレイナは半ば呆然と見送った。

　これまでの人生で体験したことのない明確な悪意に、恐怖でカタカタと体が震える。

『ミレイナ、もう大丈夫だ』

　ジェラールはミレイナの肩を抱き、もう片方の手で背中を撫でる。

『これからもお前のことは俺が守る』

　安心させるように、優しく抱きしめられた。




　そして、事件前と変わったことがもうひとつ。

　魔獣舎には、元々いた四匹の魔獣達に加え、今も三匹のフェンリルと一匹のファイヤーレオパード、それに一角獣が残り、とても賑やかになった。

　それに伴い、魔獣係は全部で五名に増員された。全員が他の業務と兼務しており、チーフはリンダが務めている。

　なお、この増員に当たっては選任が難航するだろうとミレイナは覚悟していた。なぜなら、魔獣係は数あるメイドの仕事の中でも最も敬遠される職種なのだ。

　初めてミレイナが魔獣係になった際も、『誰しもが嫌がり一週間もたない』と言われていたほどだ。

　ところが、蓋を開ければ新規魔獣係の募集には応募が殺到したという。

『だって、魔獣係になると陛下の側近の方達と高確率でお知り合いになれるでしょう？』

『それに、魔獣ってよくよく見ると可愛いわ。ふわふわしているし』

　理由を聞くと、彼女達はそう言って屈託なく笑った。

（何にしても、たくさん魔獣係が増えてくれてよかった！）

　ミレイナが心底ほっとしたのは言うまでもない。
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　この日も他の魔獣係と共に魔獣達のお世話をしていたミレイナは、目の回るような忙しさを迎えていた。

［ねえねえ、お腹空いた］

［お散歩に行きたいよ］

［ミレイナ、遊んでよー］

　背後からはひっきりなしにミレイナに呼びかける声がする。さらに、ぐいぐいとケープを咥えて引っ張る子まで。

（ひええ～）

　今日は朝から四人がかりでずっと働きっぱなしなのに、ちびっ子魔獣達の〝遊んでコール〟にはきりがない。

（もー、無理！）

　ミレイナが半分お手上げ状態になったそのとき、大きな声がした。

［おい、お前達！　ミレイナが困っているだろう］

　颯さっ爽そうと現れたシェットが、ちびっ子魔獣達を窘たしなめるように言う。

［それに、おやつは三時だ。こんな我慢ができないようだと、立派な従獣にはなれないぞ］

　ちびっ子魔獣達はその言葉に、ハッとしたような顔をした。

［［［はーい！］］］

　元気な返事が重なる。

　最近になってシェット、イレーコ、エミーユ、ラトは以前にも増して従獣として活動することが増えてきた。先日は、イレーコが逃走していた窃盗犯の追跡で大活躍した。

　このちびっ子魔獣達は皆、竜人と共に活躍する従獣になることに憧れているのだ。

［シェット、ありがとう］

［これくらい、任せろ］

　お礼を言うミレイナに、シェットは得意げに答える。

（なんだか、急にお兄ちゃんになってきたなあ）

　自分より小さな魔獣達がたくさん魔獣舎に仲間入りしたせいか、はたまた従獣としての訓練を受けるようになって本人達の意識が変わってきたせいか、最近シェット、イレーコ、エミーユ、ラトの四匹は急に大人っぽくなった。

　いつの間にか三匹のフェンリルの体の大きさも一メートル弱まで大きくなっている。成獣になれば二メートルを超すのでまだまだ成長途中ではあるが、それでもかなりの大きさだ。

（初めて会ったときはまだ柴犬くらいのサイズしかなかったのになぁ）

　ミレイナは初めて魔獣係としてここにやって来た日のことを、昨日のことのように思い出す。

（やんちゃで可愛らしい子フェンリルだったのになあ）

　ちびっ子魔獣達は一瞬こそ注意されてしゅんとしていたが、すぐに気を取り直し、今度はシェットのもとに歩み寄る。

［ねえ、シェット遊んでよ］

［遊んで、遊んで］

　自分より小さなフェンリル達に囲まれたシェットはたじろいたように後ずさる。そして、ぴょんっと跳ねて外へと走り去った。

［あ、待てー！］

［追いかけっこかな］

［よし、行こう！］

　ちびっ子魔獣達が一斉にシェットを追いかけ始める。その様子を眺めながら、ミレイナはくすくすと笑う。

　そのとき、ミレイナは魔獣舎と外を隔てる柵越しに見覚えのある人が近付いてくるのを見つけた。

「ジェラール陛下とゴーラン？」

　それは、ゴーランを連れたジェラールに見えた。

　遊び場で遊んでいた魔獣達もすぐにジェラール達に気付いたようだ。外と隔てる柵の前で［ジェラール。ゴーラン！］としきりに尻尾を振りながら叫んでいる。

　魔獣舎の中に入ってきたジェラールに、リンダを始めとする魔獣係達が頭を下げる。ジェラールは彼らに「俺のことは気にせずに作業してくれ」と言った。

　ミレイナはジェラールのもとに歩み寄る。

「ジェラール陛下、どうされたのですか？」

「ミレイナの様子を見に来た。執務の息抜きだ」

　ジェラールはミレイナを見下ろし柔らかく目を細める。ジェラールの足下には、いつの間にかちびっ子魔獣達がわらわらと集まっていた。

「だいぶ減ったが、これ以上は森に戻すことが難しそうか？」

「はい。何度も魔獣の森に連れて行きましたが、家族は見つけられませんでした。ここで従獣になるのがよいかと」

「そうか。では、近日中に相性を見てみよう」

　ジェラールは少し屈むと、前足をジェラールの足にかけて立ち上がっていたちびっ子フェンリルを抱き上げる。ちびっ子フェンリルは引きちぎれんばかりに尻尾を振った。

　ジェラールは棚に置かれたブラシにふと目を留める。

「それはミレイナが作ったブラシか？」

「あ、そうです。使ってみますか？」

　ミレイナが手渡すと、ジェラールは素直にそれを受け取る。優しいブラッシングにちびっ子フェンリルは気持ちよさそうに目を瞑り、いつの間にかすやすやと寝息を立て始める。

　ジェラールはそのちびっ子フェンリルをそっと魔獣舎の中の藁わらの上に置いた。

「気持ちよかったんですね」

「今夜、ミレイナにもやってみようかな」

「え！」

「夜、いつもウサギ姿だろう？」

　ジェラールににこりと笑いかけられ、ミレイナはうぐっと言葉に詰まる。

　今晩から一緒に寝るぞと宣言された日以降、ミレイナは毎晩ジェラールと一緒に寝ている。とはいっても、色っぽいことは一切なく、ウサギ姿でだが。




　思いを通わせて最初に夜を共にした日、ミレイナはかちんこちんに緊張していた。

　ガチガチになりながらもひとりでベッドの端に座っていると、シルクのローブタイプの寝間着を着たジェラールが浴室と隔てるドアから入ってきた。

『ミレイナ』

　甘い呼び声に、もう心臓が止まりそうだ。

　ずっと昔、ウサギだと勘違いされたミレイナはジェラールと一緒に寝ていた。その頃に何回も見たはずのジェラールの寝間着姿は、記憶の中のそれより数段色気が漂っている。

　ジェラールがミレイナのすぐ隣に腰掛けた重みで、ベッドが少し沈む。

『ミレイナ？　どうした？』

　顔を覗き込まれて目が合った瞬間、羞恥から火が出そうなくらい顔が熱くなる。

『真っ赤だな』

　ふっと笑ったジェラールはゆっくりと唇を重ねてきた。

　そのまま後ろに押し倒され、シーツに背中が沈む。唇を解放されたミレイナはジェラールを直視できず、視線を逸らす。ちょうど目に入ったジェラールの少し乱れた着衣の合間から、たくましい胸元が見えた。

（だめ、やっぱり無理！　ジェラール陛下が眩しすぎて目が潰れる！　緊張しすぎて死んじゃう！）

　ミレイナはぎゅっと目を瞑ると、両手に力を込めてジェラールの胸をぐいっと押し返す。

『ミレイナ？』

　ジェラールの戸惑ったような声がした。

『へ、陛下！　無理です！』

　ミレイナはがばりと上半身を起き上がらせる。

『ジェラール陛下が素敵すぎて、緊張のあまり死んでしまいそうです。慣れるまでの準備期間が必要です！』

『は？　準備期間？』

　ジェラールは呆気にとられたようにミレイナを見返した。

（ど、ど、どうしよう……。あ、そうだ！）

　次の瞬間、ミレイナはポンッとウサギの姿に変わった。

（さすがに怒るかな……？）

　恐る恐るジェラールのほうを見る。ジェラールは目元を片手で覆い、肩を揺らしていた。

『はははっ。緊張のあまり死んでしまいそうとは、ミレイナらしいな』

　耐えきれないように大爆笑したジェラールは少し黒い笑みをミレイナへと向ける。

『慣れるまでの準備期間なら、早く慣れるように存分に触れ合わなければな』

（え……？）

　その後はもう、ジェラールの満足するまで頭から尻尾までもふられまくりである。

　その日以来、毎晩ジェラールに存分にもふられいつの間にか眠ってしまい、気が付くと朝までジェラールの胸の中という状態だ。




「それとも、今日から人間の姿で寝るか？」

　ジェラールは魔獣舎の壁にトンッと片手を付くと、ミレイナを囲い込む。

「そろそろ慣れただろう？　それはそれで、大歓迎だ」

　屈んでミレイナの耳元に口を寄せたジェラールに、囁かれた。

「いえ、もう少しの間、ウサギ姿でお願いします！」

　ミレイナは顔を真っ赤にして、ぶんぶんと左右に首を振る。

　あわあわしながらも即答するミレイナを見て、ジェラールはくくっと肩を震わせた。

「では決まりだな。ブラシは早速手配しておこう」

　楽しげなジェラールはミレイナの額にキスをすると、背後を振り返る。

　さっきまであれほどたくさんいた魔獣と仲間の魔獣係達はいつの間にかどこにもいない。全員、外の遊び場に行ってしまったのだ。

（皆、毎回余計な気を使いすぎだから！）

　毎度毎度、ジェラールが魔獣舎に遊びに来てミレイナといると、いつの間にか魔獣係の仲間や他の魔獣達が周囲からいなくなっている。ミレイナとジェラールに気を使って、わざわざその場から席を外していると気付くまでにはさほどかからなかった。

　後からリンダに「ミレイナったら愛されてるー！」と散々からかわれるのだから、勘弁してほしい。

（でも――）

　ミレイナはジェラールを窺い見る。

（竜王妃になるって決めても魔獣係をやらせてもらえるのも、ジェラール陛下のお陰なんだよね）

　魔獣係はどう考えても竜王妃の仕事ではない。けれど、ミレイナが続けたいとお願いすると、ジェラールは可能な限り、続けられるように配慮してくれた。

「ジェラール陛下」

「何だ？」

　ジェラールはこちらを向くと、柔らかに微笑む。

「私のわがままを聞いてくださり、ありがとうございます。その、魔獣係を続けさせてもらって……」

「構わない。ミレイナは魔獣達の世話をしているとき、表情がいきいきとしている。俺は、ミレイナの笑顔を作るのは自分であり続けたいと言ったはずだ」

　胸の内にじーんと温かいものが広がるのを感じる。

「では、ジェラール陛下を一番癒やせるのは私であり続けるように努力しますね」

「努力するまでもなく、ミレイナ以外にあり得ない」

（ああ、まただわ）

　ミレイナは思う。

　いつだってそうだ。

　ジェラールはミレイナがほしい言葉を、ほしいときに惜しげなくくれる。

（大好きなこの人のために、頑張ろう）

　ミレイナはそんな気持ちを込めて、ジェラールに抱きつく。両腕をジェラールの首に回してぐいっと引き寄せると、その頬にキスをした。

　思わぬ不意打ちにジェラールの目が大きく見開く。

　ミレイナは笑みを漏らす。これから先、もっともっと、この人のたくさんの表情を見たいと思った。

「ジェラール陛下、大好きです」

　ミレイナはありったけの愛を込めてそう告げると、もう一度ジェラールにキスをしたのだった。
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　ミレイナは少し緊張の面持ちで鏡の前に立っていた。

　そこに映るのは、豪奢な衣装に身を包んだ自分の姿だ。

　胸元と袖口を彩る繊細なレース飾り、細く絞られたウエスト、そこから幾重にも重なるドレープ。そして、全体に飾られた布製の花飾り……。

　美しく結い上げられた髪の上、頭上には七色に煌めくティアラが輝いている。

　今日はミレイナとジェラールの婚約披露の舞踏会が開かれる。

　ミレイナがジェラールとの結婚を決意したときからラルフが大張り切りで準備していた会だ。既に会場には多くの来賓が到着しているはずだ。

（大丈夫だよね……）

　最終チェックのためにミレイナは鏡の前でくるりと一回転する。ジェラールの煌めく髪を思わせるような薄い水色の生地がふわりと揺れる。

　カチャリとドアを開ける音がする。

「ミレイナ。準備はできたか？」

「あ、はい。ただいま」

　呼びかけられてミレイナはぱっと後ろを振り返る。

　目が合ったその人――ジェラールは、ミレイナを見つめたまま大きく目を見開いていた。

「陛下？」

　様子がおかしいことに気付いたミレイナはジェラールに声をかける。ジェラールはハッとしたような顔をした。

（どうしたのかしら？）

　ジェラールはまっすぐにこちらに歩み寄ると、ミレイナの片手を取る。

「想像より遥かに綺麗で、驚いた」

「……ありがとうございます」

　蕩けるような眼差しを送るジェラールの褒め言葉に、ミレイナは頬を赤らめる。

「こんなに美しく着飾ったミレイナは誰にも見せずに俺が独占したいほどだ。だが、そうもいかないな」

　苦々しげに呟くその口調は、本気でそう思っていそうに聞こえた。ミレイナはふふっと笑う。

「では、終わった後は独占していいですよ」

　ミレイナはこそっと呟く。

「言ったな？　その言葉、忘れるなよ」

　ジェラールはにやりと笑うと、ミレイナに軽くキスをした。

「さあ、行こう」

　ジェラールはミレイナの手を優しく取る。

「はい」

　ミレイナは立ち上がると背筋を伸ばす。

　ジェラールの隣に立って恥ずかしくないように、ミレイナは今も毎日のようにお妃教育を受けている。今日はその成果を披露する日だ。

　繊細な彫刻が施された大扉が開かれる。

　天井からつり下がる豪奢なシャンデリアの眩しさに、ミレイナは目を細めた。

「おめでとうございます」

「本当に喜ばしいことです」

　一歩足を進める毎ごとに、周囲の人々から祝福の言葉が贈られる。ミレイナはジェラールと共に、玉座へと進む。

「ミレイナ様」

　聞き覚えのある声がしてミレイナは振り返る。

「クレア様！　それに、リック殿下とアダムも」

　そこには、アリスタ国の第一王女であるクレアと王太子のリック、それに、護衛騎士のアダムもいた。

「皆さん、遠いところありがとうございます」

「こちらこそ招待に感謝する」

　リックはそう言うと、ジェラールににこりと笑いかける。

「ジェラール陛下はようやく至宝を手に入れられるようですね。残念ながら、我が国に用意していたミレイナの女官ポストは別の者を宛てがうことにします」

「当たり前だ。前からミレイナは俺の近くから遠ざけるつもりはないと伝えていたはずだ」

　ジェラールは顔を顰しかめて苦々しい表情を浮かべたが、怒っている様子はない。きっとふたりの間には信頼関係が成り立っているのだろうなとミレイナは思った。

「ミレイナ、おめでとう」

　アダムがミレイナに声をかけてきた。

「うん、ありがとう。アダムは元気にしていた？」

「まあね。ほら、僕って猫になれる上に身のこなしが軽いから、護衛で引っ張りだこの大活躍」

　おどけた様子は相変わらずだ。ミレイナはくすくすと笑う。

　オーケストラの歓迎の曲が止まる。ダンスが始まるのだ。

「ミレイナ、踊ろう」

　すぐにジェラールがミレイナに声をかけ、手を差し出してきた。

「はい」

　ミレイナは笑顔を浮かべると、ジェラールの手に自分の手を重ねる。

「ミレイナはやはりあいつと話すとき、楽しそうだな」

　少しだけ不満そうなジェラールの口調に、ミレイナはジェラールを見上げた。

「アダムは友人ですよ」

　ミレイナは言う。

「私が好きなのは、ジェラール陛下だけです」

　ジェラールは大きく目を見開くと、きゅっと口を引き結ぶ。銀色の髪の合間から覗く耳がほんのり色づいているのが見えた。

（もしかして、照れているのかな？）

　毎日のように愛を囁いてくれるジェラールに対し、ミレイナからジェラールに「好きだ」と伝えることはあまりない。

　いつもミレイナに対して余裕を持った態度なのに、思わぬ可愛らしいところを発見して笑みが漏れる。

（こんなところも、全部大好きだな）

　この人のすべてが愛おしいと思った。

　ミレイナはジェラールと向かい合い、舞踏会会場の中央に立つ。

　度重なる練習の成果で曲が始まると自然に体が動き出し、ミレイナは笑みをこぼす。

「ジェラール陛下。私、ここで陛下と踊るのが夢だったんです」

「そうか」

「でも、もっと大きな夢が叶いそうです」

　そう告げたミレイナを、ジェラールは不思議そうに見つめる。

「もっと大きな夢？」

「大好きな人と恋をして、結婚して、幸せに暮らしてみたかったんです」

　それは二十五歳で他界した前世で叶えられなかった、ミレイナの夢だ。

「その夢は叶うと俺が保証する」

　ジェラールは優しく目を細める。

「ミレイナが望むなら、何だって叶えてやる」

「では、一生おそばにいてくださいね」

「もちろんだ」

　くるりとターンするのに合わせ、周囲が煌めく。

　ミレイナは最愛の人を見上げ、満面に笑みを浮かべた。
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ミレイナ、竜王陛下とデートする




　秋は稔みのりの季節だ。

　人々は各地で豊作を祝い、祭りが行われる。

　そして、それは竜人の国であるラングール国でも例外ではなかった。

「わー、こんなにラングール人参がたくさん！　しかも取り放題？」

　ミレイナはワゴンに駆け寄ると、目の前のご馳走に目を輝かせる。

　王宮の庭園の一角に停まっているたくさんのワゴンには、ジャガイモやカボチャ、トウモロコシなどの作物に加え、大好きなラングール人参がこれでもかというくらいに積まれていた。

　普段の勤労への慰労を込めて、毎年この季節になると収穫された作物が王宮に勤める者達に無償で配布されるのだ。

「うーん、いい匂い。美味しそう！」

　すんと鼻から空気を吸い込むと、土の香りに交じってラングール人参の瑞みず々みずしい匂いがする。

「ラングール人参は保存が利くからたくさん持って帰ろうかな」

　そのまま囓って食べるおやつにして、食べ切れなそうなら天てん日ぴ干ぼしにしてドライキャロットにしちゃおう。夢中で籠かごに詰めていると、背後から話しかけられた。

「ミレイナ。そんなに籠に詰めてどうするの？」

　振り返ると、リンダがやや呆れたような顔をしてミレイナの持っている籠を眺めている。

「どうするって、食べるのよ」

「食べるって、こんなにたくさん？」

　目を丸くするリンダの反応に、ちょっぴり欲張りすぎてしまったかと恥ずかしくなる。

「保存が利くから大丈夫かなーなんて……」

「あははっ！　ミレイナったら、食いしん坊すぎるでしょ。何人分かと思ったよ」

　リンダは口元を手で押さえてけらけらと笑う。

「そういうリンダこそ、たくさん籠に入れているじゃない？」

　リンダの籠にも、到底ひとりでは食べきれないほどの果物や小麦粉が入っている。

「ああ。これは、マルク様にお菓子を作ろうかなって」

　リンダは途端に、照れたように笑う。

　マルクはエミーユの相棒の竜人で、ジェラールの側近のひとりだ。

　ジェラールからエミーユを従獣として授けられてから魔獣舎に来る頻度がぐっと増え、そこで魔獣係として働くリンダと親しくなったようだ。

　ふたりは徐々に関係を深め、つい先日からお付き合いを始めた。

　少し垂れたまなじりが優しげな、物腰が柔らかい男性だ。誰にでも優しいリンダにぴったりだとミレイナは思っている。

「え、そうなんだ！　リンダ、マルク様と順調なんだね」

「えへっ。まあね」

　当初はリンダもミレイナと同じく、ジェラールの側近という立場にあるマルクとの身分差に悩んでいるようだった。ミレイナには散々『大丈夫』と言ってくれたくせに、いざ自分のこととなるとやっぱり葛藤があったようだ。

　けれど、はにかんだ笑みを浮かべるリンダの表情は幸せそのもので、ふたりの関係が順調であることを窺わせた。

「昨日町デートに行ったんだけど、彼って意外と甘いものが好きみたいなの。ふたりで入ったカフェでケーキをふたつも頼んでいたから」

「町デート？」

「うん！　城下の西部地区にあるレノン国こく立りつ公こう園えんに行ったり、市街地で買い物したり、途中でお茶したりしてすっごく楽しかったよ。これ、買ってもらったの」

　リンダは両手で持っていた籠を片手に持ち直すと、詰め襟のメイド服の首元から何かを取り出す。

「わー、可愛い！」

　それは、ネックレスだった。

　花の形の金細工の中央にピンク色の宝石がはめられた、可愛らしいものだ。

「いいなぁ……」

　無意識に口から言葉が漏れる。

　ミレイナとジェラールがふたりで過ごす時間といえば、日課となっているジェラールの部屋でのお茶や、時々行く魔獣のお散歩、あとは夜一緒に眠る（といっても、これはウサギ姿なので一方的にもふられているだけである）くらいだ。

　――町デート。

　実は、今世に生まれてから一度も体験したことがない。

　一度でいいから行ってみたい。

　ジェラールとふたりで町デート！

　のんびり買い物しながらふたりでぶらぶらと町歩きをしたら、きっと楽しいに違いない！

　人参で山盛りの籠を抱えたままうっとりするミレイナを見て、おずおずとリンダが口を開く。

「ジェラール陛下に行ってみたいって言ってみたら？」

「え？」

　ジェラールに言う？

　町デートに行きたいと？

「うーん。でも、陛下はお忙しいから」

「でも、魔獣のお散歩は時々一緒に行かれることがあるから、同じくらいの時間なら大丈夫じゃない？」

「そうかな？」

　確かに、ミレイナが頼めば、ジェラールはなんとかして時間を作ってくれそうな気がする。けれど、それが彼の負担になるのではないかと思うと言い出しにくい。

「ちょっと考えてみる」

「うん。そうしなよ」

「ところでリンダ。何を作るの？」

「悩んでいるのだけど、アップルパイはどうかなって思って。ミレイナも一緒に作らない？」

「え、いいの？　作りたい！」

　ミレイナはぱっと表情を明るくする。

　ラングール国に来てからというもの食事が毎回用意されているので作る機会がなかったが、実は料理は嫌いじゃない。

　最近は夜もジェラールと過ごすようになりメイド用の住み込み寮の部屋を引き払ってしまったが、そういえば住み込み寮にはキッチンも併設されていた気がする。

「もちろん。じゃあ、今日この後、一緒に作ろうよ」

「うん！　そうだ。アップルパイと一緒にパンプキンパイも作らない？　美味しいよ」

　ミレイナはいいことを思いついたと、人差し指を上に向ける。

「あ、それいいかも。カボチャならさっき、そっちのワゴンにあるのを見たよ」

　リンダがふたつ隣に停まるワゴンを指さす。

　ミレイナとリンダは必要な材料を一通り集めると、和気あいあいと話しながら寮へと向かったのだった。
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　鼻孔をくすぐるのは思わずよだれが出そうなほどの甘ーい香り。

　手のひらサイズの丸いパイは見事なきつね色に色づいている。

　我ながら、上手くできた気がする。

（ジェラール陛下、喜んでくれるかな？）

　ミレイナは作りたての二種類のパイを籠に入れ、ほくほくの笑顔でジェラールのもとへと向かう。

［何を持って来たんだ？］

　ドアを開けると、絨毯の上で寝そべっていたゴーランが顔を上げて鼻をひくひくとさせる。

［お菓子を作ってきたの。アップルパイとパンプキンパイ、ゴーランは食べないよね？］

［アップルパイとパンプキンパイ？　食べないな］

　ゴーランはすぐに籠の中身に興味を失ったようで、また絨毯に頭を乗せる。

「アップルパイとパンプキンパイ？」

　立ち上がってミレイナのもとに歩み寄ったジェラールが首を傾げる。ミレイナとゴーランの会話の、ミレイナの話す部分だけ理解しているのだ。

「はい。作ったんです」

「ミレイナが？」

　ジェラールは驚いた様子で、ミレイナの持っている籠に入ったふたつのパイをまじまじと見つめる。

「リンダに一緒に作らないかと誘われたので、作ってみました」

「ほう？　珍しいな」

「マルク様にプレゼントするそうです」

「マルクに？」

「はい。実は――」

　ミレイナはリンダとマルクが町へデートに行ったことや、マルクがどうやら甘いものが好きらしいという話をする。

「なるほど。それでこの菓子か」

「私はジェラール陛下に作ってみました。お口に合えばいいのですが」

　ミレイナは早速持ってきたパイを皿に載せる。

　ジェラールがパイ生地の端をフォークでカットするのを見守る。パイが切れるサクッという音がした。

「……うまい」

「本当ですか？」

「ああ。ミレイナも食べるか？」

　にこりと微笑むジェラールは一口にカットしたアップルパイを刺したフォークを差し出す。ミレイナは戸惑いながらもそれをパクリと咥えた。サクサクとした中に、煮りんごのしゃりしゃりとした食感と甘酸っぱい味わい。

（見た目の通り、冷えてもなかなか美味しいんじゃない？）

　ミレイナは心の中で自画自賛する。

「美味しいだろ？　今まで食べたアップルパイで一番だ」

「それほどでは――」

　思ったよりもだいぶジェラールが高評価したので、驚いた。さっきまで自分でもなかなか美味しいと思っていたけれど、ここまで絶賛されると逆に恐縮してしまう。

「いや、本当だ。ミレイナが作ってくれたというだけで、特別だ」

　普段、周囲に見せる冷然とした表情からは想像もつかない、子どものような表情に胸がキュンとときめくのを感じる。

（喜んでくれた……。作ってよかったな）

　ミレイナは美味しそうに食べてくれるジェラールを見つめ、ほっこりとした気持ちになる。

「ところで、ミレイナは町に行きたいのか？」

「え？」

　あっという間にアップルパイをぺろりと食べたジェラールに問いかけられ、ミレイナはどきっとした。そんなこと、一言も言っていないのに。

「最近気が付いたのだが、ミレイナは何か言いたいことがあるとき、耳がぴこぴこ動く」

「ええっ！」

　ミレイナは咄嗟に垂れ下がる自分の両耳を手で押さえる。そんなこと、初めて指摘された。

「いつも、可愛いなと思って見ていた」

（可愛いって……）

　何だろう。

　可愛いと言われて嬉しいのに、これではなんだか心の声がダダ漏れになっていたようで恥ずかしい。

「行きたいのだろう？」

　ジェラールに確認するように問いかけられ、ミレイナはおずおずと頷く。

「……はい。陛下と町デートがしてみたいなと」

「なら、決まりだな」

「でも、忙しくないですか？」

「何とでもする。それに、言っただろう？　ミレイナの笑顔を作るのは、俺でありたい」

　ジェラールはふっと目元を優しく和らげると、ミレイナを抱き寄せて額にキスをした。
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　約束の日、ミレイナはいつもよりもずっと朝早くに目を覚ました。

　今日のデートが楽しみすぎて、目が覚めてしまったのだ。

　目の前にはジェラールの寝顔があった。

（かっこいいなあ……）

　何度見ても、彫刻のように整っていて見慣れない。そして、ジェラールの腕はミレイナの小さな体をしっかりと抱きしめている。

　ミレイナはそのジェラールの腕からそっと抜け出すと、ぽんっとウサギから人間へと姿を変える。ベッドを下りようとすると、お腹に腕を回されてぐいっと後ろに引き寄せられた。

「ミレイナ、まだ早いだろう」

　勢いでバランスを崩し、後ろに寝ていたジェラールの胸の上にぽすんと倒れ込む。

「わわっ、起きていらっしゃったんですか？」

「ミレイナがいなくなれば、起きる」

「色々と準備があるんです」

「こんなに朝早くから？」

　背後から抱きしめられ、耳元に口を寄せられる。

「うーんと、魔獣舎にみんなの様子を見に行ったり、服を着替えたり、お化粧したり、魔獣舎に行ったり――」

　魔獣舎に行く、を二回言っていることにも気付かず、ミレイナはやらなければならないことを挙げながら指を折る。

　そんなミレイナの様子に、ジェラールはくくっと笑う。

「確か、王宮からは一緒に行かずに町で待ち合わせるのだったな？」

「はい、そうです！」

　少しだけジェラールの腕が緩み、振り返ったミレイナはぱっと表情を明るくする。

　一緒に住んでいるのだから王宮からふたりで出かければいいのだけれど、ミレイナはどうしても町デートの醍だい醐ご味みである〝待ち合わせ〟をしてみたかった。

「大通り沿いにある噴水広場の前で待ち合わせですよ？」

「ああ」

　ジェラールは上半身だけを少し起こすと、ベッドの上で頬杖をつきながら頷いた。

「あ、お互いの格好は秘密です。だから、今日この後は待ち合わせするまで会っちゃだめ」

「ああ、わかった」

　ジェラールが再び頷くと、ミレイナは満足したようにほくほくの笑みを浮かべる。

「じゃあ、また後で！」

　するりとジェラールの腕を抜け出すと隣の部屋へと消えていった。




　一方のジェラールは、顔を覆ってもう一度ベッドに寝そべる。

「何だ、あれは。可愛すぎだろう？」

　朝からミレイナの可愛さにやられっぱなしだ。

　アップルパイを食べているときにマルクとリンダが町に行ったという話をしながらミレイナの耳がぴこぴこしているのを見て、すぐにピンときた。

　きっと、町に行きたいのだろうなと。

　案の定、ジェラールの問いかけに頷いたミレイナだったが、町に行きたい理由が『ジェラールと町デートをしてみたいから』であることは予想していなかった。

　しかも、『町で待ち合わせしたい』と言い出し、数日前からカレンダーを何度も見返してはうきうきしているのが明らか。挙げ句の果てに、今朝に至ってはいつにない早起き……。

（俺の婚約者が可愛すぎる！）

　可愛い。

　見た目はもちろんのこと、やることなすことすべてが可愛すぎる。

「待ち合わせか……」

　ジェラールは独りごちる。

　ということは、万が一ミレイナが先にそこに着いた場合、ひとりで待つことになる。

（早めに行ったほうがいいな）

　あんなに愛らしいミレイナがひとりで待っていたら？

　たちまち道行く男が言い寄ってくるに違いない。

（念のために、ウォルトに近くにいるように伝えておくか）

　陰からひっそりと見守る護衛も付けて、念には念を入れたほうがいい。

　ジェラールは今日やるべき執務をさっさと終わらせるべく、ベッドから起き出したのだった。
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　そうして数時間後。

　ミレイナはご機嫌で大通りを歩いていた。

　軽い足取りに合わせるように黄色いワンピースの裾が揺れる。今日のために、新しく用意したものだ。

「ちょっと早く来すぎたかな？」

　大通りの向こう、遠目に噴水広場の中央にある時計が見えた。約束の時間まで、まだ三十分以上ある。

　そのとき、ミレイナは噴水広場の辺りに人垣ができているのに気が付いた。

（何かしら？）

　大通り沿いにある噴水広場は人々の憩いの場所になっているため、常に多くの人達で溢れている。

　しかし、今日はどことなく雰囲気が異様だ。なぜか、女性の黄色い声のようなものが聞こえる。何かを見ようと人が集まって、人垣ができているようだ。

「大道芸人でもいるのかな？」

　ミレイナは興味を持って、ふらふらとその人垣に歩み寄る。

「ちょっと、押さないで。順番よ」

「すごく素敵だわ！」

　近付くと、はっきりとそんな声が聞こえた。

（近くの劇場の俳優さんでもいるのかな？）

　なんとか人と人の合間から皆が見ているものを覗き、ミレイナは目を丸くした。

　噴水の縁には、黒髪の男性が座っていた。組まれた足はスラリと長く、長身の体たい躯くには程よく筋肉が付いて引き締まっていることが服越しにも窺える。

　そして、その顔はまるで彫刻のように美しく、息を呑むほどだ。

「ジェラ……」

　そこまで言いかけて、ミレイナは慌てて口を両手で塞ぐ。

　今日はお忍びデートなのだ。

　正体がばれたら大変だ。

（ジェラール陛下、早くない!?）

　こんなに早くジェラールが来ているなんて想定外だった。

　ジェラールは黒に髪色を変えていたが、それでも隠しきれない美貌と王者の貫禄で、ただならぬ雰囲気を発している。その周囲を、色気にやられた女性やどんな色男かと野次馬根性を出した男性が取り囲んでいたのだ。

「ジェド！」

　ミレイナは大きな声で叫ぶ。すると、無表情だったジェラールがハッとしたように顔を上げてこちらを見た。

「ミレイナ？」

　目が合った瞬間、先ほどまで彫刻のような無表情だった顔がふわりと綻ぶ。

　周囲から「きゃあ！」と悲鳴のような黄色い声が上がった。

　ジェラールは立ち上がると、まるでミレイナしか見えていないかのようにこちらに近付いてきた。

「早かったな？」

　蕩けるような視線に甘い口調というのはこういうのをいうのだろうな、とミレイナは思った。

「ミレイナ、可愛いな。ワンピース、似合っている」

「ど、どうもありがとう」

　ミレイナは褒められて、頬を染める。

（お洒落してきて、よかった）

　お出かけしようと決めた日からずっと悩みに悩んで決めた服なので、褒めてもらえて嬉しい。

「ジェドこそ……」

　ミレイナは改めて目の前に立つジェラールの姿を上から下まで見る。

　普段着ている金糸の刺繍が施された豪奢な衣装ではなく、黒いズボンに水色のシャツを着ている。今日は町を行き交う人々が着ているのと同じような格好だ。

（なのに、なんでこんなにかっこいいの!?）

　黒い髪のせいか、普段とはだいぶ雰囲気が違う。けれど、これはこれでものすごくかっこいい。

「何？」

「何でもないです」

　なんとなくまっすぐに顔を見ることができず、ミレイナは視線を逸らす。

　ジェラールは首を傾げたが、すぐに気を取り直したようにミレイナの手を握った。

　ミレイナはジェラールに手を引かれながら、歩き出す。

「ところで、『ジェド』とは何だ？」

　歩きながら、ジェラールが尋ねてきた。

「あだ名です。ここで『ジェラール陛下』と呼んでしまうと、変装している意味がないですから」

「あだ名？」

　ジェラールは口の中で「ジェド」と復唱する。

「それ、いいな」

　口元が緩み、なぜか異様に機嫌がよくなった。




　ミレイナとジェラールは大通り沿いの店を覗きながらぷらぷらと歩く。

　途中で本屋さんに寄ったり、小物屋さんに立ち寄ったりした。

（それにしても、見られているなぁ）

　ジェラールの美貌は人並み外れている。

　すれ違う人がジェラールを見て立ち止まるということが度たび々たびあるものだから、とても居心地が悪い。

　ミレイナはちらりとジェラールを窺い見る。

（えっ！）

　最初は機嫌がよかったのに、今はなんだかとても機嫌が悪そうに見える。

（そうだよね。こんな風にジロジロ見られたら、陛下だって嫌だよね……）

　隣を歩いているだけでも気になるのだから、当の本人であるジェラールの居心地の悪さといったらミレイナの比にならないほどだろう。

（町デート、誘ったのは失敗だったかな）

　気分が落ち込みかけたミレイナは、ふと通り沿いの一軒の店に目を留めて立ち止まる。

　それは、ドライフルーツの店だった。

「ここ……」

「ミレイナ、どうした？」

　立ち止まったミレイナに釣られて、ジェラールも足を止めた。

「以前リンダと月に一度の露天市に行ったことがあるんですが、そのときに購入したお店とマークが一緒だなと思いまして」

　間口一メートルほどのこぢんまりとしたドライフルーツ店には、マンゴーやナッツ、ぶどうなど様々なドライフルーツが入った器が置かれていた。量り売りのようで、カップ一杯当たりの値段がその器に貼り付けられている。

「露天市？　昔、俺にナツメヤシをお土産に買ってきてくれた？」

「はい。覚えてくださっていたのですね」

　ずっと前、まだジェラールが遠い存在だった頃、ミレイナはジェラールに城下に行ったお土産にとナツメヤシを渡したことがある。てっきり、ジェラールはとっくに忘れていると思っていた。

「忘れない。ミレイナからの初めてのプレゼントだったし、あれがミレイナがウサギのララだと気付くきっかけになった」

　ジェラールが「入ってみるか？」と手を引いたので、ミレイナは頷く。

　入り口のドアを開けると、カランコロンと来店を知らせる鐘が鳴る。ドライフルーツ特有の甘酸っぱい香りが鼻孔をくすぐった。

「いらっしゃい！」

　明るいかけ声がした。

　カウンターの向こうで、人なつっこい雰囲気の男性がにこにこしている。

「えーっと、何がいいかな。ナッツでしょ、ブルーベリーに、りんごも食べたいし――」

　ミレイナが真剣な表情で選んでいると、ジェラールがくくっと笑う。

「選びすぎじゃないか？」

「え？」

　食いしん坊がばれてしまい、ちょっと恥ずかしい。まあ、ジェラールはとっくのとうに知っているかもしれないけれど。

「好きなのを選べ」

「……うん」

　結局ミレイナ達は、ナッツとナツメヤシとぶどうの、三種類のドライフルーツを購入した。

「次、どこか行きたいところはある？」

「じゃあ、レノン国立公園に行ってみたいです」

　レノン国立公園は、城下の大通りのほど近くにある大きな公園だ。芝生の広場や様々な花が植えられた花壇、噴水にベンチや椅子などがあり、人々の憩いの場所になっている。

　ミレイナは行ったことがないが、たびたびメイド仲間から話は聞いていた。ロゼッタの花の季節になると、真っ赤な大輪が至るところで咲いてとても美しいのだとか。

「わかった」

　再びジェラールがミレイナの手を取って、目的の場所へと歩き出す。公園へは十分ほどで到着した。

　そのときだ。

（あれ？）

　ミレイナは耳を澄ました。

　どこかで、子どもの泣き声のようなものが聞こえたのだ。

（気のせいかな？）

　耳のいいミレイナですらかすかにしか聞こえないほどの小さな声だ。ミレイナは耳に意識を集中させた。

（やっぱり、どこかで泣いている？）

　ミレイナは辺りを見回す。

　一方のジェラールはミレイナの様子がおかしいことに気付いたようで、怪訝な表情をした。

「どうした？」

「子どもが泣いています」

「子ども？」

　ジェラールにはその声は聞こえないようだ。

　ミレイナは自分の耳を頼りに、声のするほうへと歩く。そうして辿り着いた先、公園にある大きな人工滝の陰で、小さな女の子が泣いていた。

（聞き取りにくかったのは、この滝の水音のせいだったのね）

　女の子のいた場所は、ミレイナが泣き声に気付いた場所から百メートル程度しか離れていなかった。流れ落ちる水の音で声がかき消されてしまっていたのだ。

　必死に泣いているのに、公園を行き交う人々は誰ひとり気が付いている様子がない。

「ねえ、どうしたの？」

　ミレイナはその女の子のもとに行くと、しゃがんで目線を合わせた。年齢は四歳か五歳くらいだろうか。

「ママとパパがいないの」

「ママとパパ？」

　すぐに迷子だとわかった。

「お名前は？」

「ユーナ」

「ユーナちゃん、どこではぐれたの？」

「わかんない」

　その後いくつか質問してみたものの要領を得ず、困ったミレイナはジェラールを見上げる。

「親がいないのか？」

「はい。はぐれて、迷子になっているみたいです」

「公園内にいるかもしれない。捜してやるか」

「そうですね」

　ミレイナはジェラールと共に、公園内にユーナの両親がいないか捜すことにした。おやつに先ほど買った干しぶどうを渡すと、ユーナはすぐにご機嫌になる。

　ジェラールが目線が高くなるようにとユーナを抱き上げると、ユーナは「わあ！　高い、高い！」と大喜びする。しかし、公園内をぐるりと一周しても、親の姿は見つからなかった。

「いませんね……」

　ミレイナは困り果てる。

「大丈夫だ。なんとかする」

　ジェラールはそう言うと、片手を肩の高さまで上げて指を鳴らした。

　すると、どこからかリーンと鈴が鳴るような音がした。

　時々ジェラールが侍女を呼ぶときの音に似ているが、こちらのほうが少し高音だ。

「陛下、いかがなされましたか？」

　数分もしないうちにジェラールの側近であるウォルトと従獣であるシェットがその場に現れ、ミレイナは驚いた。魔法の合図で呼んだのだろうが、たまたま近くにいたのだろうか。

「この子どもが迷子になっている。親を捜してやってくれ」

「かしこまりました」

　ウォルトは頷くと、その女の子――ユーナの手を引こうとする。すると、ユーナは怯えたような顔をして両手を背中に隠し、隣にいたミレイナに抱きついた。

「嫌っ！」

「ユーナちゃん。このお兄さんがママとパパを捜してくれるのよ？」

　ミレイナは安心させようと、話しかける。

「ユーナ、こっちのお兄ちゃんとお姉ちゃんに捜してもらうの」

　ユーナはますますぎゅっとミレイナに抱きつく。

　ミレイナとジェラール、ウォルトは顔を見合わせる。

「…………。一緒に捜すか」

　最初に口を開いたのは、ジェラールだった。
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　結局、シェットの活躍で女の子の両親は一時間後に見つかった。

　両親によると、田舎から収穫した作物を王都に売りに来たのだが、ちょっと目を離した隙に一番下の子どもであるユーナが見えなくなったのだという。てっきり大通り沿いで迷子になっているのだと思い込み、公園までは捜していなかったようだ。

「パパ、ママ！」

「ユーナ！」

　ようやく見つけ出したときは、まるで絵に描いたような感動的な親子の再会シーンだった。ミレイナ達はしきりにお礼を言われる。

「お兄ちゃん、お姉ちゃん、ありがとう！」

「うん。もうパパとママとはぐれちゃだめだよー」

　ミレイナは明るく笑って手を振る。

「両親のもとに戻れてよかったです」

「そうだな」

　頷いたジェラールは口の端を上げる。しかし、空を見上げ太陽の位置を確認すると、表情を曇らせた。

「もう、夕方が近いな」

　ジェラールは懐から懐中時計を取り出す。

　時間を確認したジェラールは、嘆息した。

「もう、あまり時間がない。ミレイナ、あまり楽しめなかったのではないか？　結局、町を歩く以外ほとんど何もできなかった」

「そんなことないです」

　ミレイナはぶんぶんと首を横に振る。

「私はジェラール陛下と一緒に過ごせただけで、とっても楽しいです」

　ミレイナはジェラールに笑いかける。こうして普通の恋人のように外で過ごす時間など全くないのだから、それだけで特別だ。

「なら、いいのだが」

　そう答えるジェラールの表情がどことなく浮かない様子であることに気付き、ミレイナはうーんと悩む。

　本当にミレイナとしては楽しかったのだ。

　けれど、ジェラールはやっぱりデートの時間がほとんど潰れてしまったことを気にしているようだった。

「じゃあ、最後にひとつだけお願いしてもいいですか？」

「何？」

「今日の締めくくりに、陛下の背中に乗ってデートしてみたいです」

　竜の姿になった男性の背中に乗せてもらうことは、ラングール国の竜人にとって『あなたは特別な人です』という特別な意味がある。だからこそ、男性の背中に乗って大空を飛ぶデートは若い女性の憧れらしい。

　ジェラールは突然のミレイナのおねだりに少し驚いたようだが、すぐにふわりと笑う。

「いいだろう」

　ジェラールは白銀の竜へと姿を変える。そして、少し体を屈めた。

「乗れ」

　体を屈めてミレイナが乗りやすいように精一杯背中を低くしてくれていることはわかったが、なにぶん大きすぎてなかなか登れない。よじ登ろうと奮闘していると、ジェラールに尻尾でお尻を押し上げられた。

　ミレイナはぽんっとジェラールの背中の上にうつ伏せに倒れる。

「大丈夫か？」

「はい」

　ミレイナはすぐに体勢を立て直し、ジェラールの背中に跨またがる。

「飛ぶぞ」

　ふわっとした感覚と共に、一瞬で地面が遠くなる。そして代わりに、視界がぐっと開けた。

「わあ、すごい！」

　空からの景色を見るのは、ラングール国に戻ってきたとき以来だ。

　あのときは、自分がジェラールの妻になるだなんて想像すらしていなかったから、最初で最後の光景をこの目に焼き付けようと必死で目を凝らしたのを思い出す。

「どこか行きたい場所はあるか？」

「いえ」

　少しだけ首をよじって振り返ったジェラールに、ミレイナは首を横に振ってみせる。まだあまり土地勘がないので、どこに行けばいいのかアイデアが浮かばなかったのだ。

「こうして上空から城下を見ているだけで、とても素敵です」

「そうか」

　ジェラールは前を向くと翼を羽ばたかせる。

　小高い丘に立つラングール国の王宮の正面から放射状に道路が広がっているのが見えた。正面の一番太い道路が大通りで、王都で一番栄えている幹線道路だ。

「あ。あれはスザンナの屋敷かしら？」

　幹線道路沿いにある一際大きな屋敷には、見覚えがある。ミレイナが下を覗き込もうとすると、ジェラールは見えやすいように低空で飛んでくれた。

　見上げた人々が、こちらに向かって手を振る。ミレイナはそのひとりひとりに、手を振り返した。

　再び高度が上がる。

「どこに行くのですか？」

　方角的に、王宮ではない。ジェラールがどこに向かっているのかわからず、ミレイナは問いかける。

「ミレイナが喜びそうな場所だ」

「私が？」

　ミレイナは思い当たる場所がなくて首を傾げたが、ジェラールが連れて行ってくれるのだから、どこだってきっと素敵な場所に違いないと思った。

　時間にすると十分ほどだろうか。

　眼下の景色は様変わりし、ようやく地面に降り立ったミレイナは目の前に広がる光景に息を呑んだ。大地が一面、ピンク色だったのだ。

「これは、芝しば桜ざくら？」

　それは、前世で見た芝桜によく似ていた。けれどこの植物は芝桜よりも少し背が高く、足首がすっぽりと隠れるくらいの丈だ。

　どこまでも、見渡す限り続くピンク色はさながら自然の作り出した絨毯のように見える。

「これはテローザという植物だ。今の季節、一斉に花を咲かせる」

　竜から人へと姿を変えたジェラールが、ミレイナの横に立ってその景色を眺める。

「いるかな……」

　小さく呟くジェラールは、ピンクの大地に目を凝らして何かを探しているように見えた。

「何が『いるかな』なんですか？」

「いた」

　ジェラールはミレイナの問いに答えることなく、一方を指さす。そこにはもふもふの小さな尻尾があり――。

「あっ！」

（あれは、魔獣？）

　遠目に見えるそれは、小さなリス型の魔獣に見えた。ラトに似ているが、毛並みが黒に近い焦げ茶色だ。リス型の魔獣はひょこっと顔を上げると、ミレイナ達を窺うようにこちらを見る。

「ミレイナ。さっき買ったナッツはあるか？」

「あ、はい」

　ミレイナは持っていた袋からナッツを取り出す。ジェラールはそれを受け取ると、手のひらに載せて魔獣に差し出した。

　魔獣はおずおずと近付いてくると、ジェラールの手からそれを取る。器用に歯を使って周りの固い皮を剥き、中身をほおばっていた。

「もしかして、陛下は時々ここに来ることがあるのですか？」

　その手慣れた様子を見て、ピンときた。それに、魔獣はジェラールにとても慣れているように見える。

「……たまにな」

　絶対にたまにじゃない気がしたけれど、それは突っ込まないであげよう。

「小さくて可愛いですね」

「ああ」

　リス型の魔獣を見つめるジェラールの目は優しげだ。

「そういえば、なぜさっき不機嫌だったのですか？」

「さっき？」

「町を歩いているとき」

　機嫌のよい今なら教えてもらえる気がして、ミレイナはおずおずと尋ねる。

「ああ、あれは」とジェラールは口を開く。

「道行く者達が皆、ミレイナに見惚れていただろう」

「私？」

「ああ」

　呆気にとられるミレイナに、ジェラールは大真面目な顔で頷く。

（え？　あれって……）

　あの人達は、明らかにジェラールを見ていたと思う。ミレイナのことを見ている人もいたかもしれないが、ほとんどはジェラールだったはずだ。

（もしかして、勘違いした上に嫉妬してくれていたのかな？）

　なんだか胸の奥が、むず痒い。

　くすくすと笑うミレイナを見て、ジェラールは眉根を寄せる。ミレイナはそんなジェラールに笑いかける。

「せっかくなので、私達もさっきのおやつ、食べませんか？」

「そうだな」

　ミレイナが誘うとジェラールは素直にその場に座ったので、ミレイナもジェラールと並んで座ろうとした。しかし、ジェラールはミレイナが座る前にひょいっと抱き上げて自分の膝に乗せた。

「陛下、大丈夫です」

　ミレイナは慌てて立ち上がろうとする。

「服が汚れるだろう？　それに、そろそろ気温が下がり始める時間だから、地面に座っては体が冷える」

「陛下のお召し物が汚れてしまいます」

「構わない。ミレイナが風邪をひいたら大変だ」

　別に体が弱いわけでもないのだから、ミレイナはそう簡単に風邪をひいたりしない。

（ジェラール陛下って、過保護よね）

　けれど、これも愛情表現のひとつなのかと思えば全く嫌な気はしない。

　むしろ、こうして惜しげなく愛情を注いでくれるジェラールに対して愛しさが込み上げる。

「ところで、呼び方は〝陛下〟に戻ってしまったのだな」

「え？」

「もう、さっきの呼び方では呼んでくれないのか？」

「……ジェド」

　呼び直すと、ジェラールは満足そうに口の端を上げる。

　即席で付けたあだ名だったのだけれど、思いの外本人は気に入っているようだ。

　ジェラールは先ほど買ったナツメヤシを紙袋からひとつ取り出すと、それをミレイナの口元へと運ぶ。ミレイナがもぐもぐと食べると、嬉しそうに口元を綻ばせた。

（相変わらず、私に食べさせるのが好きだなぁ）

　初めてウサギ姿で出会ったときから一貫して、ミレイナにごはんを食べさせるジェラールは嬉しそうだ。

（町歩きも楽しかったけど、こっちのほうが好きかも）

　ジェラールの楽しそうな顔を見て、そう思う。

「ふふっ」

　嬉しそうなミレイナの様子に、ジェラールがにこりと微笑む。

「美味しい？」

　どうやら、ナツメヤシが美味しくて笑っているのだと思われたようだ。

「はい。それに、ここは本当に素敵な場所です」

「気に入ったか？」

「はい、とても」

「よかった」

　ジェラールの目が優しく細まる。

「それに、陛下が楽しそうなので、私も楽しいです」

　ミレイナはすぐ近くにあるジェラールの頬を両手で包むと、自分から触れるだけのキスをする。ジェラールは驚いたように目を見開いたが、逆に追いかけるように、キスはすぐに深いものへと変わる。

「甘いな」

　ようやく唇を解放したジェラールが、ぼそりと呟く。

「それたぶん、さっき食べたナツメヤシのせい……」

「ああ、そうか。それで」

　ふたりはコツンと額を合わせ、くすくすと笑う。

　ミレイナ達は、この後一時間ほどのんびりとしたときを楽しんだのだった。
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　その日の晩になってもミレイナは昼間の興奮が冷めず、ずっとご機嫌だった。

「またこの季節に、あそこに連れて行ってくださいね」

「もちろん」

「次に行くときは、お菓子を作って持っていこうかしら。パイとか、クッキーとか」

「それは楽しみだな」

　ジェラールはソファーに座るミレイナの隣に、腰を下ろした。

「約束よ？　来年も、再来年もですよ？」

　ジェラールは返事をする代わりにミレイナを抱き寄せると、額にキスをする。

「ミレイナが望むなら、十年先も、二十年先も連れて行く」

　顔が離れて目が合うと、ジェラールがふわりと微笑む。

「……うん」

　こんな風に、何年も先の約束を当たり前にできるようになるなんて、少し前には考えられなかった。

　ミレイナはジェラールの首に両手を回し、ぎゅっと抱きつく。ジェラールもミレイナの背に手を回し、抱き返される。

（幸せだなぁ）

　大好きな人の温もりを感じながら、ミレイナはその幸せを噛みしめたのだった。




〈了〉










あとがき




　皆様、こんにちは。三沢ケイです。

　前作に引き続き、「竜王陛下のもふもふお世話係２」をお手に取ってくださり、ありがとうございます！




　書籍版「竜王陛下～」はベリーズカフェに投稿した作品が元になっていますが、サイトに投稿した際にラストがちょっとだけ駆け足だったかなと感じていました。そのため、一巻を作成する際には編集担当様と相談の上、その部分を修正してミレイナとジェラールの心の変化を丁寧に書きました。

　お陰で気になっていた部分はしっかりと修正できたのですが、新たな問題が。

　なんと、ふたりがラブラブになる前に文庫の文字数制限に到達してしまったのです。「えっ、ここでおしまい!?」みたいな。

　作者としてそのことをとても心残りに思っていたので、こうして二巻としてミレイナとジェラールが幸せになるラストまで書けたことを、とても嬉しく思います！

　実は私、二巻を出せると決まる前から二巻のプロットを用意していました。編集担当様から「続編書いてＯＫです」とご連絡を頂いたときは思わずガッツポーズです。

　最初から最後まで溺愛を隠さず迫るジェラールとたじたじのミレイナを書くのはとても楽しかったです。ジェラールは間違いなく、周囲が呆れてしまうほどの愛妻家＆子煩悩パパになることでしょう。ここから先は、是非皆様の想像の中でふたりの世界を広げて頂ければと思います！

　そしてそして、帯にもある通り、なんと「竜王陛下～」がコミカライズされます！

　それはもう素敵です。可愛いです。小説より、よりコミカルに描かれたふたりのやり取りを、是非お楽しみ頂けたら嬉しいです。




　最後になりますが、一巻に引き続き可愛らしいイラストを描いてくださったももしき先生、作品をよくするために様々なアドバイスをくださった編集担当の内田様、刊行のために尽力頂いた編集部及び関係者の皆様、そして読んでくださった読者のあなた。

　本作の刊行に関わった全ての方々に深く感謝申し上げます。

二〇二一年七月吉日　三み沢さわケイ
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